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3　元総社小見内VI遺跡A区W－4・5号溝跡全景（北から）

4　元総社小見内V［遺跡A区出土遺物



序

　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背景に、坂東太郎として名高い利根

川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい

県都です。

　前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世・近代に至る

まで、人々の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に古墳にお

いては、かつて市域には800余基の存在が伝えられています。その中には大室

4古墳をはじめ国指定史跡となっている古墳も9基含まれ、、東国古墳文化の中

心として位置づけられてきました。また、続く律令政治の時代に入ると、山王

廃寺、上野国分僧寺、上野国分尼寺、上野国府の存在が示すとおり政治、宗教、

経済の中心地として花開き一大文化圏が形成されました。さらに中世において

は、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地として知ら

れ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東4名城の一つ

に数えられる前橋城が築かれました．まさ、に、前橋市はこれまで連綿と続いて

きた歴史を物語る様々な文化財で溢れています。

　今年度発掘調査を行いました元総社小見V遺跡は、前橋市の西部、国分僧寺

と国分尼寺の中間南に、元総社小見内VI遺跡は、国府推定域のわずか西側に位

置します。国分僧寺及び国分尼寺並びに国府に直接関連すると思われる構造物、

道路、溝などの遺構は検出されませんでしたが、竪穴住居跡、溝跡などが検出

され、律令期以前、律令期、律令期以後の国府周辺の集落の変遷を考える上で

貴重な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたり、ご理解とご協力を賜りました市関係部局、地元関係者の

方々、厳しい気候の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。

本報告書が市史究明の一助となることを祈念して序といたします。

　平成16年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　団長　阿部明雄



・例 　ベゴロ

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う元総社小見V遺跡・元総社小見内VI遺跡

　発掘調査報告書である。

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．発掘調査の要項は次のとおりである。

調査場所
発掘調査期間

・整理・報告書作成期間

．発掘・整理担当者

群馬県前橋市元総社町地内

平成15年5月20日～平成15年10月14日

平成15年10月．15日～平成16年3月25日

高槁一彦・高坂麻子（発掘調査係員）

4．本書の原稿執筆・編集は高槁・高坂が行った。

5．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　石原義夫・岩木　操・大澤俊夫・大嶋洋平・岸フクエ・斉藤亀寿・白石　晃・須田博治・角田　榿

　渡木秋子・中澤光江・平林しのぶ・湯浅たま江・湯浅道子・阿部シゲ子・神澤とし江・橋本　茂

6．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化

　財保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋市

　現形図を使用した。

、3．遺跡の略称は、次のとおりである。

　元総社小見V遺跡：15All8　　　　　元総社小見内M遺跡：15All4

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　　J…縄文時代の竪穴住居跡　　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　　B…掘立柱建物跡

　丁…竪穴状遺構　　　W…溝跡　　　　1…井戸跡　　　D…土坑　　　　A…道路状遺構

　P…ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）　．　　　O…落ち込み

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居跡・掘立柱建物跡・竪穴状遺構・溝跡・井戸跡・土坑・ピット…1／60

　　　　竈断面図…1／30　　全体図…1／200

　遺物　　土器・鉄製品…1／1、1／3、1／4　石器・石製品…1／1、1／3、2／3、1／4、1／5　瓦…1／5

6．計測値については、（　）は現存値、［　］は復元値を表す。

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

　◎は非常に締まり・粘性あり、○は締まり・粘性あり、△は締まり・粘性ややあり、×は締まり・粘性な

　しを表す。

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

遺構平面図

遺構断面図

遺物実測図

焼土…囮
構築面…吻
須恵器断面…

灰粕陶器断面…囮

灰…騒翻

炭化物（煤付着など）…麟難蜀

灰粕陶器内面…［コ

黒色処理…麗

9．火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

　As－B　（浅問B軽石：供給火山・浅間山、llO8年）

　Hr－FP（榛名ニツ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）

　Hr－FA（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）

　As－C　（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）
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元総社小見内VI遺跡A区出土遺物観察表

12

13

14

15

16

17

18

元総社小見内VI遺跡B区住居跡一覧表

元総社小見内VI遺跡B区溝跡計測表

元総社小見内V【遺跡B区出土遺物観察表

元総社小見内VI遺跡B区土坑・井戸跡・ピット

計測表’

時期別竪穴住居の軒数

採掘時期・場所・方法（採掘工程）

検出数・面積・規模・掘り方（平面形）
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1　調査に至る経緯

　本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、4年目にあたる。本調査地は、

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。

平成15年4月9日付けで、前橋市長　萩　原　弥惣治（区画整理第二課）より前橋都市計画事業元総社蒼海土地

区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを

受け、内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄に対し、調査の実施を通知し、調査団はこ

れを受諾した。平成15年5月7日に調査依頼者である前橋市長　萩　原　弥惣治と前橋市埋蔵文化財発掘調査団団

長　阿部明雄との間で埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結された。そして5月20日から現地での発掘調査を開始

するに至った。

　なお、遺跡名称r元総社小見v遺跡」（遺跡コード：15A118）r元総社小見内vl遺跡j（遺跡コード：15A114）

のr小見j　r小見内」は旧地籍の小字名を採用した。また、名称中のローマ数字は、当調査団で過年度に調査を

実施した遺跡と区別するために付したものである。

II　遺跡の位置と環境

1遺跡の立地

　前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）の利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利

根川左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。

　本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを稼

覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地の

中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と推

定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かって

流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との比

高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

　本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3．6㎞の地点、前橋市元総社町地内に所在している。南東には

上野国総社神社があり、西側には関越自動車道を隔てて上野国分僧寺がある。さらに、遺跡地の南側には国道17号、主

要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走っている。これらの幹線道路沿いに

はオフィスビルや大規模小売店が進出しているが、主要道から一歩入った本遺跡地の周辺は閑静な住宅地域となってお

り、狭い道筋に昔からの家が建ち並んでいる。また、隣接する畑地には最近になって建設された住宅もある。

2　歴史的環境

　本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。
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　縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。

　弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

　古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳

期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鴫尾、根巻石等の石造物群は、

宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、この

寺は上野地域を治めていたr上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群にはr上毛野氏」一・族が葬られているとも考

えられている。これらから、この地がr車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能してい

た様子が窺える。

　奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済

的・文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をも

つ国府は、元総社地区に置かれたとされる。

　国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、r國厨」・r曹

司」・r国」・r邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考え

られる柱穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検

出された閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東外郭線が想定

されるに至った。さらに、元総社小見内皿遺跡からは、国分尼寺の東南隅から国府に向かうと思われる溝跡が検

出されており、昨年度調査が行われた元総社小見内IV遺跡からもこの溝の延長と思われる溝跡が検出されている。

また、元総社小見内皿遺跡からは官人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府について考

えるうえで貴重な資料となっている。

　国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている・さらに国分尼寺の

調査では・昭禾“4445年！こ推定中軸線上のトヒンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった・さらに平

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝

町や導路状遺構が確認され左・国分僧寺●尼寺周辺では・関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ・上野国分

僧寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物跡群が検出されている。

　また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1㎞南の地点にN－64。一E方向の東山道（国府ルート〉があること

が推定される。また、日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長したものである。

これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

　中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての機

能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城の

縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。

　このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成ll年より継続

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。
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Tab．1　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表 ※年代の（　）は調査開始年度。

番号 遺　跡　名 調査年度 時代1　主　な　遺　構・出　土　遺　物

1
元総社小見V遺跡 2003 本遺跡

元総社小見内VI遺跡 2003 〃

2
上野国分寺跡（県教委） 1980

～
1
9
8
8

奈　良：金堂基壇、塔基壇

3 上野国分尼寺跡 （1999） 奈　良：西南隅・東南隅築垣

4 山王廃寺跡 （1974） 古　墳：塔心礎、根巻石

5 東山道（推定）

6 日高道（推定）

7 王山古墳 1972 古　墳：前方後円墳（6C中）
・8 蛇穴山古墳 1975 古　墳：方墳（8C初）

9 稲荷山古墳 1988 古　墳：円墳（6C後半）

10 愛宕山古墳 1996 古　墳1円墳（7C初）
11 総社二子山古墳 未調査 古　墳：前方後円墳（6C末～7C初）
12 遠見山古墳 未調査 古　墳：前方後円墳（5C後半）

13 宝塔山古墳 未調査 古　墳：方墳（7C末）

14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平　安：掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡

15 産業道路東遺跡 1966 縄　文：住居跡

16 産業道路西遺跡 縄　文：住居跡

17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良・平安：住居跡

18
日高遺跡（事業団）

1977
弥　生＝水田跡、方形周溝墓、住居跡、木製農耕具

平　安：条里制水田跡

19

正観寺遺跡1～IV（高崎市） 1979

～
1
9 81

弥　生：住居跡

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

中　世：溝跡

20

上野国分僧寺・尼寺中間地域（事業団） 1980

～
1
9
8
3

縄　文：住居跡、配石遺構

弥　生：住居跡、方形周溝墓

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

中　世：掘立柱建物跡、溝状遺構、道路状遺構

21
清里南部遺跡群

清里南部遺跡群皿

1980 縄　文：ピット

奈良平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良平安：住居跡

23

下東西遺跡（事業団） 1980

～
1
9
8 4

縄　文：屋外埋甕

弥　生：住居跡

古　墳：住居跡

奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、柵列

中　世：住居跡、溝跡

24

国分境遺跡（事業団） 1990 古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡

国分境II遺跡 1991 古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

国分境皿遺跡（群馬町） 1991 古　墳：住居跡

奈良平安：住居跡、畠跡

中　世：土坑墓

25
元総社明神遺跡　1～X皿 1982

～
1
9 96

古　墳：住居跡、・水田跡、堀跡

奈良平安：住居跡、溝跡、大形人形

中　世＝住居跡、溝跡、天目茶碗

26
北原遺跡（群馬町） 1982 縄　文：土坑、集石遺構

古　墳：水田跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

27
鳥羽遺跡（事業団） 1978

～
1
9
8
3

古　墳：住居跡、鍛冶場跡
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡（神殿跡）

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安＝溝跡（上幅6，5－7m、下幅3．24m、深さ2m）

29
柿木遺跡

柿木II遺跡

1983
1988

奈良・平安：住居跡、溝跡

30
草作遺跡 1984 古　墳：住居跡

平　安：住居跡
中　世：井戸跡（蒼海城に伴う）

31
桜ヶ丘遺跡 弥　生：住居跡

総社桜ヶ丘遺跡 1985 平　安：住居跡

総社桜ヶ丘II遺跡 1987 奈良平安：住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 　　　　　　　　　　　　　　　9古　墳：住居跡（鬼高期）

奈良平安＝溝跡

33
後疋間遺跡1～皿（群馬町） 1985

～
1
9
8
7

古　墳：住居
奈良平安：住居跡

中　世：道路状遺構

34 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平　安：住居跡’

35 寺田遺跡 1986 平　安：溝跡、木製品
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番号 遺　跡　名 調査年度 時代：　主　な　遺　構・出　土　遺　物

36
天神遺跡 1986 奈良・平安：住居跡

天神II遺跡 1988

屋敷遺跡 1986 古　墳：住居跡
37 屋敷II遺跡 1995 平　安：住居跡

中　世：堀跡、石敷遺構

38 大友屋敷II・皿遺跡 1987 古　墳：住居跡

平　安：住居跡、溝跡、地下式土坑
39 堰越遺跡 1987 奈良・平安：住居跡、溝跡

40 堰越II遺跡 1988 平　安：住居跡
41 昌楽寺廻向遺跡・II遺跡 1988　．奈良・平安：住居跡

村東遺跡 1988 古　墳：住居跡、溝跡
42 奈良平安：住居跡

中　世：堀跡

熊野谷遺跡 1988 縄．文：住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』一『
43 平安：住居跡、溝跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

熊　ハII・皿曲、 1989 Ψ　出：主　　・　．

元総社寺田遺跡1～皿 1988 古　墳：水由跡、溝跡
44 （事業団〉 ～ 奈良平安1：住居跡、溝跡、人形、、斎串、墨書土器・

1991　『 中　世：溝跡
弥勒遺跡 1989 』古　墳：住居跡45
弥勒II遺跡 1995 平　安：住居跡

大屋敷遺跡1～W 1992 縄　文＝住居跡

46 ～
古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

2000 中　世＝掘立柱建物跡、地下式土坑、溝跡

47
元総社稲葉遺跡 1993 ’縄　文＝土坑

・平　安：住居跡、瓦塔

48
上野国分寺参道遺跡 1996 古墳：住居跡

平　安：住居跡

49 大友宅地添遺跡 1998 平　安＝水田跡

1999 ，古　墳＝畠跡、水田跡、溝

’中　世：溝跡
50

総社閑泉明神北II遺跡 2001 古　墳：住居跡、溝跡

平　安：住居跡溝跡
元総社宅地遺跡1～23トレンチ 2000 古，墳：住居跡

51 平　安：住居跡、掘立柱建物跡、鍛冶場跡、溝跡、道路状遺構・

中　世：溝跡

近　世：住居跡、（五輪塔の一部、椀類）

元総社小見遺跡 2000 縄　文：住居跡
52 ．古　墳：住居跡

奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡、道路状遺構

53
元総社西川遺跡（事業団） 12000 古　墳：住居跡、畠跡

奈良・平安＝住居跡、溝跡

総社甲稲荷塚大道西遺跡 2001 奈良・平安＝「住居跡、溝跡

中　世＝畠跡

54 近　世＝溝跡

、総社甲稲荷塚大道西II遺跡 2001 古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、溝跡、

近　世：溝跡

元総社小見内皿遺跡 2001 古　墳＝住居跡、溝跡
55 奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡

中　世：掘立柱建物跡、溝跡

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡 2002 古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、畠跡、溝跡

56 総社閑泉明神北皿遺跡 2002 縄　文＝住居跡

古　墳＝住居跡
奈良平安：住居跡

元総社小見II遺跡 2002 縄　文：住居跡

57 古墳：住居跡　，
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡　　，

中　世：溝跡、道路状遺構

元総社小見皿遺跡 2002 縄　文：住居跡

古　墳：住居跡

奈良平安：住居跡、溝跡

58 中　世：溝跡、道路状遺構

元総社草作V遺跡 2002 古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

中　世：溝跡

元総社小見内IV遺跡 2002 古　墳＝住居跡
59 奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡

中　世：土坑墓、掘立柱建物跡、溝跡

60
稲荷塚道東遺跡（事業団） 2003 古　墳：住居跡

奈良平安：住居跡、溝跡、竈構築材採掘痕、井戸跡
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皿　調査の方針と経過

1　調査方針

　委託調査箇所は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、元総社小見V遺跡が約1，195

㎡、元総社小見内M遺跡が約1，034㎡の合計約2，229㎡である。本調査に当たり、元総社小見内VI遺跡に関わる

調査場所が2箇所に分かれているので、便宜的にA区、倉区と名称を付した。グリッドについては、4mピッチ

で西から東へX244、X245、X246…と、北から南へY39、Y40、Y41…と付番し、グリッドの呼称は北西杭

の名称を使用した。

　本遺跡のX17・Y135の公共座標は次のとおりである。

　第　IX　系　　　＋43814．909（X）　　　　　　　一72423．752（Y）　　　　〔新座標〕

　　　　　　　　　＋43460．000（X）　　　　　　　一72132．000（Y）　　　　〔旧座標〕

　緯　度36。23f31”．82156　経度139◎Ol’33”．59042
　子午線収差角　　　28’44”．474　　　　　　　　　増大率　　　0．99996460

　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘り下げ・遺構精査・・測量・全景写真撮影の順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竃は1／10の縮尺で作成した。

遺物については平面分布図を作成し、遺物台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2　調査経過

　本遺跡の発掘調査は、委託契約を5月7日に締結し、5月20日から調査を開始した。調査は、元総社小見V遺

跡、元総社小見内VI遺跡A区、元総社小見内VI遺跡B区の順に行うこととした。

　元総社小見V遺跡は南北に長さ約190m、幅は北側で8．5m、南側で4mの範囲を調査。5月20日に、調査区

南側約100mを重機（バックフォー0．25m3）1台で、幅85cm、長さ127cmから170cmのトレンチを7本入れた

ところ、全て盛土で覆われ遺構は検出されなかった。翌日の21日から重機（バックフォー0．7m3）1台、10tク

ローラ1台を使い、調査区北側約90mの表土掘削を行った。表土掘削に2日かかり、それと並行して、鋤簾によ

る遺構確認を行った。23日に杭打ちを行い、遺構の掘り下げ・精査に入った。調査中は天候に恵まれ作業は順調

に進んでいった。その結果、竪穴住居跡13軒、掘立柱建物跡1棟、中世の畠跡が検出された。6月6日にトラヅ

ク架装リフト（ハイライダー18m）による全景写真撮影を行い、一面目の調査を終了させた。10日から二面目の

調査を開始した。遺構の掘り下げ・精査の結果、縄文時代前期の竪穴住居跡1軒、縄文時代中期の竪穴住居跡2

軒、落ち込みを検出した。23日をもって元総社小見V遺跡の調査を終了させた。

　7月23日より元総社小見内M遺跡A区の調査を開始した。この調査区は南北に長さ68m、幅8mの範囲を調査。

重機（バヅクフォー0．4m3）1台、10tクローラ1台、2tダンプ2台を使い、表土掘削を開始した。表土掘削に

3日かかり、それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。7月28日に杭打ちを行い、遺構の掘り下げ・精査

に入った。地山の土層は調査区北側は黄褐色の砂質土で覆われ、南側は黒褐色の粘質土が厚く堆積していた。こ

のため調査中、雨の影響で調査区南側に水が溜まり、ポンプで水を抜いたり、崩れた土砂を取り除いたりするた

め、一時作業が停滞することがあった。遺構精査の結果、竪穴住居跡18軒、竪穴状遺構1軒、掘立柱建物跡1棟、

溝跡3条、道路状遺構が検出された。竪穴住居の残存状況は悪く、住居上部は削平されていた。8月25日にトラ
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ヅク架装リフト（ハイライダー18m）による全景写真撮影を行い一面目の調査を終了させた。29日より二面目の

調査のため、重機（バックフォー0．25m3）1台を使いもう一段掘り下げたところ、溝跡2条、掘立柱建物跡3棟、

井戸跡2基が検出された。また、溝の中から竈構築材採掘跡痕も検出された。9月11日をもってA区の調査を終

了させた。

　9月1日より元総社小見内VI遺跡B区の調査を開始した。この調査区は丁字形をしており、南北に長さ57m、

幅6m、東西に28m、幅6mの範囲を調査。重機（バックフォー0．25m3）1台、2tダンプ1台を使い、表土掘

削を開始した。表土掘削に4日半かかり、それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。9月8日に杭打ちを

行い、遺構の掘り下げ・精査に入った。昨年度調査した北側同様にこの調査区も遺構数が少なく、竪穴住居跡2

．軒、掘立柱建物跡4軒、溝跡3条、井戸跡1基、道路状遺構が検出されただけであった。9月26日にトラック架

装リフト（ハイライダー18m）による全景写真撮影を行い一面目の調査を終了させた。

　10月2日には、春日中学校の2年生6名が職場体験学習に訪れ、肇掘調査の現場を体験した。中学生は発掘調

査の話や出土遺物の説明を受けた後、現地見学を行い、当時の生活の様子を想像し、住居造りにおける先人の知

恵や工夫に感心していた。その後、出土遺物の洗浄・注記・接合の体験作業を行い、緻密で根気のいる仕事と感

じて帰校した。10月3日より二面目の調査のため、重機（バヅクフォー0．125m3）1台を使い一面目より更に

30cm程掘り下げたが遺構は確認されなかった。このため引き続き、重機（バックフォー0．125m3、O．25m3、）

各1台、2tダンプ1台を使い埋め戻し作業に入った。10月14日に地権者、区画第二課立ち会いの下、現状復帰

した農地の状況を確認していただき引き渡し、この日をもって調査を終了させた。その後11月28日まで現場事務

所において土器洗いや図面整理などを済ませ、28日をもって現地での調査は終了となった。

　12月1日より文化財保護課に戻り、出土遺物・図面・写真等の整理作業にあたり、翌年3月25日までにすべて

の作業を完成させる運びとなった。

IV基本層序

　　　　　　　　　　　　　　　　元総社小見V遺跡

本遺跡地内の地層の堆積は、以下の通りである。

1

2

3

4

5 O 1：20 10m

Fig．3　基本層序

1

2

3
4

5

10YR3／3

10YR3／2

10YR4／3

10YR4／4

10YR5／6

暗褐色細砂層　　　　　×

黒褐色細砂層　　　　　△

にぶい黄褐色細砂層　　○

褐色細砂層　　　　　○

黄褐色細砂層　　　　　○

×

×

△

△

×

As－B混じる、Hr－FP2％含む。〈厚さ20cm前後＞

A　s－C5％・H　r－F　P5％含む。〈厚さ20cm前後＞

A　s－C1％・H　r－F　P1％含む。〈厚さ30cm前後〉

ローム漸移層。〈厚さ10cm前後＞

地山（総社砂層）。〈厚さ10cm前後〉
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元総社小見内W遺跡A区

本遺跡地内の地層の堆積は、以下の通りである。

1

2

3

4

5

．6

7

1　10YR3／3暗褐色細砂層　△　×

　A　s－B混じる、現耕作土。〈厚さ20cm前後＞．

2　10YR3／2黒褐色細砂層　○　△

　As－B混じる、As－C1％・Hr－FP1％、
　砂鉄分の多い川砂を多量に含む。〈厚さ40cm前後〉

3　10YR2／3黒褐色細砂層　○　O

　As．B混じる、As－C！％・Hr－FP1％、
　砂鉄分の多い川砂50％含む。〈厚さ20cm前後〉

4　10YR3／1黒褐色細砂層　○　△

　A　s．B混じる、A　s．C1％H　r－F　P1％含む。

　〈厚さ20cm前後＞

5　10YR2／2黒褐色細砂層　○　O

　As－C2％・Hr－FP3％、川砂を多量に含む。

　〈厚さ35cm前後＞

6　10YR3／2黒褐色細砂層　○　O

　A　s－C3％、砂利含む。地山の粘質土多量に含む。

　〈厚さ20cm前後〉

7　10YR2／3　黒褐色細砂層　○　◎

　粘性の強い地山。総社砂層の砂利含む。

Fig．4　A区基本層序

元総社小見内VI遺跡B区

1

2

3

4

5

6

1　10YR5／4にぶい黄褐色細砂層○　×

　A　s－B混じる、現耕作土。〈厚さ20cm前後〉

2　10YR4／3にぶい黄褐色細砂層○　×

　A　s－B混じる、H　r－F　P5％含む。

　〈厚さ20cm前後＞

3　10YR3／4暗褐色細砂層　　　　○　×

　A　s－B　lO％、H　r－F　P2％含む。

　〈厚さ10cm前後〉

4　10YR2／3暗褐色細砂層　　　○　×

　A　s－C5％、H　r－F　P1％含む。

　〈厚さ20cm前後〉

5　10YR4／4褐色細砂層　　　　△　×

　A　s－C1％、H　r－F　P1％含む、ローム漸移層。

　〈厚さ30cm前後＞

6　10YR5／8黄褐色細砂層　　　○　×

　ローム層。（地山）〈厚さ55cm前後〉

Fig．5　B区基本層序 0 1：20 10m
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V　遺構と遺物

1　元総社小見V遺跡

（1）　竪穴住居跡

　（住居跡の出土遺物の項目については、遺構の重複からどの住居跡の遺物か特定できないものがあるため、所

属する住居跡が特定でき本報告書で図示した遺物のみの記述とした。）

』一1号住居跡（Fig．11、PL．1）

位　置　X17、Yl29・130グリッド　主軸方向　（N－10◎一W）　面　積　　（4．43）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが、円形と推定される。東西（1．43）m、南北（4．34〉m、

　　　壁現高43．5cmを測る。

床　面　ローム層を主体とした堅緻な床面を検出。炉は調査区外のため検出されず。

時期　埋土や出土遺物から縄文中期後半と考えられる。

遺　物　総数928点。そのうち深鉢11点、石皿1点、打製石斧1点、削器1点を図示した。

」一2号住居跡（Fig．ll、PL．1）

位　置X16・17、Y131・132グリヅド　主軸方向　（N－36。一E）　面　積　9．33㎡

形状等　円形と推定される。東西3．58m、南北3．35m、壁現高28．Ocmを測る。

床　面　ローム層を主体とした堅緻な床面を検出。炉は確認できなかったが、中央部に建物の屋根材が崩れたと

　　　思われる炭化物の塊を検出。炭化物の周辺には約6．5cmの厚さで粘土が堆積する。P1（長軸×短軸×深

　　　さ、形状：62×58×54cm、楕円形）の1基を検出した。

時　期　埋土や出土遺物から縄文中期後半と考えられる。

遺　物　総数832点。そのうち深鉢9点、耳栓1点、石錺i1点を図示した。

』一3号住居跡、（Fig．ll、PL．一）

位　置X16・17、Yl30～132グリヅド　主軸方向　（N－23。一E）　面　積　　（18．76）㎡

形状等　重複が激しく、床面のみの確認となったが、長方形と推定される。東西（3．67）m、南北（5．75）m、

　　　壁現高50．Ocmを測る。

床　面　ローム層を主体とした堅緻な床面を検出。P1（長軸×短軸×深さ、形状：65×45×54cm、楕円形）、

　　　P2（長軸×短軸×深さ、形状：45×29×69．5cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：56×53×72．5

　　　cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：62×53×54cm、円形）の4基を検出した。

時　期　埋土や出土遺物から縄文前期後半と考えられる。

遺物　なし。

H－1号住居跡（Fig．12、PL．2）

位　置X16・17、Y129グリヅド　主軸方向　　（Nr88◎一E）　面　積　　（5．70）㎡

形状等　一部調査区外のため、全容は不明であるが方形と推定される。東西3．00m、南北（2．06）m、壁現高は

　　　22．Ocmを測る。
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床　面　全体的に平坦な床面。竈の前に堅緻な面を確認。中央部竈前寄りに集石あり。P　l（長軸×短軸×深さ、

　　形状：49×41×30cm、楕円形）の1基を検出した。

竈　　東壁より検出され、主軸方向N－87◎一Eであり、全長90cm、最大幅63cm、焚口部幅40cmを測る。壁の構

　　築材（補強材）として灰白色粘土を使用する。

重複H－2と重複し、新旧関係はH－2→本遺構の順である。

時　期　時期を判定する出土遺物が少なく埋土からも不明であるが、重複関係から9世紀前半以降と考えられる。

遺　物　総数187点。そのうち石鎌1点を図示した。

H－2号住居跡（Fig．12、PL．2）

位　置X17、Yl29グリッド　主軸方向　　（N－85◎一E）　面　積　　（5．96）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西（2．60）m、南北（2．46）m、壁

　　現高8．6cmを測る。

床面全体的に平坦な床面。　　　　　　　．
竈　　調査区外で検出されず。

重　複　H－1と重複し、新旧関係は本遺構→H－1の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数107点。そのうち須恵圷1点、須恵高台塊1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．12、PL．1・2）

位置X16・17、Yl30・131グリッド　主軸方向　（Nr730－E）　面積　11．49㎡

形状等　四隅に丸みを帯びる南北に長軸を持つ長方形を呈する。東西3．06m、南北4．20m、壁現高27．5cmを測る。

床　面　全体的に堅緻な床面。住居の東壁から西壁にかけて周溝あり。

竈　　東壁中央南寄りより検出され羊軸方向N－76。一Eであり・．全長125cm・最大幅98cm・焚口部幅36cmを

　　測る。壁の補強材として石を、落ちてしまっているが天井石に凝灰岩を使用する。また、袖石には角

　　柱状に加工された凝灰岩を使用し、灰白色粘土で補強している。

重複H－4・H－5と重複し、新旧関係はH－5→本遺構→H－4の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数329点。そのうち土師圷4点、須恵蓋1点、須恵壷1点、土師甕1点、丸瓦1点を図示した。

H｝4号住居跡（Fig．12・13、PL．2）

位　置　Xl6・17、Y130グリッド　主軸方向　　竃のみ検出のため不明である。　面　積　　（0．32）㎡

形状等　竈のみ検出のため不明である。

床　面　竈のみ検出のため不明である。

竈　　東壁より検出され、主軸方向N－83。一Eであり、全長76cm、最大幅56cm、焚口部幅40cmを測る。

重複H－3と重複し、新旧関係はH－3→本遺構の順である。

時　期　時期を判定する出土遺物が少なく埋土からも不明であるが、重複関係から9世紀半ば以降と考えられる。

遺物総数16点。
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H－5号住居跡（Fig．13、PL．1～3）

位　置X16・17、Y131・132グリッド　主軸方向　　（N－105。一E）　面　積　　（24．31）㎡

形状等　重複により一部は不明であるが、方形と推定される。東西4．75m、南北5．38m、壁現高27．5cmを測る。

床　面　全体的に堅緻な床面。床の高さはH－3とほぼ同じである。P1（長軸×短軸×深さ、形状：52×40×

　　　78．5cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：46×40×71cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形

　　　状：43×40×72．5cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：42×32×80．5cm、円形）の4基を検出した。

　竈　　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－IO9Q－Eであり、全長85cm、最大幅94cm、焚口部幅56cmを測

　　　　る。壁の補強材として瓦を使用する。

貯蔵穴住居の南東隅に1基（長軸87cm×短軸83cm×深さ23．5cm、形状：円形）検出。穴に蓋をする形で4枚の

　　　瓦を、その瓦の下からは須恵圷片や小甕片を検出した。

重複H－3と重複し、新旧関係は本遺構→H－3の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀初頭と考えられる。

遺　物　総数2，089点。そのうち土師圷1点、須恵圷6点、須恵蓋1点、須恵皿1点、土師大盤1点、土師甕1点、

　　　刀子3点、平瓦26点、獲斗瓦1点、丸瓦10点を図示した。

H－6号住居跡（Fig．14、PL．3）

位置X17・18、Yl33・134グリッド主軸方向（N－810－E）面積（14．42）㎡

形状等　四隅に丸みを帯びる方形を呈する。東西（4。20）m、南北（3．68）m、1号畠跡に切られわずかに残る

　　　壁現高は13．5cmを測る。

床　面　1号畠跡に切られ、床面は不明確であるが、わずかに堅緻な面を検出。

　竈　　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－860－Eであり、全長88cm、最大幅68cm、焚口部幅46cmを測

　　　　る。

重複1号畠跡と重複し、新旧関係は本遺構→1号畠跡の順である。

時期　埋土や出土遺物から9’世紀初頭と考えられる。

遺　物　総数246点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．14、PL．3）

位　置　X16・17、Y134～136グリッド　主軸方向　　（N－210－W〉　面　積　　（26．78）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、方形と推定される。東西（5．48）m、南北（6．47）m、壁現

　　　高43．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦で締まりの強い床面を確認。炉は検出されなかったが、2つの柱穴の外周から壁際までに

　　　堅緻でわずかな高まりを検出。ベヅド状遺構と考えられる。また、屋根材と思われる炭化物の塊が所々

　　　に分布する。P3（長軸×短軸×深さ、形状：55×44×32cm、楕円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状

　　　　：40×35×81cm、円形）の2基を検出した。

重　複　なし。

時　期　埋土や出土遺物から古墳時代前期、4世紀後半と考えられる。

遺　物　総数582点。そのうち石田川式器台1点、石田川式台付甕2点、土師甕1点を図示した。
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H－8号住居跡（Fig．15、PL．3）

位　置　Xl7・18、Yl37・138グリッド　主軸方向　　（N－92。一E）　面　積　　（19．84）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、方形と推定される。東西（4．93）m、南北（4．80）m、壁現高

　　　33．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。竈の前に堅緻な床面を検出。

　竈　　東壁北寄りに住居内に入り込む形で検出され、主軸方向（N－830－E）であり、全長47cm、最大幅98cm、

　　　焚口部幅40cmを測る。右袖石に凝灰岩を使用する。竈の前には支柱石が動いたものと思われる石あり。

重　複　H－9と重複し、新旧関係は本遺構→H－9の順である。

時　期　埋土や出土遺物から6世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数906点。そのうち土師圷2点、土師甕2点、有孔鍔付縄文土器2点、勾玉1点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．15、PL．4）

位　置　X17・18、Y137・138グリッド　主軸方向　　（N－78。一E）　面　積　　（9．90）㎡、

形状等　四隅に丸みを帯びる東西に長軸を持つ長方形を呈する。東西3．60m、南北3．12m、壁現高2LOcmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面で、わずか仁堅緻な床面を検出。

　竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－76。一Eであり、全長67cm、最大幅64cm、焚口部幅28cmを測る。

　　　構築材として左袖石に凝灰岩を使用する。

重複H－8と重複し、新旧関係はH－8→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数504点。そのうち、須恵圷3点、須恵高台境4点、灰粕皿1点、打製石斧2点｛削器1点、土製円盤

　　　1点を図示した。

H－10号住居跡（Fig．16、・PL．4）

位　置　X17・18、Yl40・141グリッド　主軸方向　　（N－350－W）　面　積　　（19．06）㎡

形状等　遺構確認面以下に掘り下げてしまったため壁は削平され全容は不明であるが、南北に長軸を持つ長方形

　　　と推定される。東西（3．92）m、南北5．96m、壁現高22，0cmを測る。

床面
竈

重複

時期

遺物

全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な床面を検出。

なし。

2号畠跡と重複し、新旧関係は本遺構→2号畠跡の順である。

埋土や出土遺物に石田川式土器片を検出していることから古墳時代と考えられる。

総数307点。

H－11号住居跡（Fig．16、PL．、4）

位　置　X16、Yl33・134グリヅド　主軸方向　　（N－860－E）　面　積　　（4．87）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが、方形と推定される。東西（1．18）m、南北4．33m、壁現

　　　高35．5cmを測る。

床　面　確認面がわずかなため確実ではないが、全体的に平坦な床面。竈周辺は締まりが強い。

　竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－87。一Eであり、全長90cm、最大幅68cm、焚口部幅54cmを測る。
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貯蔵穴

重複

時期

遺物

壁の補強材及び両袖石に石を使用。竈の焼けが激しく、焼土が多量に検出された。

住居の南東隅に1基P5（長軸×短軸×深さ、形状：93×73×29．5cm、円形）を検出。貯蔵穴より須恵圷

2点、酸化焔焼成の高台境1点、羽釜1点を検出。

1号畠跡と重複し、新旧関係は本遺構→1号畠跡の順である。

埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

総数282点。そのうち須恵圷4点、須恵高台境2点、須恵羽釜1点を園示した。

H－12号住居跡（Fig．17、PL．4）

位　置X17～19、Yl41・142グリッド　主軸方向　　（N－33。一E）　面　積　　（14．72）㎡

形状等　遺構確認面以下に掘り下げてしまったため、壁は削平され全容は不明であるが、南北に長軸を持つ長方

　　　形と推定され多。東西（3。36）m、南北5．25m、壁現高125cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な床面を検出。

　竈　　なし。

重複　なし。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、規模や形状などがH－10と類似していることから古墳時代

　　　　と考えられる。

遺物総数39点。

H－13号住居跡（Fig．17、PL．4）

位置
形状等

床面
　竈

重複

時期

遺物

X17・18、Yl30～132グリッド　主軸方向　（N－9㌧W）　面　積　　（4．40）㎡

大部分が調査区外のため全容は不明である。東西（1．04）m、南北（5．32）m、壁現高（9．5）cmを測る。

全体的に凹凸があり、わずかに堅緻な床面を検出。

調査区外のため検出されず。

H－5と重複し、新旧関係はH－5→本遺構の順である。

埋土や出土遺物から9世紀後半以降と考えられる。

総数9点。そのうち土師圷1点、刀子2点、砥石1点を図示した。

（2）　掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は2棟検出されているがどれも部分的な検出であり、可能性あるものとしておきたい。

B－1号住居跡（Fig．18、PL．4）

位置Xl7・18、Y137・138グリッド主軸方向（N－87◎一E）面積［IL49］㎡

形状等　　（長方形〉。東西3，5m、南北（3．6）m、部分的な検出である。

柱　穴　Pl（長軸×短軸×深さ、形状：58×50×60cm、円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：64×60×53cm、

　　　円形〉、P3（長軸×短軸×深さ、形状：48×44×80cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：58×52

　　　×69cm、円形）の4基を検出した。柱間寸法は東西：PrP4でL65m、P3－P4で1．8m、南北：Pr

　　　P2で3．2mである。

時　期　埋土や出土遺物に乏しく時代判定は難しいが、重複関係などから10世紀半ば以前と考えられる。
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B－2号住居跡（Fig．18、PL．一）

位　置Xl7、Yl38～140グリヅド　主軸方向　　（N－7◎一E）　面　積　　［8．46］㎡

形状等・（方形）。東西（L7〉m、南北4．2m、部分的な検出である。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：62×56×37。5cm、円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：（46）×（24）

　　　×8．5cm、（円形））、P3（長軸×短軸×深さ、形状：40×34×28．5cm、円形〉、P4（長軸×短軸×深さ、

　　　形状：42×40×21．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：44×40×42cm、円形）、P6（長軸×短

　　　軸×深さ、形状：42×40×4L5cm、円形）、P7（長軸×短軸×深さ、形状：46×42×56cm、円形）の7

　　　基を検出した。柱間寸法は東西：P1－P7でL66m、南北：PrP2で2．36m、P3－P4で0．94m、P4－

　　　P5でO，76m、P5－P6で1．6m、P6－P7でO．95mである。

時　期　埋土や出土遺物に乏しく時代判定は難しいが、2号畠跡との切り合い関係から10世紀後半以前と考えら

　　　れる。

備考　調査区外のため明らかではないが、柱列は西に延びると考えられる。

（3）　畠　　跡

1号畠跡（Fig．19、PL．一）

位　置　Xl6～18、Yl32～134グリッド　主軸方向　　（N－86。一E）

形状等　調査区を東西に走り、畝と畝の間隔は18cm～40cmで合計21条を数える。耕作面と考えられる層の上には

　　　As－B軽石（浅間Bl108年）が堆積しており、セクションから畦の部分はローム漸移層であることが確認

　　　された。

重　複　H－6・H－llと重複し、新旧関係はH－6→H－11→本遺構の順である。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間BllO8年）を含むことや出土遺物及び重複関係から10世紀後半以降と考えられる。

遺物総数404点。

2号畠跡（Fig．19、PL．一）

位置X17・18、Y139～141グリヅド　主軸方向　（N－175◎一E）

形状等　大部分を削平され全容は不明であるが、調査区を南北方向に走り、畝と畝の間隔は16cm～29cmで、合計

　　　4条を数える。

重複H－10と重複し、新旧関係は本遺構→H－IOの順である。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間B1108年）を含むことや1号畠跡と主軸方向がほぼ直交し、同時期のものと

　　　考えられることから10世紀後半以降と思われる。つまり、2号掘立柱建物跡が使用されなくなり、中世

　　　以降に畑地化が進んだことを示すと考えられる。

遺　物　総数25点。

（4）　落ち込み

1号落ち込み（Fig．20、PL．1〉

位　置Xl6～18、Yl36～139グリヅド

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、楕円形と推定される。東西（10．23〉m、南北（7．14）m、壁

　　　現高97．5cmを測る。
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時　期　埋土がAs－B軽石（浅間Bl108年）を含まず、As－C（浅問C4世紀前半～中葉）・Hr－FP軽石（榛名二岳

　　　伊香保テフラ6世紀中葉）も含まないこと、出土遺物が縄文土器主体であることなどから縄文時代と考

　　　えられる。

遺物総数1，900点（うち、縄文土器片1，718点）。そのうち深鉢15点、土製円盤1点、石皿1点を図示した。

備　考　最深部から上端までの深さは1．14mと非常に深く、底面には地山を掘り込んだ柱穴状の穴が7基、環状

　　　に検出された。これらの性格については上屋が存在した可能性も考えられるが、その性格は不明である。

　　　　また、本遺構からは多量の黒曜石片（総数154点、183g）が検出された。これらを総合すると、本遺

　　　構は縄文時代の住居の可能性も考えられる。

（5）　土坑・ピット

　土坑・ピットについては、Tab．4土坑・ピヅト計測表（P．16）を参照のこと。

（6）　グリッド等出土遺物

　総数15点を検出した。そのうち須恵圷2点、ミニチュァ土器1点、両耳壷1点、土製円盤1点、打製石斧

　1点を図示した。

Tab．2　元総社小見V遺跡　住居跡一覧表

遺構名 位　・　置 主軸方向 規模（m） 壁現高 面積 竈または炉 主な出土遺物

東西×南北 （cm） （㎡） 位　置
　l　　　　　l
土師器i須恵器1その他
　　：　　　　　　　　1

」一1 Xl7、Y129・130 N－10㌧W （1．43）×（4．34） 43．5 （4．43）

一
i　　　　　i　－
i　　　i深鉢・石皿
i　　　　　l

J－2 Xl6・17、Y131・132 N－36。一E 3．58×3．35 28．0 9．33 一
i　　　　　i
i　　　i深鉢・耳栓
i　　　　　i

J－3 X16・17、Y130～132 N－23。一E （3．67）×（5．75） 50．0 （18．76）

一
i　　　　　l
i　　　　　i
i　　　　　i

H－1 Xl6・17、Y129 N－88㌧E 3．00×（2．06） 22．0 （5．7） （東壁）
i　　　　　i
i　　　i石鎌
i　　　　　：

H－2 Xl7、Yl29 N－85。一E （2．60）×（2．46） 8．5 （5．96）

一
：　　　　　i
i圷　　　i
i　　　　　i

H－3 X16・17、Y130・131 N－730－E 3．06×4．20 27．5 11．49
東壁中央
南寄り

　　：　　　　　i圷　　　　i圷・蓋・壷l

　　i　　　　　i

H－4 X16・17、Yl30 一 一 一
（0．32） （東壁）

i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－5 Xl6・17、Yl31・132 N－105。一E 4．75×5．38 27．5 （24．31） 東壁中央
南寄り

圷・甕i盆●蓋。i刀子・瓦

H－6 Xl7・18、Yl33・134 N－81。一E （4．20）×（3．68） 13．5 （14．42） 東壁南寄り
　　i　　　　　i
圷　　i圷　　i
　　i　　　　　l

H－7 Xl6・17、Yl34～136 N－210－W （5．48）×6．47 43．5 （26．78）

一
器台・　i　　　i
　　o　　　　　i台付甕　i　　　i

H－8 Xl7・18、Yl37・138 N－92。一E （4．93）×（4．80） 33．5 （19．84） （東壁北寄り〉
　　…　　I　　　　　i圷・甕　i高台境　i深鉢・勾玉
　　i　　　　　i

H－9 Xl7・18、Yl37・138 N－78。一E 3．60×3．12 21．O （9．9） 東壁南寄り 　　8圷　　　i圷。高台境i灰粕皿。

　　i　　　l土製円盤

H－10 X17・18、FYl40・141 N－35㌧W （3．92）×5．96 22．0 （19．06）
一

i　　　　　i
i　　　　　i

…　　i

H－11 Xl6、Y133・134 N－860－E （1．18）×4．33 35．5 （4．87） 東壁南寄り
…
i圷・高台i
i境．・羽釜i

H－12 X17～19、Yl41・142 N－330－E （3．36）×5．25 12．5 （14．72）

一

i　　　　　i
i　　　　　i

…　　i

H－13Xl7・18、Yl30～132 N－9。一W （1．04）×（5．32） （9．5〉 （4．4）

一
圷　　1　　…刀子・石
　　i　　　i皿・砥石

　　　　1
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Tab．3　元総社小見V遺跡　竈跡一覧表

遺構名 主　軸　方　向 全長（cm） 最大幅（cm） 焚口部幅（cm） 竈構築材 備　　考

H－1 N　－　87。一　E 90 63 40 灰白色粘土

H－2 一 一 一 一 一

H－3 N－　76。一　E 125 98 36 凝灰岩・灰白色粘土・瓦 瓦1点

H－4 N　－　83♀一　E 76 56 40．

H－5 N　－　109。　一　E 85 94 56 瓦 瓦4点

H－6 N－　86。一　E 88 68 46

H－7 N－　83。一　E 47 98 40 石・凝灰岩

H－8 N　－　76。一　E 67 64 28 凝灰岩

H－ll N－　87。一　E 90 68 54 石

H－13 一 一 ｝ ｝ 一

Tab．4　元総社小見V遺跡　土坑・ピット計測表

遺構名 位　　　置 規　　　模　　（c　m） 形　　状 遺物
総数

出土遺物

長　軸『 短　軸 深　さ

D－1 Xl6、Yl29・130 134 72 58．5 隅丸方形 19 石皿

D－2 Xl7、Yl31 114 88 42．0 楕円形 132

D－3 Xl6、Yl32 66 27 14．5 不定形 1

D－4 Xl7、Yl33 176 64． 34．5 長方形 17

D－5 Xl6、Yl32 49 42 19．5 楕円形
6’

D－6 Xl6・17、Yl37・138 77 48 49．5 長方形 3

D－7 X17、Y138 80 35 43．0 楕円形 14

D－8 X17・18、Yl39 138 llO 37．0 隅丸方形 48

D－9 X18・19、Y141・142 138 77 32．5 隅丸長方形 16

D－10 Xl7、マ141 71 52 40．0 楕円形 11

D－11 X17、Yl41・142 82 56 48．O 楕円形 13

D－12 Xl8、Yl42 116 87 28．0 隅丸長方形 22

D－13 Xl8・19、Yl43 138 103 62．5 隅丸長方形 17

P－1 X17、Yl36 75 30 12．0 不定形 6

P－2 Xl7、Y137 47 43 65．0 円形 4

P－3 Xl7、Y139 39 ．34 32．5 不定形 8 器台・

手捏ね

一16一



Tab．．5　元総社小見V遺跡　出土遺物観察表
番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

1
J－1
埋土

深　鉢 ①［27．41

②（25．6〉

①中粒②良好
③にぶい黄褐色④口

縁部～胴部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及び渦巻。区画内縄文R　L充填施文。

胴部は2本単位の平行沈線垂下後、間に縄文R　L交互に施文。渦巻は突出す
る。

加曽利E2

2 J－1
床直

深　鉢 ①［23．0］

②（8．8）

①中粒②良好③にぶ
い赤穫色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及ぴ小渦巻。区画内縄文R　L充填施文。 加曽利E2

3 J－1
埋土

深　鉢 ①［32，6］

②（7，5）

①粗粒②良好③にぶ
い榿色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及び渦巻。 加曽利E2

4 」一1
埋土

深　鉢 ①　一

②（8。1）

①中粒②良好

③灰黄褐色④口縁部．

隆帯と沈線で文様区画。 加曽利E2

5 」一1
埋土

深　鉢 ①［21．61

②（8，4）

①粗粒②良好③にぶ
い榿色④口縁部

口縁部は隆帯と沈線で文様区画。区画内は縄文R　L充填施文。 加曽利E2

6 」一1
埋土

深　鉢 ①　一

②（8，0）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及び渦巻。区画内縄文L　R充填施文。

渦巻は突出する
加曽利E3

7 J－1
埋土

深　鉢 ①［19，6］

②（6，7）

①中粒②良好

③明褐色④口縁部

口縁部内攣。文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及び渦巻。区画内縄文L　R充填

施文。渦巻は突出する。
加曽利E2

8 J－1
埋土

深　鉢 ①［15．2］

②（4，0）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部

縄文R　L充填施文。文様帯は隆帯による渦巻。渦巻は突出する。 加曽利E3

9 」一1
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③明赤褐色④頸部
楕円形で文様を区画し、区画内縄文RL充填施文。その上に2列の円形刺突
を横位に施す。　　　

加曽利E3

10 」一1
埋土

深　鉢 ①［37．4］

②（4．8）

①中粒②良好

③灰褐色④口縁部

口縁部斜位方向に集合沈線を施し、その下に列点による刺突文を横位に廻ら
している。

加曽利E3

11 J－1
埋土

深　鉢 ①［29．Ol

②（2．5）

①中粒②良好

③黒褐色④口縁部

口唇部横位に列点による刺突文を施し、その下に1条の沈線を横位に廻らし
ている。

加曽利E3

12 J－1
埋土

石　皿 ①最長　30，6　　②最大幅　　19，0　　③最大厚4．8
④重　さ3000，0　　　⑤遺存度　　1／3　　⑥石材　粗粒安山岩

裏は多孔石。一・部欠損。

13 」一1
埋土

打　製

石　斧

①最長　　10，7　　②最大幅　　3，6　　③最大厚　1，7
④重　さ　93，5　　⑤遺存度　　完形　　⑥石材　頁岩

短冊形。両縁側から刃部にかけて細
かい調整。裏面一部に自然面を残す。

14 」一1
埋土

スクレ

イパー

①最　長　　6，2　　　②最大幅　　4．6　　③最大厚　L4

④重　さ　60．0　　⑤遺存度　　完形　　⑥石材　珪質頁岩
偏平な剥片を加工。刃部は細かい調
整。表面僅かに自然面を残す。

15 J－2
埋土

深　鉢 ①　一
②（16．3）

①粗粒②良好

③明黄褐色④1／2

無文。斜位の箆磨き痕。

16 」一2
埋土

深　鉢 ①［42，0］

②（10，8）

①中粒②良好

③禮色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画及び渦巻。区画内縄文R　L充填施文。

胴部は2本単位の沈線垂下後、間に縄文R　L交互に施文。渦巻は突出する。
加曽利E2

17 J－2
埋土

深　鉢 ①［43．Ol

②（8，3）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の楕円区画。区画内縄文R　L充填施文。 加曽利E2

18 」一2
埋土

深　鉢 ①［3L6］
②（5．3）

①中粒②良好

③榿色④口縁部

口縁部横撫で、外傾平口縁。縄文L　R充填施文。 加曽利E2

19 J－2
埋土

深　鉢 ①［28．61

②（7．3）

①中粒②良好

③明褐色④口縁部

口縁部内傾平口縁、文様帯は隆帯と沈線による区画。区画内縄文R　L充填施
文。

加曽利E2

20 J－2
埋土

深　鉢 ①［25，4］

②（3．9）

①中粒②良好

③灰褐色④口縁部

縄文R　L充填施文。口縁部横位に平行沈線を廻らし、その間に円形竹管によ

る1条の連続刺突を施している。
加曽利E2

21 J－2
埋土

深　鉢 ①［18．41

②（4，3）

①中粒②良好

③灰褐色④口縁部

口縁部文様帯は沈線の楕円区画。区画内縄文L　R充填施文。 称名寺1

22 」一2
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③明褐色④胴部

多条の平行沈線施文後に3条の隆帯を垂下。 加曽利E2

23 J－2
埋土

深　鉢 ①［30．21

②（6，1）

①中粒②良好③にぶ
い黄色④口縁部

口縁部文様帯は隆帯と沈線の小渦巻。渦巻より1条の隆帯が垂下。平行沈線
充填施文。

加曽利E2

24 」一2
埋土

耳　栓

縄　文

①最大径　　1，7　②最小径　　L7　③最大厚2．5　　　　④重　さ　7，7
⑤胎土　　中粒　⑥焼成　　良好　⑦色調　にぶい黄褐色⑧遺存度　完形施す。

両側共に円形刺突を

25 J－2
埋土

石　鐡 ①最長　　（1．9）②最大幅　　2，3　③最大厚0，4
④重　さ　　2，9　⑤遺存度　　2／3　⑥石材　チャート

平基無茎鎌。先端部欠損。

26 H－1
床直

石　鐡 ①最長　　L8　②最大幅　　1，4　③最大厚0．3
④重　さ　　0．8　⑤遺存度　　完形　⑥石材　頁岩

凹基無茎鎌。基部の湾入が丸く浅い。

周縁は全て鋸歯状、微細な調整が丁寧。

27 H－2
床直

圷
須恵器

①［15．3］

②（6，4）

①中粒②良好

③灰白色④1／5

鞭輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、体部中位から口縁部まで外

傾。体部が深い。内外面轄輪撫で。底部：回転糸切り未調整。

28
H－2
床直

高台境
須恵器

①［13，0］

②（4，1）

①中粒②良好

③灰色④1／4

輔輔成形。口縁部から体部中位：欠損。緩やかに外傾で立ち上がる。内外面

軸櫨撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

29 H－3
床直

圷『

土師器

①12。6

②　3．5

①中粒②良好

③榿色④4／5

口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で短く直立。口縁部内外面横位

の撫で。体部外面箆削り、内面撫で。底部：浅い平底。

30 H－3
埋土

圷
土
師
器

①［12．81

②（3，3）

①中粒②良好

③にぶい榿色④1／3

口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で短く内傾。口縁部内外面横位

の撫で。体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：平底気味。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高

③最長④最厚

①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

31 H－3
埋土

　圷

土師器

①［11。8］

②（3．2）

①中粒②良好
③にぶい榿色④1／3

口縁・体部：外傾して立ち上がり、口縁部に至り端部で短く直立。口縁部内

外面横位の撫で。体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：平底。

32 H－3
床直

　圷

土師器

①［12．6］

②（3，8）

①中粒②良好
③榿色④1／3

口縁・体部：外傾して立ち上がり、そのまま口縁部に至る。口縁部内外面横

位の撫で。体部外面横位の箆削り、内面撫で。底部：平底。

33 H－3
埋土

　蓋

須恵器

①［14．0］

②（2，3）

①中粒②良好
③灰白色④完形

鞭轄成形。天井部：平坦。内外面箆調整。摘み：ボタン状摘み。体部＝緩や
かに外傾。口縁部：短く直立。

34
H－3
埋土

　壷

土師器
①［21，41

②（12．6）

①中粒②良好
③榿色④1／10

口縁部：外傾。器最大径。外面撫で、指圧痕有。内面撫で。胴部：上位に膨

らみをもつ。外面斜位・横位の箆削り、内面撫で、輪積み痕有。下半から底
部：欠損。

35
Hr3
埋土

　甕

土師器

①［18，41

②（10．5）

①中粒②良好
③明褐色④1／6

口縁部＝外反。外面撫で、指圧痕有。内面撫で。rコ」の字口縁。胴部：上

位に膨らみをもつ。外面斜位の箆削り、内面撫で、箆押さえ痕有。中位から
底部：欠損。

36 H－5
埋土

丸　瓦 ①（9．5）

②　2，4

①細粒②良好
③灰白色④1／8

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

37 H－5
床直

　圷

土師器

①12，0

②　3，4
①粗粒②良好③にぶ
い赤褐色④完形

口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、中位で弱い段をもち口縁部まで外傾。

口縁部内外面横位の撫で。体部外面箆削り、内面撫で。底部：浅い平底。

38
H－5
埋土

大　盤

土師器

①［21．2］

②（6．1）

①中粒②良好
③褐灰色④1／4

口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部至り端部で短く直立。口縁部内

外面横位の撫で。体部外面箆削り、内面撫で、刷毛目痕有。底部：欠損。丸
底と推測。

39 H－5
埋土

　圷

須恵器

①12，8

②　3，1

①中粒②良好
③褐灰色④ほぼ完形

較輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面軸輔
撫で。底部＝回転糸切り未調整。

40 H－5
竈、床直

　圷

須恵器

①13，3

②　3，5

①中粒②良好
③褐灰色④3／4

轄輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面鞭韓

撫で。底部：回転糸切り未調整。

41 H－5
床直

　圷

須恵器

①12．9

②　3，1

①中粒②良好
③褐灰色④4／5

轄輪成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

轄轄撫で。内外面油煙が残る。底部：回転糸切り未調整。

42 H－5
床直

　圷

須恵器

①［1生7］

②　4，1

①中粒②良好
③灰白色④4／5

軸輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、弱い段をもち口縁部に至る。内

外面軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

43 H－5
埋土

　圷

須恵器

①［13．0］

②　3，4

①細粒②良好
③黄灰色④2／5

鞭輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面轄輔

撫で。底部：回転糸切り未調整。

44 H－5
埋土

　蓋

須恵器

①16，5

②　4，1

①中粒②不良
③灰色④完形

轄輔成形。天井部：外傾。内外面箆調整。摘み：ボタン状摘み。体部：緩や

かに外傾。口縁部：短く直立。全体的に歪んでいる。

45
H－5
埋土

　皿

須恵器

①13．6

②　2，9

①中粒②良好
③灰白色④ほぽ完形

轄輔成形。口縁・体部＝緩やかに外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。

内外面轄輔撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸切り未調
整。

46 H－5
床直

　鉢

須恵器

①［25，4］

②22，3

①粗粒②良好
③灰白色④1／3

軸輔成形。口縁・胴部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

轄輔撫で。底部1回転糸切り再調整。

47 H－5
埋土

　甕

土師器

①［13，2］

②（7，0〉

①中粒②良好
③明褐色④1／5

口縁部＝外反。外面撫で、指圧痕有。内面撫で。rコ」の字口縁。胴部：上

位に膨らみをもつ。外面斜位の箆削り、内面撫で。中位から底部＝欠損。

48 H－5
埋土

刀　子

鉄　器

①最長18．1②最大幅　L5
③最大厚0．5④遺存度ほぽ完形

背側平ら。全体的に錺化著しい。

49 H－5
床直

刀　子

鉄　器

①最長（10，3）②最大幅0，9

③最大厚　0，4④遺存度2／3

茎端部欠損。背側平ら。錺化著しい。

50 H－5
埋土

刀　子

鉄　器

①最長（8，4）②最大幅　1，1

③最大厚0，2④遺存度1／3
先端部・茎部欠損。背側平ら。全体的に錺化著しい。

51 H－5
床直

平瓦 ③40．8

④　2，0

①細粒②良好
③暗青灰色④完形

粘土紐巻き上げ。凹面：布目擦り消し。凸面：平行叩き。重さ4000g。側
部面取り2面。広端部面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

52 H－5
床直

丸瓦 ③40。0

④　3，1

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④ほぼ完形

玉縁式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩き後撫で。重さ3050g。

側部面取り2面。広端部面取り1面。狭端部面取り2面。

還元焔焼成

53 H－5
床直

平瓦 ③35，6P

④　2，3

①粗粒②良好
③灰色④4／5

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り1面。広端部

面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

54 H－5
埋土

平瓦 ③38，7

④　2．1

①中粒②良好
③黄灰色④4／5

桶巻き作り。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：縄叩き後

撫で。側部面取り2面。広端部面取り2面。狭端部面取り1面。煤付着。

還元焔焼成

55 H－5
埋土

平瓦 ③（28，0）

④　2．1

①細粒②良好
③浅黄橿色④2／3

桶巻き作り。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：縄叩き

後撫で。側部面取り3面。広端部面取り3面。二次被熱。煤付着。

酸化焔焼成

56 H－5
床直

平瓦 ③（26．5〉

④　1，5

①粗粒②良好
③灰色④1／2

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩き後撫で。側部面取り2面。

広端部面取り2面。二次被熱。

還元焔焼成

57 H－5
床直

丸瓦 ③39．9

④　1，9

①細粒②良好
③灰黄色④2／3

半裁作り。行基葺式。凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り3面。狭

端部面取り2面。煤付着。

酸化焔焼成

58 H－5
床直

平瓦 ③（28，1）

④　2，0
①中粒②良好③にぶ
い榿色④3／8

凹面＝布目。凸面＝平行叩き。側部面取り1面。狭端部面取り1面。二次被
熱。

酸化焔焼成

59 H－5
埋土

丸瓦 ③（24，5）

④　L6
①細粒②良好
③褐灰色④2／3

行基葺式か。凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り1面。二次被熱。 酸化焔焼成

60 H－5
床直

平瓦 ③（29，0）

④　2．4

①細粒②良好
③灰白色④3／8

1
凹
面 ：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面＝平行叩き後撫で。広端部面取

り1面。二次被熱。

還元焔焼成
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考
③最長④最厚

H－5 平瓦 ③（24．0） ①細粒②良好 凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き。側部面取り2面。広端部面取り1面。 酸化焔焼成
61

床直 ④（1．9） ③にぶい榿色④1／4 二次被熱。薄手。

H－5 平瓦 ③（12．8） ①中粒②良好 凹面＝布目擦り消し。凸面＝正格子叩き。側部面取り2面。二次被熱。 還元焔焼成
62

床直 ④　1，8 ③黄灰色④1／6

H－5 平瓦 ③（14．7） ①細粒②良好 凹面＝布目。凸面：撫で。側部面取り1面。狭端部面取り1面。 還元焔焼成
63

床直 ④　2．4 ③灰白色④1／5

H－5 平瓦 ③（15。8〉 ①細粒②良好 凹面：布目擦り消し。凸面：横位の箆撫で。側部面取り2面。広端部面取り 酸化焔焼成
64

床直 ④　1．9 ③灰黄褐色④1／4 1面。

H－5 平瓦 ③（19，8〉 ①中粒②良好 凹面＝布目。凸面：平行叩き。側部面取り2面。狭端部面取り1面。 酸化焔焼成
65

床直 ④　2．4 ③暗灰黄色④1／5

H－5 平瓦 ③（13，5） ①細粒②良好 凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り1面。 酸化焔焼成
66

埋土 ④　2．4 ③浅黄色④1／5

H－5 平瓦 ③（12，0） ①細粒②良好③にぶ 凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り2面。煤付着。 酸化焔焼成
67

竃、埋土 ④　2．2 い榿色④1／6

H－5 丸瓦 ③（15．5〉 ①粗粒②良好 行基葺式か。凹面：布目（密〉。凸面：撫で。側部面取り1面。広端部面取 還元焔焼成
68

床直 ④　1．7 ③灰色④1／3 り1面。

H－5 丸瓦 ③（10．3） ①細粒②良好 行基葺式か。凹面＝布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取 還元焔焼成
69

埋土 ④　2，4 ③褐灰色④1／4 り2面。

H－5 平瓦 ③（14．3） ①細粒②良好 凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り3面。二次被熱。 酸化焔焼成
70

埋土 ④　2，0 ③褐灰色④1／5

H－5 丸瓦 ③（14，0） ①細粒②良好 行基葺式か。凹面：布目（密）。布の合わせ目痕。凸面：撫で。側部面取り 還元焔焼成
71

床直 ④　2．4 ③褐灰色④1／5 1面。煤付着。

H－5 平瓦 ③（10．5） ①細粒②良好 凹面＝布目。凸面＝平行叩き。側部面取り2面。 還元焔焼成
72

埋土 ④　3，1 ③灰色④1／8

H－5 平瓦 ③（19．0） ①細粒②良好 凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成
73

埋土 ④　1．6 ③青灰色④1／5

H－5 平瓦 ③（1L5） ①細粒②良好 凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り1面。狭端部面取り1面。薄手。 還元焔焼成
74

床直 ④　L4 ③青灰色④1／12

H－5 平瓦 ③（202） ①細粒②良好 凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り1面。狭端部 酸化焔焼成
75

埋土 ④　23 ③灰黄褐色④1／4 面取り1面。

H－5 平瓦 ③（19，1） ①粗粒②良好 凹面：布目擦り消し。凸面：撫で。側部面取り1面。広端部面取り1面。自 還元焔焼成
76

床直 ④　2．1 ③黄灰色④1／5 然紬付着。

H－5 平瓦 ③（11，0〉 ①細粒②良好 凹面：布目。凸面：平行叩き。側部面取り1面。狭端部面取り1面。 還元焔焼成
77

床直 ④　2，6 ③暗青灰色④1／4

H－5 丸瓦 ③（12，2〉 ①中粒②良好 行基葺式か。凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り2面。広端部面取 還元焔焼成
78

床直 ④　2．3 ③灰色④1／4 り2面。煤付着。

H－5 平瓦 ③（14，7〉 ①中粒②良好 凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り1面。薄手。 還元焔焼成
79

床直 ④　1．0 ③灰色④1／8

H－5 平瓦 ③（16，5） ①細粒②良好 凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面＝正格子叩き後撫で。 還元焔焼成
80

竈、床直 ④　2．3 ③灰色④1／10

H－5 丸瓦 ③（9．4） ①細粒②良好 行基葺式。凹面：布目。凸面二撫で。側部面取り2面。狭端部面取り1面。 酸化焔焼成
81

竈、埋土 ④　2．3 ③褐灰色④1／8 二次被熱。煤付着。

H－5 平瓦 ③（ll．7） ①細粒②良好 凹面＝布目（密）。凸面：正格子叩き。二次被熱。薄手。 還元焔焼成
82

竃、床直 ④　1，3 ③黄灰色④1／16

H－5 丸瓦 ③（7．6） ①細粒②良好 行基葺式か。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り3面。二次被熱。 還元焔焼成
83

床直 ④　3，0 ③褐灰色④1／6

84 H－5 慶斗瓦 ③（9，0） ①細粒②良好 半戯作り。凹面：布目。布の合わせ目痕。凸面＝撫で。側部面取り2面。広 平瓦から転

床直 ④　2，0 ③灰白色④1／6 端部面取り2面。二次被熱。煤付着。 用か。

酸化焔焼成

H－5 平瓦 ③（14，0〉 ①細粒②良好 凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：平行叩き後撫で。側部面取り 酸化焔焼成
85

竈、埋土 ④　2，1 ③灰褐色④1／8 2面。狭端部面取り1面。

86 H－5 丸瓦 ③（15，8） ①粗粒②良好 凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り1面。狭端部面取り1面。 還元焔焼成

埋土 ④　2．0 曾灰白色④1／6

87 H－5 平瓦 ③（10．3） ①中粒②良好 凹面：布目。凸面：縄叩き後撫で。側部面取り2面。狭端部面取り2面。 還元焔焼成

床直 ④　2，2 ③青灰色④1／8

88 H－6『 圷 ①［12，8］ ①中粒②良好 鵯韓成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部まで外傾。内外
床直 須恵器 ②　3，4 ③灰白色④1／2 面軸轄撫で。底部：回転糸切り未調整。

H－7 器　台 ①　9．0 ①中粒②良好③にぶ 器受部＝外傾で立ち上がり、中位で外反して、再び短く外傾。外面撫で、下 石田川式
89

埋土 土師器 ②　8．7 い黄燈色④3／4 位斜位の箆磨き。内面撫で。中央に穿孔が1個。台部：rハ」の字状に外傾
した高台貼付。外面箆磨き、内面箆撫で、箆押さえ痕有。穿孔が3個。

90 H－7 台付甕 ①　一 ①粗粒②良好③にぶ 小型。口縁部から胴部上半：欠損。胴部：球形。外面刷毛目、内面箆撫で。 石田川式

埋土 土師器 ②　8，3 い黄榿色④1／3 台部：欠損。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

91 H－7
埋土

台付甕

土師器
①　一
②（21，7）

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④1／2

口縁部から胴部上半：欠損。胴部：球形。外面不定方向の刷毛目、内面撫で。

台部下半：欠損。

石田川式

92
H－7・

埋土

甕
土
師
器

①　一

②（9．7）

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④1／8

口縁部：欠損。胴部上半から底部：欠損。外面不定方向の刷毛目後撫で。内
面撫で。

石田川式

93 H－8
埋土

圷
土
師
器

①［12，0］

②　5．0

①中粒②良好
③榿色④1／4

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で外傾。変換点に稜有。口縁部内

外面横位の撫で。体部が深い。体部外面箆削り、内面撫で。底部＝丸底。

94
’
H －8

床直

圷
土
師
器

①［12，01

②　4．9

①中粒②良好
③榿色④1／3

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で外反。交換点に稜有。口縁部内

外面横位の撫で。体部外面箆削り、内面撫で。底部：丸底気味。

95
H一一8

床直

甕
土
師
器

①18．4

②（21．0）

①粗粒②良好③にぶ
い赤褐色④1／3

口縁部：外反。内外面撫で。頸部rく」の字状。胴部：中位に膨らみをもつ。

外面斜位・縦位の箆削り、内面撫で。下位から底部：欠損。

96 H－8
床直

甕
土
師
器

①［24．6］

②（26．6）

①粗粒②良好③にぶ
い赤褐色④1／3

口縁部：外反。器最大径。内外面撫で。頸部rく」の字状。胴部：中位に弱

い膨らみをもつ。外面縦位の箆削り、内面撫で。下位から底部＝欠損。

97 H－8
床直

有孔鍔

付土器

縄　文

①［28．6］

②（9．2）

①中粒②良好③にぶ
い榿色④口縁部

口縁部は外傾、器面は内外面共に丁寧に研磨が施されている。文様は断面が

三角形状の隆帯で鍔部に連結して渦巻きを施している。区画内は縄文を施し

ており、朱塗りされている。やや上向きの鍔部に穿孔を有する。

流れ込み

加曽利E2

98 H－8
床直

有孔鍔

付土器

縄　文

①［192］
②（7．5）

①中粒②良好
③赤褐色④口縁部

直立した口縁部に穿孔を有する。器面は内外面共に丁寧に研磨が施されてい

る。鍔部の断面は三角形状の隆帯。ベンガラ付着。内黒処理。

流れ込み

加曽利E2

99 H－8
床直

勾　玉 ①最長　　2．1　　②最大幅　　L1　　③最大厚0．6
④重　さ　　2．1　F⑤遺存度　　完形　　⑥石材頁岩

穿孔有。小型の勾玉。表裏に弱い磨き。

100 H－9
床直

圷
須恵器

①［1L4］

②　3，7
①粗粒②良好③にぶ
い褐色④3／4

轄輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面鞭轄
撫で。底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

小振り

101 H－9
竈、床直

圷
須恵器

①［10，8］

②3，4
①中粒②良好③明赤
褐色④3／4

鞭輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面
轄輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

小振り

102 H－9
竈、床直

圷
須恵器

①［12，1］

②4．1
①中粒②良好③灰色
④1／4

軸韓成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面轄輔
撫で。底部：回転糸切り未調整。

小振り

103 H－9
床直

高台境

須恵器

①12．0

②4．5
①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④ほぼ完形

轄輔成形。口縁部から体部：緩やかに外傾で立ち上がり、口縁部に至り端部

で短く外反。内外面軸輔撫で、内外面に煤付着。底部＝rハ」の字状に短く

外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

104 H－9
床直

高台境

須恵器

①［15．0］

②（5，0）

①中粒②良好
③灰白色④3／5

轄輔成形。口縁部から体部＝緩やかに外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内

外面鞭輪撫で。底部＝短く直立した高台貼付。回転糸切り再調整。

105 H－9
埋土

高台境

須恵器

①［14．4］

②（7．6）

①中粒②良好
③灰黄色④1／2

轄輔成形。口縁部から体部：緩やかに外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内

外面轄輔撫で。内外面煤付着。底部：垂直に下がり、中位からrハ」の字状

に長く外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

106 H－9
埋土

高台塊

灰　粕

陶　器

①［16，0］

②　5，3

①細粒②良好
③灰白色④1／4

轄輪成形。口縁部から体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部に至り端部で外

傾。内外面轄輔撫で。内外面に油煙が残る。底部：rハ」の字状に短く外傾
した高台貼付。回転糸切り未調整。

刷毛塗り

107 H－9
竈、床直

皿
灰
箱
陶
器

・①［12，7］

②2．3
①細粒②良好
③灰白色④1／2

較輪成形。口縁部から体部＝緩やかに外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内

外面軸輪撫で。底部：非常に短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

刷毛塗り

108 H－9
床直

打　製

石　斧

①最長　（13，5）　　②最大幅　　7．8　　③最大厚2，3

④重　さ　300．0　　⑤遺存度　　3／4　　⑥石材頁岩
擾形。両縁側から刃部にかけて細かい
調整。両面一部に自然面を残す。

109 H－9
床直

打　製

石　斧

①最長　　11，5　　②最大幅　　4．4　　③最大厚　1，2

④重　さ　82，0　　⑤遺存度　　完形　　⑥石材頁岩
短冊形。両縁側から刃部にかけて細か
い調整。両面一部に自然面を残す。

110 H－9
埋土

削　器

石　器

①最長　　6。9　　②最大幅　　7．1　　③最大厚2．2
④重　さ，101．0　　⑤遺存度　　完形　　⑥石材黒色頁岩

両縁側から刃部にかけて細かい調整。
裏面一部に自然面を残す。

111 H－9
埋土

土　製

円　盤
①長径　2．1　②短径　2，0　③最大厚　1，0　　　　　④重　さ　5，7
⑤胎土　中粒⑥焼成　良好　⑦色調　明赤褐色　　　⑧遺存度　完形

縁辺は7面の研磨面を
有する。縄文。

112 H－11
竈、床直

圷
須恵器

①10，6

②3，3
①粗粒②良好③にぶ
い赤褐色④完形

軸輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面軸輪
撫で。底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

小振り

113 H－11
竈、埋土

圷
須恵器

①9。8
②3．9

①中粒②良好③にぶ
い榿色④ほぼ完形

轄輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部に至り端部で短く内

攣。内外面鞭輔撫で。底部：回転糸切り未調整。内外面煤付着。

酸化焔焼成

小振り

114 H－11
竈、床直

圷
須恵器

①［10，4］

②　3．6

①中粒②良好
③榿色④4／5

輔櫨成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至り端部で外反。内外

面鞭輔撫で。内外面に煤付着。底部＝回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

小振り

115 H－11
床直

圷
須恵器

①1LO
②4．0

①中粒②良好③にぶ
い黄褐色④3／4

較輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面轄輔
撫で。底部：回転糸切り未調整。内外面煤付着。

酸化焔焼成

小振り

116 H－11
竈、床直

高台境

須恵器

①［12，8］

②　5．4

①中粒②良好
③浅黄榿色④4／5

鵯輔成形。口縁部から体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面

較轄撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。内
外面煤付着。

酸化焔焼成

117 H－11
竈、埋土

高台境

須恵器

①19．3

②　9．5

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④9／10

轄輔成形。口縁部から体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部に至り端部で外

反。内外面轄輔撫で。口径が大きく、体部が深い。底部：rハ」の字状に外

傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

ll8 H－11
竈、埋土

羽　釜

須恵器

①［19．8］

②25．4
①粗粒②良好③にぶ
い褐色④1／2

口縁部＝内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。

鍔部器最大径。胴部＝上位に膨らみをもつ。外面斜位の箆削り、内面撫で。

酸化焔焼成

ll9 H－13
埋土

圷
土
師
器

①12．0

②　3．4

①中粒②良好③榿色
④完形

口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。口縁部内外面横位

の撫で。体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：平底。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

120 H－13
埋土

刀　子

鉄　器
①最長（1L5）②最大幅1．5
④重　さ　0．4⑤遺存度2／3

切先部欠損。全体的に銃化著しい。

121 H－13
埋土

刀　子

鉄　器

①最長　（7．1）②最大幅0，8

④重　さ　一〇．2⑤遺存度1／3

刃部のみ残存。切先部はシャープ。背側平ら。錺化著しい。　’

122 H－13
床直

砥　石 ①最長　　（9．5）　②最大幅　4，3　　③最大厚　　3．9
④重　さ　　270．0　⑤遺存度　2／3　　⑥石材　　凝灰岩

手持ち砥石。使用面は4面。

123 D－11
埋土

高　圷

土師器

①自6．0］

②（6，9）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④1／2

口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、そのまま口縁部に至る。口縁部内外面

撫で。体部内外面刷毛目後撫で。台部：欠損。

石田川式

124 P－14
埋土

手　捏

土　器

①　8．7

②　4．2

①中粒②不良
③明赤④ほぼ完形 』内外面刷毛目。底部：突出底。

’口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、そのまま口縁部に至り、端部で内傾。． 小振り

125 P－14
埋土

器　台

土師器

①　一
②（5．5）

①中粒②良好
③暗赤褐色④1／5

器受部：欠損。台部：外傾した高台貼付。外面箆磨き、内面箆撫で。穿孔が
4個か。

石田川式

126 O－1
床直

深　鉢 ①［25，01

②（13．5）

①中粒②良好③明赤
褐色④口縁～胴部

多状の平行沈線施文後に、半戴竹管による結節付線文を施す。小亘状貼付文
を有する。

諸磯c

127 O－1
床直

深　鉢 ①　．一

②　一

①中粒②良好
③黒褐色④胴部胴部

多状の平行沈線施文後に、波状隆帯が貼り付けられている。 諸磯c

128 O－1
埋土

深　鉢 ①・．一

②（1Z3）
①中粒②良好③にぶ
い褐色④胴部～底部

縄文R　L施文後に、平行沈線を垂下している。 加曽利E2

129 O－1
埋土

・浅　鉢 ①　一
②　一，

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④胴部

縄文LR施文後に、隆帯と沈線による小渦巻を施されており、朱塗りされて

いる。ベンガラ付着。内黒処理。
加曽利E2

130 O－1
埋土

深　鉢 ①［18．0］

②（8．0）

①中粒②良好
③灰褐色④口縁部

頸部に2条の波状沈線と1条沈線を横位に3単位施されている。その下に突
出した小渦巻の隆帯と横位に列点による刺突文を施している。

勝坂

131 O－1
床直

深　鉢 ①　一
②（4．1）

①中粒②良好
③明黄褐色④口縁部

横位に平行条線後、ボタン状及び棒状貼付文を施している。 諸磯c

132 O－1
床直

深　鉢 ①［27，4］

②（6，7）

①粗粒②良好③にぶ
い黄榿色④口縁部

横位に平行条線後、ボタン状及び縦棒状貼付文を施している。 諸磯c

L33 O－1
床直

深　鉢 ①　一
②（6，1）

①中粒②良好
③榿色④口縁部

横位に平行条線後、ボタン状及ぴ縦棒状貼付文を施している。 諸磯c

134 O－1
埋土

深　鉢 ①　一
②（6，2）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部

王冠の把手。渦巻沈線。 焼町

135 O－1
埋土

深　鉢 ①　一
②（5，9〉

①中粒②良好
③灰褐色④口縁部

突起。小渦巻沈線。 、焼町

136 O－1
床直

深　鉢 ①［20，0］

②（8，6）

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部

隆線による区画内に円形刺突文を施している。

山形の突起。

焼町

137 O－1
埋土

深　鉢 ①［19，2］

②（5．3）

①中粒②良好
③灰褐色④口縁部

隆線による区画内に円形刺突文を施している。 焼町

138 O－1
埋土

深　鉢 ①　一
②（10．7）

①中粒②良好③にぶ
い黄褐色④口縁部

口縁突起部に隆帯による渦巻。区画外は集合沈線充填施文。 加曽利E2

139 O－1
埋土

深　鉢 ①［24，0］

②（5，8）

①中粒②良好
③黒褐色④口縁部

口縁部外傾。集合沈線および沈線による羽状文を施している。その上に浮線
文を施している。

諸磯c

140 O－1
埋土

深　鉢 ①　一
②（4．4）

①中粒②良好
③にぶい褐色④把手

装飾部。集合条線後に、刺突したボタン状及び縦棒状貼付文を施している。 諸磯c

141 O－1
埋土

土　製

円　盤
①長径　3，3　　②短径3．2　　③最大厚　L3　　　④重　さ　19．6
⑤胎土　中粒　　⑥焼成良好　　⑦色調　明赤褐色　⑧遺存度完形

縁辺は7面の研磨面を有
する。縄文。

142 O－1
埋土

石　皿 ①最長　（14．2）　②最大幅　（11．O）　③最大厚6，5

④重，さ　1380．0　　⑤遺存度　　1／6　　⑤石材安山岩
裏面に一部凹痕。

143 X16Y132 両耳壷 ①　一

②　一
①中粒②良好③にぶ
い黄褐色④把手

内傾した口縁部上に1対の把手を有する。文様帯を有していない。 加曽利E4

144 X17Yl33 ミニユチア

土器

①［5，0］

②　5．2
①中粒②良好③にぶ
い黄褐色④1／3

口縁部：外傾。器最大径。内外面撫で。胴部：上位に膨らみをもつ。外面縦

位の箆削り、内面撫で。底部：欠損。

145 Xl8Y143 圷
須恵器

①［10．4］

②　3，3

①粗粒②良好③にぶ
い黄榿色④1／2

轄韓成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成
小振り

146
遺構外 圷

須恵器

①［1L6］

②　3，8

①中粒②良好③にぶ
い榿色④3／4

軸輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面轄輔

撫で。底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成
小振り

147
遺構外 土　製

円　盤
①長径　2，4　　②短径2，2　　③最大厚　1．4　　　④重　さ　11，0
⑤胎土　中粒　　⑥焼成良好　　⑦色調褐色　　　⑧遺存度完形

縁辺は6面の研磨面を有
する。無文。

148
遺構外 打　製

石　斧

①最長　8，6　　　②最大幅5．5　　　③最大厚　L4
④重　さ79，5　　　⑤遺存度完形 ⑥石　材　黒色安山岩い調整。

分銅形。両縁側から刃部にかけて細か

注）①層位は、r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につい

　てはr竃」と記載した
　②口径、器高の単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0，9㎜以下）、中粒（1，0～1，9㎜以下）、粗粒（2，0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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2　元総社小見内VI遺跡A区

（1）　竪穴住居跡

　（住居跡の出土遺物の項目については、遺構の重複からどの住居跡の遺物か特定できないものがあるため、所

属する住居跡が特定でき本報告書で図示した遺物のみの記述とした。）

H－1号住居跡（Fig．22、PL．5〉

位置Xl52・153、Y108・109グリッド主軸方向．（N－72◎一E）面積．（6．20）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西3．45m、南北L93m、壁現高24c卑

　　　を測る。

床　面　極めて堅緻な床面。竈前より多量の灰を検出。周溝あり。

　竈　　一部調査区外のため確実ではないが、東壁より検出され、主軸方向N－760－Eであり、全長125cm、

　　　最大幅（97）cm、焚口部幅（61）cmを測る。壁の構築材（補強材）及び左袖石に凝灰岩を使用する。

重複H－2・H－3と重複し、新旧関係はH－3→本遺構→H－2の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から9世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数112点。そのうち土師甑1点、土師甕1点を図示した。

H－2号住居跡（Fig．23、PL．5）

位　置　X153、Y108・IO9グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　面　積　（0，52）㎡

形状等　竈のみの検出のため不明である。

床面竈のみの検出のため不明である。

　竈　　竈のみの検出のため確実ではないが、東壁より検出され、主軸方向N－75。一Eであり、全長100cm、最大

　　　幅82cm、焚口部幅45cmを測る。壁の構築材（補強材〉及び』左袖石に凝灰岩を使用する。

重　複　H－1・H－3と重複し、新旧関係は切り合いからH－3→H－1→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から9世紀半ば以降と考えられる。

遺　物　総数6点。そのうち平瓦1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．22、PL．5）

位　置’X152・153、YlO9グリッド　主軸方向　　（N－64。一E）　面　積　（6．84）㎡

形状等　H－1と重複しているため全容は不明であるが、方形と推定される。東西2，98m、南北（2．21）m、壁現

　　　高29．5cmを測る。

床　面　極めて堅緻な床面。周溝あり。所々に石が散在する。

　竈　　東壁南隅より検出されると推定され、主軸方向N－730－Eであり、全長128cm、最大幅64cm、焚口部

　　　幅17cmを測る。支柱石及び両袖石に凝灰岩を使用する。やや長い煙道をもつ。

重複H－1・H－2と重複し、新旧関係は切り合いから本遺構→H－1→H－2の順である。

時　期　埋土や出土遺物から7世紀半ばと考えられる。

遺物総数265点。そのうち土師壷3点、土師甕1点、須恵蓋1点、釘1点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．24、PL．一）

位置X154、Yl16・117グリッド主軸方向 （N－66。一E）面積［6．21］㎡
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形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、方形と推定される。東西12．441m、南北3．75mを測る。床面

　　　のみの検出につき壁現高は測定不可能。

床　面　全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な面を検出。

　竈　　W－1に切られ、検出せず。

重　複W－1と重複し、新旧関係は本遺構→W－1の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から10世紀後半以前と考えられる。

遺物総数1点。

H－5号住居跡（Fig．23、PL．6）

位　置Xl52・153、Yll2グリヅド　主軸方向　　（N－173。一E）　面　積　（1．38）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明である。東西（0．48）m、南北2．72m、壁現高20cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。

　竈　　東壁南寄りから検出され、主軸方向N－80◎一Eであり、全長80cm、最大幅65cm、焚口部幅40cmを測る。

重　複　H－7と重複し、新旧関係は切り合いからH－7→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、H－6と住居の形状及び主軸方向などが類似していること

　　　などから、10世紀前半頃と考えられる。

遺物なし。

H－6号住居跡（Fig．23、PL．6）

位置Xl53・154、Yll2・ll3グリッド主軸方向（N－890－E〉面積（9．17）㎡

形状等　四隅に丸みを帯びる南北に長軸を持つ長方形と推定される。東西2．83m、南北3．48m、壁現高26．5cmを

　　　測る。

床　面　全体的に平坦な床面。竈前は締まりが強い。

　竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－81。一Eであり、全長58cm、最大幅53cm、焚口部幅32cmを測る。

　　　壁の構築材（補強材）として凝灰岩を使用する。

重複H－8と重複し、新旧関係は本遺構→H－8の順である。

時　期　遺物や埋土からIO世紀前半と考えられる。

遺　物　総数193点。そのうち高台境1点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．24、PL．6）

位置
形状等

床面
　竈

重複
時期

遺物

Xl52・153、Yll2・ll3グリッド　主軸方向　　（N－87。一E）　面　積　（4．02）㎡

（方形）。東西（L30）m、南北3，02m、壁現高20cmを測る。

全体的に平坦な床面。竈前は締まりが強い。

東壁中央より検出され、主軸方向N－83。一Eであり、全長72cm、最大幅80cm、焚口部幅54cmを測る。

H－5と重複し、新旧関係は切り合いから本遺構→H－5の順である。

埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、H－6と住居の形状及び主軸方向などが類似していること

などから、IO世紀前半頃と考えられる。

総数71点。
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H－8号住居跡（Fig．24、PL．6）

位　置．X153・154、Yl13グリッド　主軸方向　　（N－102。一E）　『面　積　6．64㎡

形状等　ややいびつな方形を呈する。東西2．68m、南北2，85m、壁現高25cmを測る。

床　面　一部に堅緻な床面を検出。竃前は締まりが強い。P2（長軸×短軸×深さ、形状：27×28×27．5cm、楕

　　円形）の1基を検出。

竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N一一109。一Eであり、全長105cm、最大幅56cm，焚口部幅34cmを測る。

　　壁の構築材（補強材）及び両袖石、天井石に凝灰岩を使用する。天井石は竃の前に崩れる。やや長く細

　　く延びる煙道をもっ。’

重複なし。

時　期　遺物や埋土から10世紀後半と考えられる。

遺　物　総数124点。そのうち土師甕2点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．25、PL．7）

位　置　X153・154、YIl4グリッド　主軸方向　　（N－92。一E）　面　積　（9．27）㎡

形状等　東壁北隅に丸みを帯び、東西に長軸を持つ長方形を呈する。東西3．58m、南北（2．5）m、壁現高15．5cmを

　　測る。

床　面　全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な床面を検出。

竈　　東壁より検出され、主軸方向N－1060－Eであり、『全長125cm、最大幅73cm、焚口部幅40cmを測る。右

　　袖石に凝灰岩を使用したと思われる。

重　複　H－10・H－11・H－17・H－18と重複し、新旧関係は切り合いからH－18→本遺構→H－10→H－11

　　→H－17の順である。

時　期　遺物や埋土、重複関係から10世紀後半と考えられる。

遺　物　総数78点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－10号住居跡（Fig．25、PL．7）

位　置　Xl53・154、Yll4グリッド　主軸方向　　（N－89。一E）　面　積　1L81㎡

形状等　方形を呈する。東西3，7m、南北3．28m、壁現高12．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な床面を検出。Pl（長軸×短軸×深さ、形状：35×33×42cm、

　　円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：28×27×53cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：35×32×

　　10cm、円形）の3基を検出。

竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－98◎一Eであり、全長79cm、最大幅72cm、焚口部幅34cmを測る。

　　壁の構築材（補強材）として粘土を使用する。

重　複　H－9・H－11・H－17・H－18と重複し、新旧関係は切り合いからH－18→H－9→本遺構→H－11→

　　H－17の順である。

時　期　遺物や埋土、重複関係からU世紀初頭と考えられる。

遺　物　総数77点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－11号住居跡（Fig．26、PL．7）

位置X153・154、Y114・115グリッド主軸方向（N－910－E）

　　　　　　　　　　　　　一24一
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形状等　大部分が重複により一部不明であるが、方形と推定される。東西2．7m、南北2．46m、壁現高19．5cmを測

　　る。
床　面　全体的に平坦な床面。竈前は締まりが強い。

竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－120◎一Eであり、全長IOOcm、最大幅54cm、焚口部幅26cmを測る。

重　複H－9・H－10・H－17・H－18と重複し、新旧関係は切り合いからH－18→H－9→H－10→本遺構

　　→H－17の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係からll世紀初頭以降と考えられる。

遺　物　総数30点。

H－12号住居跡（Fig．26、PL．7）

位置X153、Yll6・117グリッド主軸方向（N－85◎一E）面積（5．69）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西（1．82）m、南北3．37m、壁現高14cmを

　　測る。

床　面　全体的に平坦な床面。竈前は締まりが強い。

竈　　東壁北寄りより検出され、主軸方向N－87◎一Eであり、全長62cm、最大幅53cm、焚口部幅30cmを測る。

重複なし。

時期　出土遺物からの時代判定は難しいが、切り合い関係よりW－4・5号溝跡埋没後のものであることから

　　9世紀後半以降と考えられる。

遺　物　総数83点。

H－13号住居跡（Fig．26、PL．8）

位置Xl53・154、Yl20・121グリッド主軸方向（N－91◎一E）面積（8．62）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西2．6m、南北3．48m、壁現高10cmを測る。

床　面『全体的に平坦な床面だが、大部分は削平され堅緻な面は極わずかに検出するのみ。

竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－104。一Eであり、全長68cm、最大幅67cm、焚口部幅44cmを測る。

　　壁の構築材（補強材）として石・粘土を使用する。

重複なし。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しく、不明である。

遺　物　総数19点。

H－14号住居跡（Fig．27、PL．8）

位　置　X154、YH7～119グリヅド　主軸方向　　（N－13。一W）　面　積　［15．22】㎡

形状等W－1と重複し、大部分が削平されているため全容は不明である。東西［2．95］m、南北［6．10】mを測る。

床面W－1に切られ、把握しづらいが全体的に堅緻な床面。

竈　　調査区外のため検出されず。

重　複W－1号溝跡と重複し、新旧関係は本遺構→W－1の順である。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しく不明であるが、重複関係から10世紀後半以前と考えられる。

遺物なし。
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H－15号住居跡（Fig．27、PL．8）

位置
形状等

床面
　竈

重複

時期

遺物

Xl53・154、YlO9・110グリヅド　主軸方向　　（N－ll。一E）　面　積　（1L9）㎡

一部調査区外のため全容は不明である。東西（2．6）m、南北4．72m、壁現高28．5cmを測る。

きわめて堅緻な床面。P2（長軸×短軸×深さ、形状：43cm×33cm×36．5cm、楕円形）、1基を検出。

調査区外のため検出されず。

H－16と重複し、新旧関係は→本遺構→H－16の順である。

埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から10世紀半ば頃と考えられる。

総数280点。そのうち須恵カワラケ1点、土師甕1点、平瓦1点を図示した。

H－16号住居跡（Fig．27、PL．8）

位置Xl53・154、YllO－111グリッド　主軸方向　（N－850－E）　面積　（8．92）㎡

形状等『一部調査区外のため全容は不明であるが、方形と推定される。東西（3．1）m、南北3．06m、壁現高22cmを

　　　測る。

床　面

竈

重複

時期
遺　物

全体的に平坦な床面。わずかに堅緻な床面を検出。

調査区外のため検出されず。

H－15と重複し、新旧関係はH－15→本遺構の順である。

埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から10世紀半ば以降と考えられる。

総数126点。そのうち丸瓦1点を図示した。

H－17号住居跡（Fig．28、PL．8）

位置
形状等

床　面

　竈

重複

時期

遺物

Xl53・154、Yll4・115グリヅド　主軸方向　　（N－92。一E）　面　積　7．81㎡

重複が激しく全容は不明であるが方形と推定される。・東西2．52m、南北313m、壁現高7．5cmを測る。

H－18に切られ、確認面はわずかであるが、一部に堅緻な床面を検出。

東壁南寄りより検出され、主軸方向N－950－Eであり、全長70cm、最大幅60cm、焚口部幅38cmを測る。

H－9・10・11・18と重複し、新旧関係は切り合いからH－18→H－9→H－10→H－11→本遺構の順

である。

埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から11世紀初頭以降と考えられる。

総数43点。

H－18号住居跡（Fig．28、PL．9）

位　置　Xl53・154、Yll4グリッド　主軸方向　　（N－88。一E）　面　積　9．8㎡

形状等　方形。東壁北隅に丸みを帯び東西に長軸を持つ長方形を呈する。東西3．76m、南北2．9m、壁現高21cm

　　　を測る。

床　面　全体的に堅緻な床面。一面に粘土を貼り、H－17の使用面を整地した後、新たに建てたものと思われる。

　　　竈前は締まりが強く、多量の灰を検出。湿気除けと考えられる。

　竈　　東壁南隅より検出され、主軸方向N－1040－Eであり、全長88cm、最大幅77cm、焚口部幅49cmを測る。

　　　壁の構築材（補強材）および左袖石に凝灰岩を使用する。竈前より構築材として使用されたと思われる

　　　丸瓦を検出。竈の周辺の壁には粘土を貼り補強する。
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重複

時期

遺物

H－9・10・H・17と重複し、新旧関係は切り合いから本遺構→H－9→H－10→H－ll→H－17の順

である。

埋土や出土遺物から、10世紀後半と考えられる。

総数245点。そのうちカワラケ1点、須恵圷1点、須恵高台境1点、須恵高台皿1点、平瓦5点（うち

箆書r多」の押印をもつもの1点）、丸瓦3点を図示した。

（2）掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は3棟検出されているがどれも部分的な検出であり、可能性あるものとしておきたい。

B－1号住居跡（Fig．28、PL．9）

位置Xl52・153、Y109・110グリッド主軸方向（N－94。一E）面積［4．041㎡

形状等　　（方形〉。東西2．27m、南北L83m、部分的な検出である。

柱　穴　P2（長軸×短軸×深さ、形状：28×35×41cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：50×28×24．5

　　　cm、楕円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状：34×32×49cm、円形）の3基を検出した。柱間寸法は

　　　東西：P2－P3で2．25m、南北：P3－P4でL85mである。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から10世紀前半以前と考えられるp

B－2号住居跡（Fig．29、PL．一）

位置Xl52・153、YllO・111グリッド　主軸方向　（N－93◎一E）　面積　［13，32］㎡

形状等　　（方形）。東西3．83m、南北3．52m、部分的な検出である。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：32×27×21．5cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：33×25×26

　　　cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：51×28×36．5cm、楕円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形

　　　状：38×30×22cm、楕円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：（65）×＜30）×（40）cm、（楕円形））、P6（長

　　　軸×短軸×深さ、形状：42×32×26cm、楕円形）の6基を検出した。柱間寸法は南北：PrP2でL75

　　　m、－P2－P3で1．8m、東西：P3－P4でL78m、P5－P6で2．18mである。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しいが、重複関係から10世紀半ば以前のものと考えられる。

B－3号住居跡（Fig．29、PL．一）

位　置　X153、Y118・119グリッド　主軸方向　　（N－10◎一W）　面　積　5．86㎡

形状等　　（方形）。東西（0．9）m、南北4，1m、部分的な検出である。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：54×45×52cm、楕円形〉、P2（長軸×短軸×深さ、形状：32×30×30

　　　cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：60×50×50cm、楕円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状

　　　　：38×36×50．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：34×28×43cm、楕円形）、の5基を検出し

　　　た。柱間寸法は東西：PrP5で1．4m、南北：P2－P3で2．05m、P3－P4でLl5m、P4－P5で0．9m

　　　である。

時　期　埋土や出土遺物に乏しく時代判定は難しいが、柱間寸法が不揃いであることから中世のものと考えられ

　　　る。

備考建物は調査区外の西に延びると考えられる。
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（3）竪穴状遺構

丁一1号住居跡（Fig．29、PL．9）

位置X152・153、YllO・lllグリッド主軸方向（N－980－E）面積（3．16）㎡

形状等　　（方形）。東西（2．l　l）m、．南北1．75m、壁現高16cmを測る。

床　面　堅緻な床面を所々に検出。

時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明であるが重複関係からIO世紀半ば以降と考えられる。

遺　物　総数13点。

（4）溝　跡

w－1号溝跡（Fig．30、PL．9）

位　置　Xl54・155、Yll5～124グリッド　主軸方向　　（N－177◎一E）　形状等　逆台形。

時　期　埋土や流れ込みの出土遺物から10世紀後半以前に機能していたと考えられる。

遺　物総数74点。そのうち土師圷1点、高台塊1点、羽釜1点、丸瓦1点を図示。

w－2号溝跡（Fig．30、PL．9）

位　置　Xl53～155、Y123グリッド　主軸方向　　（N－800－W）　形状等　逆台形。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間BllO8年）が含まれないことから、1108年以前の埋没であると考えられる。

遺　物　総数78点。そのうち羽釜2点、平瓦2点、丸瓦1点を図示した。

備　考　本遺構及びW－3号溝跡の走行方位とW－4・5号溝跡の走行方位を延長すると、それぞれが垂直につ

　　ながる可能性が強いと考えられる。また、水が流れた形跡がないことからこれらは当時の土地を分ける

　　区画の溝で、重複関係や埋土から国府が機能していた9世紀半ば頃のものであると考えられる。

w－3号溝跡（Fig．30、PL．9）

位　置　X153～155、Y123・124グリツド　主軸方向　　（N－830－W）　形状等　逆台形。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間BllO8年）が含まれないことから、llO8年以前の埋没であると考えられる。

遺物なし。

備　考　本遺構及びW－2号溝跡の走行方位とW－4・5号溝跡の走行方位を延長すると、それぞれが垂直につ

　　ながる可能性が強いと考えられる。また、水が流れた形跡がないことからこれらは当時の土地を分ける

　　区画の溝で、重複関係や埋土から国府が機能していた9世紀半ば頃のものであると考えられる。

w－4号溝跡（Fig．31、PL．9・10、口絵）

位　置　Xl53・154、Y109・116グリッド　主軸方向　　（N－10。一W）　形状等　逆台形。

時　期　2面目調査にて検出。埋土にAs－B軽石（浅間B1108年）が含まれないことから、1108年以前の埋

　　没であると考えられる。また、溝が埋没した後に9世紀後半の竪穴住居跡が確認されていることから、

　　9世紀半ば頃までには溝としての機能は失われていたと考えられる。

遺　物　総数500点。そのうち須恵カワラケ1点、土師圷2点、土師鉢1点、須恵圷4．点、コップ型須恵器1点、

　　土師台付甕1点、須恵大甕1点、磨製石斧1点、鉄製品（馬具か）1点を図示した。

備考本遺構には水性堆積がなく水が流れた形跡がないことから、当時の土地を分ける区画の役割を果たして

　　いたと考えられる。さらに、堅緻面が数面確認されたことから、道として使用されたと推測され、区画
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のための溝として機能していたのは9世紀半ば以前の国府が機能していた頃と考えられる。また、本遺

構及びW－5号溝跡は主軸方向や埋土などから、小見内皿遺跡（2001）3区のW－3・4号溝跡につな

がり、北側の12区のW－3号溝跡につながるものと考えられる。

　本遺構北底部および側面立ち上がり部分からは、竃構築材採掘痕と思われる遺構を検出した。詳細は

考察に譲るが、溝としての役割を終え、道として使用されるに至った際、この付近で竪穴住居の竈の構

築材に適した良質の凝灰岩が発見され、採取されたものと思われる。

w－5号溝跡（Fig．31、PL．9・lo、口絵）

位　置　Xl53・154、YlO8～ll6グリヅド　主軸方向　　（N－10。一W）　形状等　逆台形。

時　期　2面目の確認面にて検出。埋土にAs－B軽石（浅間BllO8年）が含まれないことから、1108年以前の埋

　　　没であると考えられる。また、溝が埋没した後に9世紀後半の竪穴住居跡が確認されていることから、

　　　9世紀半ば頃までには溝としての機能は失われていたと考えられる。

遺　物　総数125点。そのうち土師圷2点、須恵圷1点、高台境2点、須恵蓋2点、須恵大盤1点、須恵長頸壷

　　　1点、須恵壷2点、平瓦1点、丸瓦1点を図示した。

備考本遺構の埋土には水性堆積がなく水が流れた形跡がないことから、当時の土地を分ける区画の役割を果

　　　たしていたと考えられる。さらに、堅緻面が数面確認されたことから、道として使用されたと推測され、

　　　区画のための溝として機能していたのは9世紀半ば以前の国府が機能していた頃と考えられる。

　　　　また、本遺構及びW－4号溝跡は主軸方向や埋土などから、小見内皿遺跡（2001〉F3区のW－3・4

　　　号溝跡につながり、北側の12区のW－3号溝跡につながるものと考えられる。

　　　　本遺構北底部および側面立ち上がり部分からは、竈構築材採掘痕と思われる遺構を検出した。詳細は

　　　考察に譲るが、溝としての役割を終え、道として使用されるに至った際、この付近で竪穴住居の竃の構

　　　築材に適した良質の凝灰岩が発見され、採取利用されたものと思われる。

（5）土坑・ピット・井戸跡

　土坑・ピットについては、Tab．9・10土坑・ピット・井戸跡計測表（P．32・33）を参照のこと。

1－1号井戸跡（Fig．34、PL．lo）

位置X153、Y115グリッド

形状等　円形。長軸136cm、短軸120cm、確認面からの深さ（188）cmを測る。井戸の側壁は粘土で堅固にする。

時　期　埋土や重複関係から9世紀半ば以降と考えられる。

遺　物　総数24点。

1－2号井戸跡（Fig．34、PL．10）

位　置X153、Yl12グリッド

形状等　円形。長軸82cm、短軸80cm、確認面からの深さ　（98．5）cmを測る。井戸の側壁は粘土で堅固にする。

時　期　埋土や重複関係から10世紀前半以前と考えられる。

遺物総数6点。

（6）　グリッド等出土遺物

総数531点、そのうち須恵カワラケ3点、土師圷1点、須恵圷2点、鎌1点、臼玉1点を図示した。
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Tab．6　元総社小見内W遺跡A区　住居跡一覧表

遺構名 位　　　置 主軸方向 規模（m） 壁現高 面積 竈 主な出土遺物

東西×南北 （cm） （㎡） 位　置．
　i　　　　　l
土師器i須恵器iその他
　　l　　　　　　　　　l

H－1 Xl52・153、YlO8・109 N－72。一E 3．45×1．93 24．0 （6，2） （東壁） 　　i　　　　　l
壷・甑・甕i　　　　i
　　i　　　　　i

H－2 Xl53、YlO8・109
一 一 一

（0．52） （東壁）
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－3 Xl52・153、YIO9 N－640－E 「2．98×（221） 29．5 （6．84） （東壁南隅〉 　　i　　　　　i
壷・甕　i蓋　　　i釘
　　i　　　　　I

H－4 Xl54、Yll6・ll7 N－66。一E ［2，441×3，75

一
［6．211

一
i　　　　　i
i高台鉢　i
i　　　　　l

H－5 Xl52・153、Yl12 N－1730－E （0．48）×2．72 20．0 （1，38） 東壁南寄り
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－6 Xl53・154、Yl12・ll3 N－89。一E 2．83×3．48 26．5 （9．17） 東壁南寄り
i　　　　　i
l高台境　i
l　　　　　　　　　：

H－7 Xl52・153、Yll2・113 N－870－E （1．30）×3．02 20．0 （4，02〉 東壁中央
i　　　　　i　．
i　　　　　i
i　　　　　i

H－8 X153・154、Yll3 N－102。一E 2．68×2，85 25．0 6．64 東壁中央
　　i　　　　　i
甕　　　i　　　　i
　　i　　　　　i

H－9 Xl53・154、Yll4 N－92。一E 3．58×（2．5） 15．5 （9．27） （東壁）
i　　　　　i
i圷　　　i

．i　　　　　i

H－10Xl53・154、Yll4 N－89◎一E 3．7　×3，28 12．5 ll．81 東壁中央
i　　　　　i
i圷　　　i
i　　　　　i

H－11Xl53・154、Y114・ll5 N－91。一E 2，7　×2．46 19．5 6．31 東壁中央
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－12Xl53、Yll6・ll7 N－85。一E （1．82）×3．37 14．0 （5，69） 東壁北寄り
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－13Xl53・154、Y120・121 N－91。一E 2．6　×3，48 10．0 （8，62） 東壁北寄り
i　　　　　i
iカワラケi
l　　　　　i

H－14Xl54、Y117～ll9 N－13。一W ［2，95】×［6．lj

｝
［15．22】

一

i　　　　　i
1　　　　　i
i　・　　　i

H－15Xl53・154、Y109・llO N－ll。一E （2．6）×4．72 28．5 （ll．9）

一
　　　　…　　i　　　　　，
甕　　　iカワラケi
　　l　　　　　i

H－16X153・154、YllO・lll N－85。一E （3．1）×3，06 22．0 （8．92）

一
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－17Xl53・154、Yll4・115 N－92。一E 2，52×3，3 7．5 7．81 東壁南寄り
i　　　　　i
i　　　　　i
i　　　　　i

H－18X153・154、Yl14 N－880－E 3．76×2．9 21．0 9．8 東壁南隅
匹
i高台境・i
i高台皿　i

T－1 X152・153、Yl10・lll N－98。一E （2．11）×1，75 16．0 （3．16）

一
i　　　　　i
i　　　　　i
l　　　　　　　　　I
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Tab．7　元総社小見内W遺跡A区　竈跡一覧表

遺構名 主　軸　方　向 全長（cm） 最大幅（cm） 焚口部幅（cm） 構築材 備考

H－1 N－760－E 125 （97） （61） 凝灰岩

H－2 N－75。一E 100 82 45 凝灰岩

H－3 N－73。一E 128 64 17 凝灰岩

H－4 一 一 一 一 一

H－5 N－80。一E 80 65 40
｝

H－6 N－81。一E 58 53 32 凝灰岩

H－7 N－83。一E 72 80 54
一

H－8 N－logo－E 105 56 34 凝灰岩

H－9 N－1060－E 125 73 40 （凝灰岩）

H－10 N－98。一E 79 72 34 粘土

H－11 N－120。一E lOO 54 26
一

H－12 N－87。一E 62 53 30
一

H－13 N－IO4。一E 68 67 44 石・粘土

H－14 一 一 一 一 一

H－15 一 一 一 一 一

H－16 一 一 一 一 一

H－17 N－950－E 70 60 38　・
一

H－18 N－IO4。一E 80 77 49 凝灰岩・瓦・粘土 瓦1点。
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Tab．8　元総社小見内VI遺跡A区　溝跡計測表

遺構名 位　　　置 主軸方向 長さ 最大幅（m） 深　さ 底面レベル差 断面形

（m〉
『
上
幅 下幅 （cm） （m）

W－1 Xl54・155、Yl15～124 N－177。一E 35．9 1．01 （0．78） 46 0．52 逆台形

W－2 Xl53～155、Yl23 N－　80。一W 6．35 1．36 1．14 60 0．12 逆台形

W－3 X153～155、Yl23・124 N－　830－W 6．32 1．18 O．9 60 0．55 逆台形

W－4 Xl53・154、YlO9～ll6 N－　IO。一W 24．6 1．8 0．5 65 O．14 逆台形

W－5 Xl53・154、Y108～116 N－　10。一W 27．3 1．4 0．8 91 9．45 逆台形

Tab．9　元総社小見内VI遺跡A区　土坑・井戸跡計測表

遺構名 位　　　置 規　　模　（c　m） 形　状 遺物総数 出　土　遺　物 備　考

長　軸 短　軸 深　さ

D－1 Xl53・154、Ylll・112 150 95 116 楕円形 1

D－2 Xl53・154、Yl12 135 104 120 楕円形 182 鉄鎌・圷・高台境・蓋

D－3 Xl53・154、Ylll 64 48 53 楕円形 109 圷・紡錘車

i－1 X153、YIl5 136 120 （188） 円形 24 圷

1－2 Xl53、YIl2 82 80 （98．5） 円形 6
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Tab．10　元総社小見内VI遺跡A区　ピット計測表

遺構名 位　　　置 規　模（cm） 形状
遺物
総数

遺構名 位　　　置 規　模（cm） 形状
遺物
総数

長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

P－1 X154、YlO9・110’ 婆6 33 25 円形 4 P－30Xl54、Yl16 48 32 29．5 楕円形

P－2 Xl53、Y110 76 68 45 円形 12 P－31 Xl53、Vll7 41 37 80．5 円形

P－3 Xl54、YllO 62 53 33 円形 4 P－32Xl53、Y117 56 47 42 円形 3

P－4 Xl54、YllO 35 34 29 円形 P－33X153・154、Yll7 40 39 37．5 円形 9

P－5 X153、YllO 42 36 67 円形 10 P－34Xl53、Yll7 40 34 49．5 円形 1

P－6 Xl53、YllO 29 26 49 円形 P－35Xl53、Y117 102 30 49 楕円形 1

P－7 Xl53、Ylll 37 33 61 円形 6 P－36Xl53、Yll8 74 40 49．5 楕円形

P－8 Xl53、Yll1 48 47 52．5 円形 16 P－37X153、Yll8 54 45 32 楕円形

P－9 Xl53・154、Ylll 68 61 67 円形 22 P－38Xl54、Yll9 59 57 58 円形

PrlO X154、Ylll 106 90 90 円形 23． P－39X153、YllPg 46 42 56．5 円形 23

P－11 X153、Yll2 43 38 30 円形 2 P－40Xl54、Y119 48 37 32 円形

P－12 Xl54、Yll2 （127） （85） （22．5） （円形） 22 P－41 X154、Yll9・120 83 82 19．5 円形

P－13 Xl54、Yll2 36 33 30．5 円形 P＿42X153・154、Yl20 40 26 44 楕円形

P－14 Xl54、Yll2・113 （62） （40） （23，5） （円形）

P－43Xl54、Ylll （76） （47） （60） （楕円形）

P－15 Xl53・154、Yll3 37 35 61．5 円形 P－44Xl54、Yll！ 36 30 70．5 円形

P－16 Xl53、Yll3 37 35 51．5 円形 4 P－45Xl54、Yll2 100 66 86．5 楕円形

P－17 Xl53、Yl13 30 22 21．5 楕円形 2’ P－46Xl53、YllO
36 33 19．5 円形

P－18 Xl53、Yll3 29 26 40． 円形 P－47Xl54、Yll2 30 30 86 円形

P－19 Xl53、Yll3 42 35 63．5 円形 P－48Xl53・154、Y122 60 50 21 円形

P－20 X153、Yl13 24 22 33 円形 P－49Xl54、YllO （42） （26） （40，5） 、（円形）

P－21 X152、Yl13 32 32 22 円形 P－50Xl53、YllO 27 24 32 円形

P－22 X153、Yll4 54 48 54 円形 P－51 Xl54、Y1、10 33 29 20．5 円形

P－23 X153、Yll5 46 34 69 楕円形 Pr52 Xl52・153、YllO 50 36 46．5 円形

P－24 X154、Yll5 77 54 48．5 楕円形 6 P－53X153、Yll1・Yl12 122 105 59．5 円形

P－25 Xl53、Yll6 68 46 61 楕円形 P－54Xl53、Ylll 90 74 14．5 楕円形

P－26 Xl53、Yl10 83 77 16 円形 P－55Xl53、YllO 100 98 10 円形

P－27 Xl54、Yll6 43 37 41 円形 P－56Xl52・153、YllO 96 83 16 円形

P－28 Xl53、Yll6 50 48 59 円形 7 P－57Xl53、Yll2 132 106 10．5 楕円形

P－29Xl53、Yll6 39 33 61 円形 1
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Tab．ll元総社小見内VI遺跡A区　出土遺物観察表
番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高

③長さ④厚さ

①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

1 H－1
床直

甑
土
師
器

①［15，0］

②（12．2）

①細粒②良好
③浅黄色④1／3

口縁部：外反。器最大径。内外面撫で6胴部＝中位に小さな膨らみをもつ。
外面箆削り、内面撫で。底部：欠損。

流れ込み

2 H－1
竈、床直

　甕

土師器

①［19．2］

②（7，4）

①中粒②良好③にぶ
い赤褐色④口縁部1／4

口縁部：外傾。内外面撫で。rく」の字状の口縁。胴部：外面斜位の箆削り、

内面撫で、刷毛目有。胴部上半から底部：欠損。

3 H－2
埋土

平瓦 ③（10．3）

④　L8
①細粒②良好
③灰黄褐色④1／12

凹面＝布目。凸面：縄叩き。狭端部面取り1面。二次被熱。 酸化焔焼成

4 H－3
床直

　蓋

須恵器

①［17．21

②　3．6

①細粒②良好
③灰色④1／6

轄櫨成形6天井部：緩やかに膨らむ。内外面箆調整。摘み：ボタン状摘み。

体部：緩やかに外傾。口縁部：短く直立。

5 H－3
床直

　壷

土師器

①［1L8］

②14．4

①細粒②良好
③にぶい黄榿色④1／2

口縁部：僅かに外反。内外面撫で。胴部：球形。中位に器最大径をもつ。外

面斜位の箆削り、内面箆撫で、箆押さえ痕有。底部＝丸底気味。

6 H－3
床直

　壷

土師器

①［13，8］

②　9，9

①粗粒②良好
③にぶい黄榿色④2／3

口縁部：内傾気味。内外面撫で。胴部1球形。中位に器最大径をもつ。外面

斜位・横位の箆削り、内面箆撫で。底部：丸底気味。

7 H－3
床直

　壷

土師器

①［1L2］

②（1L4）

①粗粒②良好
③にぶい黄榿色④1／4

口縁部：外反。内外面撫で。胴部：楕円形。中位に器最大径をもつ。外面斜

位の箆削り、内面箆撫で。底部：欠損。

8 H－3
床直

　甕

土師器
①2LO
②（13．0）

①粗粒②良好
③にぶい榿色④1／3

口縁部：外反。器最大径。内外面撫で。胴部中位から底部：欠損。外面箆削
り、内面撫で、輪積み痕有。

9 H－3
床直

釘
鉄製品

①最　長　7．6　②最大幅　　O．7

③最大厚　0，5　④遺存度　ほぼ完形
角釘。断面は方形状を呈し、頭部が折れ曲がる。下端で先細りする。
錺化著しい。

10 H－4
床直

大　鉢

陶　器

①［20．6］

②（5，7）

①粗粒②良好③にぶ
い赤褐色④底部2／3

口縁部から胴部：欠損。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸切
り未調整。

流れ込み

ll H－6
埋土

高台境

灰　粕

陶　器

①［15，0］

②　5．8

①細粒②良好
③灰白色④1／5

轄輪成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至り、端

部で外反。内外面軸輔撫で。底部二直立した高台貼付。回転糸切り再調整。
刷毛塗り

12 H－8
床直

　甕

土師器

①［18，0］

②（7，6）

①中粒②良好③明赤
褐色④口縁のみ

口縁部：外反。rコ」の字状口縁。内外面撫で。胴部上位から底部＝欠損。

外面箆削り、指圧痕有。内面撫で、刷毛目有。内外面煤付着。

13 H－8
床直

　甕

土師器

①［18，0］

②（19．3）

①中粒②良好
③明赤褐色④1／8

口縁部＝外反。rコ」の字状口縁。内外面撫で。胴部下位から底部：欠損。

胴部中位に膨らみをもつ。中位器最大径。外面箆削り、内面撫で。

14 H－9
埋土

　圷

須恵器

①［8．8］

②　2．5

①細粒②良好
③灰白色④1／3

轄轄成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部で外反。内外面軸櫨撫で。

底部：回転糸切り未調整。鋳物が付着（鍋等の破片か）。錆び付く。

15 H－10
埋土

　圷

須恵器

①［9．2］

②　2．8

①細粒②極良
③にぶい榿色④2／3

鵯輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部の端部で外反。内外

面軸輔撫で。底部＝回転糸切り未調整。

16 H－15
埋土

カワラケ

須恵器

①［9．11

②　2，5

①細粒②良好
③明褐灰色④1／4

較輪成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

轄輔撫で。底部：回転糸切り再調整。

酸化焔焼成

17 H－15
床直

　甕

土師器

①［18，2］

②（9，3）

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④口縁部1／8

口縁部：外反。rコ」の字状口縁。内外面横位の撫で。胴部上半から底部：

欠損。外面箆削り、内面箆撫で、箆押さえ痕有。内外面煤付着。

18 H－15
床直

平瓦 ③（9，0〉

④L5
①細粒②良好

③灰色④1／10
凹面：布目（密）。凸面：正格子叩き。側部面取り2面。 還元焔焼成

19 H－16
埋土

丸　瓦 ③（9，5〉

④　2，4

①中粒②良好
③灰色④1／6

行基葺式か。凹面：布目（粗）。凸面：平行叩き。側部面取り1面。 還元焔焼成

20 H－18
床直

カワラケ

須恵器

①［9，8］

②　2，2
①細粒②良好③にぶ
い黄榿色④1／3

軸韓成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

21 H－18
床直

　圷

須恵器

①　9．8

②　3．3

①細粒②良好
③淡赤褐色④2／3

轄輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部に至る。内外面鵯輪
撫で。底部：回転糸切り未調整。

小振り

酸化焔焼成

22 H－18
埋土

高台境

須恵器

①［12，6］

②　4，7

①中粒②良好
③明褐灰色④1／4

轄輪成形。口縁部から体部：内轡気味に立ち上がり、そのまま口縁部に至る。

内外面轄韓撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。内外面煤付
着。

酸化焔焼成

23 H－18
竈、埋土

高台皿

須恵器

①10，6

②　2．3
①細粒②良好③にぶ
い榿色④ほぼ完形

軸輔成形。口縁部から体部：緩やかに外傾して立ち上がり、そのまま口縁部

に至る。内外面鞭輔撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸

切り未調整。内外面一部に煤付着。

酸化焔焼成

24 H－18
埋土

平瓦 ③（16．3〉

④　2．4

①細粒②良好
③灰白色④1／4

凹面：布目。布の合わせ目痕。凸面：撫で。側部面取り2面。二次被熱。 還元焔焼成

25 H－18
床直

平瓦 ③（11，5）

④　2，2

①細粒②良好
③榿色④1／7

凹面：布目（密〉。凸面：撫で。押印文字瓦r多」（凸面〉。側部面取り2面。

広端部面取り2面。二次被熱。煤付着。

酸化焔焼成

文字瓦

26 H－18
竈、床直

平瓦 ③（11．8）

④　1．9

①細粒②良好
③褐灰色④1／8

凹面＝布目。粘土板糸切り痕。凸面：平行叩き後撫で。側部面取り3面。広
端部面取り2面。

還元焔焼成

27 H－18
床直

平瓦 ③（17．5）

④　1．9

①中粒②良好
③灰褐色④1／6

凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り1面。狭端部面取り1面。二次被熱。 酸化焔焼成

28 H－18
竈、埋土

平瓦 ③（10，5）

④　1，6

①細粒②良好
③褐灰色④1／8

桶巻き作り。凹面：布目1（密）。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：縄叩き
（鮮明）。広端部面取り1面。

還元焔焼成

29 H－18
床直

丸瓦 ③35，9

④　2．0

①細粒②良好
③灰色④ほぼ完形

行基葺式。重さ2220グラム。凹面：布目。凸面：縄叩き後撫で。側部面取り

2面。広端部面取り2面。狭端部面取り2面。二次被熱。
還元焔焼成

30 H－18
埋土

丸瓦 ③（14．0）

④　1，5

①細粒②良好
③青灰色④1／6

行基葺式か。凹面：布目。凸面＝縄叩き後撫で。側部面取り2面。広端部面
取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

一34一



番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高

③長さ④厚さ

①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

31 H－18
埋土

丸　瓦 ③（13．2）

④　2，2

①細粒②良好
③黄灰色④1／5

行基葺式かb凹面：布目（密）。凸面：横位の撫で。側部面取り2面。二次
被熱。

還元焔焼成

32 W－1
埋土

　圷

土師器

①［13，4］

②（3，6）

①中粒②良好
③榿色④1／8

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で外傾。変換点に稜有。口縁部内

外面横位の撫で。体部外面箆削り、内面撫で。底部：欠損。丸底気味と推測。

33 W－1
埋土

高台塊・

須恵器

①［12，4］

②（4，2〉

①中粒②良好③にぶ
い褐色④口縁部1／5

鞭輪成形。口縁・体部：やや内轡気味に立ち上がり口縁部で外傾。　内外面
轄輔撫で。底部欠損。

酸化焔焼成

34 W－1
埋土

羽　釜

須恵器

①［19，6］

②（4．2〉

①細粒②良好③灰白
色④口縁部のみ

口縁部＝直立。内外面撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。
胴部から底部＝欠損。

35 W－1
埋土

丸　瓦 ③（9．8）

④　2．0

①細粒②良好
③灰色④1／8

行基葺式か。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り2面。広端部面取り2面。 還元焔焼成

36 W－2
埋土

羽　釜

須恵器

①［19．0］

②（8．3）

①細粒②良好
③褐灰色④1／14

口縁部：内傾。内外面撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。
胴部上位から底部：欠損。

酸化焔焼成

37 W－2
埋土

・羽　釜

須恵器

①［18，0］

②（7．0〉

①細粒②良好③にぶ
い黄榿色④1／20

口縁部：内傾。内外面撫で。鍔部は三角形状で、やや上向きに張り出す。鍔

貼付。胴部上位から底部：欠損。

酸化焔焼成

38 W－2
埋土

平　瓦 ③（9，2）

④　2，3

①細粒②良好
③黒褐色④1／8

凹面：布目（密〉。凸面：撫で。広端部面取り1面。煤付着。 酸化焔焼成

39 W－2
埋土

平　瓦 ③（10，6）

④　L9
①細粒②良好
③灰色④1／12

凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り2面。狭端部面取り2面。
還元焔焼成

40 W－2
埋土

丸　瓦 ③（16，1）

④　1，5

①細粒②良好
③灰色④1／5

凹面：布目。凸面：縄叩き後撫で。側部面取り2面。
還元焔焼成

41 W－4
埋土

カワラケ

須恵器

①［10．0］

②　2，9

①細粒②良好
③灰白色④1／3

較櫨成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面鞭輸撫で。

底部：回転糸切り未調整。

42 W－4
埋土

　圷

土師器

①10．0

②　3．8

①中粒②良好
③榿色④4／5

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で短く内傾。口縁部内外面横位の

撫で。体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：丸底。

小振り

43 W－4
埋土

　圷

土師器
①IL4
②　4，2

①中粒②良好
③鐙色④1／2

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で直立。口縁部内外面横位の撫で。

体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：丸底。

44 W－4
埋土

　鉢

土師器

①［19，0］

②（5，6）

①中粒②良好
③赤褐色④1／4

口縁・体部：内攣して立ち上がり、口縁部で短く内傾。口縁部内外面横位の

撫で。体部外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：欠損。丸底と推測。

45 W－4
埋土

　圷

須恵器

①12．4

②　3，4

①細粒②良好
③灰色④ほぼ完形

轄轄成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面轄輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。

46 W－4
埋土

　圷

須恵器

①12，8

②　3，1

①細粒②良好
③灰色④2／3

軸櫨成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸韓撫で。

底部：回転糸切り未調整。

47 W一一4

埋土

　圷

須恵器

①12．4

②　3，9

①細粒②良好
③灰色④3／4

軸輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸韓撫で。
底部：回転糸切り未調整。一

48 W－4
埋土

　圷

須恵器

①［13，4］

②　3，5

①中粒②良好
③灰色④2／3

軸輪成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面軸輔
撫で。底部：回転糸切り未調整。

49 W－4
埋土

コツプ

型土器

須恵器

①［1L6］
②（11，0）

①中粒②良好
③灰白色④1／3

口縁部から体部上位二一部欠損。外面箆削り、内面箆撫で。底部二箆調整。
器肉が厚い。

50 W－4
埋土

台付甕

土師器

①　一
②（6，5〉

①中粒②良好
③明褐色④底部1／2

口縁部から胴部＝欠損。台部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。外面箆削
り。内面箆撫で、箆押さえ痕有。

51 W－4
埋土

大　甕

須恵器

①［24．4］

②（11，0）

①中粒②良好
③灰色④1／8

口縁部：外反。胴部上半から底部：欠損。外面平行叩き目。内面同心円状当
て目。

52 W－4
埋土

磨　製

石　斧

①最長　　14，9　　　②最大幅　8．1　　　③最大厚　5，4

④重　さ　940，0　　　⑤遺存度　完形　　　⑥石材安山岩
表裏面の一部と上面に凹痕。

53 W－4
埋土

馬具か

鉄製品
①最長8．1②最大幅　2．7
③最大厚0．6④遺存度　4／5

頭部がリング状。先端部欠損。断面方形。錺化著しい。

54 W－5
埋土

　圷

土師器

①［12，01

②（4，3）

①中粒②良好
③にぶい赤褐色④3／5

口縁・体部：内攣で立ち上がり、口縁部で短く内傾。口縁部は内外面横位の

撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：丸底。

55 W－5
埋土

　圷

土師器

①［12，0］

②（3，8）

①中粒②良好
③明赤褐色④1／3

口縁・体部：内轡で立ち上がり、口縁部で短く直立。口縁部は内外面横位の

撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：欠損。丸底と推測。

56 W－5
埋土

　圷

須恵器

①［IL4］

②　3，1

①中粒②良好
③灰色④1／3

鵯輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。

57 W－5
埋土

高台境

須恵器

①12，8

②　4，8

①細粒②良好
③灰白色④3／4

較輔成形。口縁部から体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内

外面軸輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

58 W－5
埋土

大　盤

須恵器

①［18，2］

②　4，4

①中粒②良好
③灰白色④1／4

鵯轄成形。口縁部から体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内

外面軸轄撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。回転糸切り未
調整。

59 W－5
埋土

高台境

須恵器

①［14，0］

②（5，0）

①中粒②良好
③灰色④1／5

鞭轄成形。口縁部から体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至り端部で外反。

内外面轄輔撫で。底部：高台欠損。回転糸切り未調整。

60 W－5
埋土

　蓋

須恵器

①　一
②［2．1］

①細粒②良好
③灰色④1／5

轄韓成形6天井部：平坦。内外面箆調整。摘み：ボタン状摘み。
体部から口縁部：欠損。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高

③長さ④厚さ

①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

61 W－5
埋土

蓋
須恵器

①　一
②［L7］

①細粒②良好　『

③灰色④1／10
軸輪成形。天井部：平坦。内外面箆調整。摘み：リング状摘み。体部から口
縁部：欠損。

自然粕

62 W－5
埋土

長頸壷

須恵器

①　一
②［4．2］

①細粒②良好
③灰色④頸部のみ

轄韓成形。口縁部：欠損。頸部：外面箆調整、内面撫で。胴部から底部：欠・
損。

63 W－5
埋土

壷
須恵器

①　一
②［6，8］

①細粒②良好
③灰色④1／12

口縁部から胴部上位：欠損。口縁部に3本1単位の櫛状の工具による波状文
を施す。輻輔撫で。胴部1球形。胴部中位から底部二欠損。

64 W－5
埋土

　壷
．須恵器

①　一
②［6．4］

①細粒②良好
③暗灰色④1／12

口縁部から胴部上位：欠損。胴部：球形。内外面轄輔撫で。胴部中位から底
部：欠損。

65 W－5
埋土

丸　瓦 ③（12．3）

④　2．5

①細粒②良好
③灰色④1／！0

行基葺式か。凹面：布目。凸面＝横位の撫で。側部面取り2面。煤付着。
二次被熱。

酸化焔焼成

66 W－5
埋土

平　瓦 ③（17．0）

④　2，7

①細粒②良好
③褐灰色④1／8

凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り2面。広端部面取り2面。、煤付
着。二次被熱。

酸化焔焼成

67 D－2
埋土

圷
土
師
器

①1L8
②　4。3

①中粒②良好
③榿色④7／8

口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。口縁部は内外面横

位の撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。・底部：平底。器肉が厚い。

68 D－2
埋土

圷
土
師
器

①［12，4］

②　3，4

①中粒②良好
③明褐色④1／2

口縁・体部二内轡で立ち上がり、口縁部で僅かに外傾。口縁部は内外面横位

の撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：平底。

69 D－2
埋土

　圷
・土師器

①［13．2］

②　3．6

①中粒②良好
③榿色④1／2

口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。口縁部は内外面横

位の撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。底部：平底。

70 D－2
埋土

圷
須恵器

①13，1

②　3，5

①中粒②良好
③灰色④4／5

轄櫨成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

鞭轄撫で。底部：回転糸切り未調整。全体的に歪んでいる。

71 D－2
埋土

圷
須恵器

①［13．0］

②　3．6

①中粒②良好
③灰白色④2／5

軸輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

轄櫨撫で。底部：回転糸切り未調整。

72 D－2
埋土

高台境

須恵器

①［12，0］

②　4，8

①中粒②良好
③灰白色④1／3

較輔成形。口縁部から体部1＝内轡気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至る。

内外面轄輔撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸切り再調
整。

73 D－2
埋土

蓋
須恵器

①［17．2］

②　3．0

①細粒②良好
③灰白色④1／2

轄櫨成形。天井部：平坦、肉厚。内外面箆調整。摘み：リング状摘み。体
部：外傾。口縁部：短く直立。

74 D－2
埋土

壷
須恵器

①　一
②［17，1］

①細粒②良好③灰色
④口縁部のみ欠

軸輔成形。口縁部：欠損。胴部：上位に膨らみをもつ。内外面鵯輔撫で調整。

底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸切り再調整。

75 D－2
埋土

鎌
鉄
製
品

①最長15，1②最大幅　Ll
③最大厚0．4④遺存度　完形

茎部断面方形状を呈している。銃化している。

76 D－3
埋土

圷
土
師
器

①［12．0］

②　3，6

①中粒②良好
③にぶい榿色④1／2

口縁・体部：外傾で立ち上がり、体部中位から口縁部にかけて外反、端部で

短く直立。口縁部は内外面横位の撫で。体部は外面斜位の箆削り、内面撫で。
底部：平底。

77 D－3
埋土

紡錘車

土師器

①径　5。8②孔径1，2
③最長6．0④重さ30，0
⑤石材　　⑥遺存度ほぼ完形

扁平。圷の底部を再利用。上面・下面共に撫で調整。

78 1－1
埋土

圷
土
師
器

①［12．0］

②　3．7

①中粒②良好
③榿色④1／3

口縁・体部1内攣で立ち上がり、口縁部で短く直立。口縁部は内外面横位の

撫で。体部は外面箆削り、内面撫で。底部：平底気味。器肉が厚い。

79 X153Yll1
カワラケ

須恵器

①　9．0

②　2，6
①細粒②良好③にぶ
い穫色④ほぼ完形

轄輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。

酸化焔焼成

80
X153Y111 圷

土
師
器

①10。4

②　3．2

①中粒②良好
③榿色④1／2

口縁・体部：内攣で立ち上がり、口縁部で直立。変換点に稜有。口縁部は内

外面横位の撫で。体部は外面横位・斜位の箆削り、内面撫で。底部：丸底。

小振り

81
X153Y111 圷

須恵器

①13，2

②　3．7

①細粒②良好
③灰色④3／4

鞭輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面軸轄撫で。

底部：回転糸切り未調整

82
X153Yl11 圷

須恵器

①13．8

②　3，5

①中粒②良好
③灰色④7／8

轄輪成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至り、端部で短く外反。

内外面軸櫨撫で。底部1回転糸切り未調整。

83
X153Yl12 カワラケ

須恵器

①　9。2

②　2．2

①粗粒②良好
③明褐灰色④2／3

鵯輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、そのまま口縁部に至る。内外面

軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。
酸化焔焼成

84
X153Y112 カワラケ

須恵器

①　8．8

②　2．0

①中粒②良好
③にぶい榿色④3／4

轄輔成形。口縁・体部：外傾で立ち上がり、口縁部に至る。内外面較輔撫で。

底部：回転糸切り未調整。
酸化焔焼成

85
遺構外

鎌
鉄
製
品

①最長（6，8）②最大幅3。3
③最大厚　0．3④遺存度1／5

刃両端部を欠損。銃化が著しい。

86
遺構外 臼　玉

石　製

模造品

①径　0．8　②孔径　　0，3

③長さ　0。9　④重さ　1，2

⑤石材滑石⑥遺存度完形

上下面は加工が不完全。側面は研磨されている。

注）①層位は、r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」＝床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につい

　　ては「竈」と記載した
　②口径、器高の単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（LO～L9㎜以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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3　元総社小見内V【遺跡B区

（1）竪穴住居跡

　（住居跡の出土遺物の項目については、遺構の重複からどの住居跡の遺物か特定できないものがあるため、所

属する住居跡が特定でき本報告書で図示した遺物のみの記述とした。）．

H－1号住居跡（Fig．35、PL．一）

位置
形状等

床面
　竈

重複

時期

遺物

X126・127、Yl50グリッド　主軸方向　　（N－2◎一E）．面　積　2．08㎡

床面のみの検出に加え、大部分が調査区外のため全容は不明である。東西L40m、南北1．65mを測る。

全体的に平坦な床面。

調査区外のため検出されず。

なし。

時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

なし。

H－2号住居跡（Fig．35、PL．一）

位置
形状等

床面
　竈

重複

時期

遺物

Xl27、Y149グリッド　主軸方向　　（N－50◎一W）　面　積　L27㎡

床面のみの検出に加え、大部分が調査区外のため全容は不明である。東西1．60m、南北L64mを測る。

全体的に平坦な床面。所々に堅緻な床面を検出。

調査区外のため検出されず。

なし。

時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

総数1点。

（2）掘立柱建物跡

　掘立柱建物跡は4棟検出されているがどれも部分的な検出であり、可能性あるものとしておきたい。

B－1号住居跡（Fig．35、PL．11）

位　置　Xl27、Y142～144グリッド　主軸方向　　（N－100－E）　面　積　部分的な検出のため測定不能。

形状等　直線的な検出のため、形状は不明。南北7．5mを測る。

柱　穴　P　l（長軸×短軸×深さ、形状：（122）×（76）×16cm、円形と推測される。）、P2（長軸×短軸×深さ、形

　　　状：130×118×34．5cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：103×78×46cm、楕円形）の3基を検

　　　出した。柱間寸法は南北：P1－P2で3．2m、P2－P3で3．1mである。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間Bl108年）を含むことから12世紀以降であると考えられる，

B－2号住居跡（Fig．35、PL．l　l〉

位　置　Xl26・127、Y140～142グリヅド　主軸方向　（N－43蒐W）　面　積　8．03㎡

形状等　部分的な検出のため形状は不明。東西（2．40）m、南北3．30mを測る。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：45×40×29．5cm、円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：32×28×27．5

　　　cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：42×36×19．5cm、一円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状
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　　　　：49×46×20．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：56×50×25．5cm、円形）の5基を検出した。

　　　柱間寸法は東西：P2－P3でL4m、Pl－P5で2．3m、南北：P3－P4でL34m、P4－P5で2．Omである。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間Bl108年）を含むことや柱間寸法が不揃いであることから12世紀以降と考え

　　　られる。

B－3号住居跡（Fig．36、PL．l　l）

位　置　Xl24～126、Y140・141グリヅド　主軸方向　　（N－37。一W）　面　積　22．01㎡

形状等　（長方形）。東西［4．10］m、南北［3．151m、部分的な検出である。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：40×38×25cm、円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：50×37×29．5

　　　cm、楕円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：27×26×57cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形状

　　　　：45×40×29．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：52×50×25．5cm、円形）、P6（長軸×短軸

　　　×深さ、形状：42×37×33．5cm、円形）の6基を検出した。柱間寸法は東西：P4－P5で2．32m、南北：

　　　P　rP2で1．72m、P2－P3でL75m、P5－P6で2．33mである。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しく、不明である。

B－4号住居跡（Fig．36、PL，11）

位置X122～124、Y140・141グリッド　主軸方向　（N－500－E）　面積9．81㎡

形状等　部分的な検出のため不明。東西（5．40）m、南北［3．50】m、部分的な検出である。

柱　穴　P1（長軸×短軸×深さ、形状：93×50×44．5cm、楕円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：87×76

　　　×43cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：73×67×33．5cm、円形）、P4（長軸×短軸×深さ、形

　　　状：（63）×40×34cm、円形）の4基を検出した。柱間寸法は東西：P2－P3で2．8m、P3－P4で（2．7）m、

　　　南北：P1－P2で3．Omである。

時　期　埋土や出土遺物からの時代判定は難しく、不明である。

（3）溝　　跡

w－1号溝跡（Fig．37、PL．12）

位置Xl21、Y140・141グリッド　主軸方向　（N－21。一E）

形状等　U字形。

時　期　As－B軽石（浅間BlIO8年）を含む埋土が底部からも検出され、出土遺物からも中世以降と考えられ

　　　る。

遺　物総数15点。

w－2号溝跡（Fig．37、PL．12）

位　置　X120～122、Y140・141グリヅド　主軸方向　　（N－47。一W）

形状等U字形。

時　期　セクションから溝が埋没した後に上位層にAs－B軽石純層（浅間BUO8年）が堆積したことが確認で

　　　き、1108年以前に構築されたものであることが判明した。

遺　物　総数97点。そのうち須恵カワラケ1点、高台境1点を図示した。
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備　考　本遺構の主軸方向はW－3号溝跡の主軸方向とほぼ同じくし、両脇に柵列と思われる柱穴を伴うこと、

　　　確認面のレベルがほぼ同位であることや下位層に砂利の水性堆積層があり、ともに水路としての機能が

　　　想定されるなど類似する点が多いことから、同一のものである可能性がある。また、A－1号道路状遺

　　　構は本遺構とほぼ並行して走向しており、本遺構は通路を伴う溝であったと考えられる。

　　　　また、本遺構を掘り込んで土坑墓が設けられ、わずかに粉骨が検出された。本遺構から出土した須恵

　　　カワラケは副葬品と思われ、時代的には11～12世紀代と考えられる。

w－3号溝跡（Fig．38、PL．12）

位　置　Xl26・127、一Y145・147グリッド　主軸方向　　（N－47◎一W）

形状等U字形。

時　期　セクションから溝が埋没した後に上位層にAs－B軽石純層（浅間BIlO8年）が堆積したことが確認でき、

　　　1108年以前に構築されたものであることが判明した。

遺　物　総数81点。そのうち須恵圷1点、右偏行唐草文の軒平瓦1点を図示した。

備　考　本遺構の主軸方向はW－2号溝跡の主軸方向とほぼ同じとし、両脇に柵列と思われる柱穴を伴うこと、

　　　確認面のレベルがほぼ同位であることや下位層に砂利の水性堆積層があり、ともに水路としての機能が

　　　想定されるなど類似する点が多いことから、同一のものである可能性がある。

（4）土坑・ピット・井戸跡

　土坑・ピットについては、Tab．14土坑・ピヅト・井戸跡計測表（P．41）を参照のこと。

1－1号溝跡（Fig．41、PL．12）

位置Xl22・123、Yl41グリッド

形状等　円形。長軸157cm、短軸146cm、確認面からの深さ　（308）cmを測る。井戸の側壁は石や粘土で固められ、

　　　非常に堅固である。

時　期　埋土にAs－B軽石（浅間BIlO8年）が含まれることから、12世紀以降と考えられる。

遺物総数3点。

（5）道路状遺構

A－1号道路状遺構（Fig．37、PL．一）

位置Xll9～121、Y140・141グリッド　主軸方向　（N－120。一E）

形状等　道路使用面と考えられる非常に堅緻な面を南北方向に幅60cm程度にわたって検出した。

時　期　本遺構はW－2号溝跡と主軸方向をほぽ同じくし、平行して検出されたことから、溝に伴うものと考え

　　　られる。W－2号溝跡がセクションにAs－B軽石純層（浅間BllO8年）の堆積を検出し、1108年以前の

　　　ものであると考えられることから、本遺構も同時期のものであると推測される。

遺物　なし。

（6）不明遺構

1号不明遺構（Fig．41、PL．一）

位　置　X126・127、Y142グリヅド　主軸方向　　（N－120－E〉
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形状等　平面形は中央に島を持つドーナツ状を呈し、断面はU字形である。

床　面　全体的に平坦な床面。周溝より馬歯と思われる少量の骨片を検出。

・時期　埋土にAs－B軽石（浅間Bl108年）を含むことから、12世紀以降と考えられる。

遺物なし。

備　考　出土遺物もなく、その性格は不明である。

（7）グリッド等出土遺物

総数270点を検出、そのうち平瓦1点を図示した。

Tab．12　元総社小見内VI遺跡B区　住居跡一覧表

遺構名 位　　　置 主軸方向 規模（m） 壁現高 面積 竈 主な出土遺物

東西×南北 （cm） （㎡） 位　置
　　l　　　l
土師器i須恵器iその他
　　　i　　　　i

H－1 Xl26・127、Y150 N－　2。一E L40×L65 一
2．08

一
i　　　i
l　　　i
i　　　i

H－2 Xl27、Y149 N－50。一W 1．60×1，64
一

1．27
一

i　　　i
i　　　i
l　　　i

Tab．13、元総社小見内V［遺跡B区　溝跡計測表

遺構名 位　　　置 主軸方向 最大幅（m〉 長さ 深　さ
底面

レベル差 断面形

上幅 下幅 （皿） （m） （m）

W－1 X121、Yl40・、141 N－21。一E L60 O．62 5．0 O．58 0．19 u字形

W－2 Xl20～122、Yl40・141 N－47。一W 1．50 0．40 6．4 0．72 0．41 u字形

W－3 Xl26・127、Yl45～147 N－47。一W 4．80 0．17 6．25 O．62 0．06 u字形

Tab．14　元総社小見V【遺跡B区　出土遺物観察表
番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

③最長④最厚

1 W－2 カワラケ ①　5，8 ①中粒②良好 轄韓成形。口縁・体部：やや攣曲気味に立ち上がり、口縁部に至り、端部で 酸化焔焼成

埋土 須恵器 ②　3，0 ③にぶい榿色④完形 直立。内外面較輔撫で。底部＝回転糸切り未調整。内外面煤付着。

W－2 高台境 ①13，4 ①細粒②良好 鞭輪成形。口縁・体部：攣曲して立ち上がり、外傾した口縁部に至り、端部 酸化焔焼成
2

埋土 須恵器 ②　5、3 ③榿色④ほぼ完形 で外反。内外面輔輔撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼付。回転糸
切り未調整。

3 W－3 圷 ①［9，8］ ①細粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：攣曲気味に立ち上がり、口縁部で外傾。内外面轄輔
埋土 須恵器 ②［3，1］ ③灰色④1／3 撫で。底部＝欠損。丸底と推測。

W－3 軒平瓦 ③（14，5） ①細粒②良好 瓦当匠は右偏行唐草文。主葉と支葉、外区に珠文を上下に配する。鍔は無鍔 酸化焔焼成
4

埋土 ④　4，0 ③灰黄褐色④1／9 に近い。凹面：布目後擦り消し。凸面：撫で。 宇瓦。国分

寺創建期瓦

注〉①層位は、r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出につい

　　てはr竈」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（LO～L9㎜以下〉、粗粒（2，0㎜以上〉とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．15　元総社小見内V【遺跡B区　土坑・井戸跡・ピット計測表

遺構名 位　　　置 規　模（cm〉 形状
遺物
総数

遺構名 位　　　置 規　模（cm） 形状
遺物
総数

長軸 短軸 深さ 長軸 短軸 深さ

1－1 Xl22・123、Y141 157 146 （308） 円形 3 P－23Xl25、Yl40・141 （65） 52 19 円形

D－1
Xl26・127、

Y140・141
178 100 20 長方形 P－24Xl25、Y140・141 61 52 16 楕円形

D－2 X126・Yl41 150 76 13 隅丸
長方形 P－25Xl25、Y141 52 50 35．5 円形

D－3 Xl27、Y141・142 235 82 21 長方形 P－26X127、Y145 60 58 31．5 円形 3

D－4 X127、Yl42 180 98 25 隅丸
長方形 P－27Xl26、Yl41 34 32 25．5 円形

D－5 Xl27、Yl43 270 98 39 隅丸
方形 P－28Xl25、Yl40 56 52 32 円形

D－6 Xl27、Y149・150 112 90 37．5
隅丸
方形 P－29Xl25、Yl40・141 67 60 35 円形

P－1 Xl27、Yl40 60 55 22．5
隅丸
方形 P－30X125、Yl41 62 60 34 円形 3

P－2 X127、Yl40 40 37 21．5
隅丸
方形 P－31Xl25・126、Yl40 84 60 29．5 楕円形

P－3 X126、Yl42 （50） （20） （18） 不定形 P－32Xl26、Yl40 92 60 38．5 楕円形

P－4 X122、Y140・141 86 62 38 楕円形 P－33Xl26、Yl40・141 86 86 37．5 円形

P－5 X122、Yl41 70 60 57 円形 P－34Xl26、Yl41 37 34 33．5 円形

P－6 Xl22・123、Yl41 82 64 44 楕円形 P－35Xl27、Y145 56
　　’

53 22 円形

P－7 Xl26、Yl43 58 50 34 楕円形 P－36X126、Yl41 34 32 25 円形

P－8 Xl23、Yl40 72 70 40．5 円形 P－37Xl26《Yl41 36 34 31．5 円形

P－9 Xl23、Y140 451 40 26 円形 レ38 X126、Y141 36 34 26．5 円形

P－10Xl23、Yl41 40 40 39 円形 P－39X126、Yl41 54 44 31 楕円形

P－ll X127、Yl44 82 80 66．5 円形 P－40Xl26、Yl4r 38 36 25 円形

P－12X123、Y141 58 52 24 隅丸
三角形 P－41X126、Yl41 36 35 34．6 円形

P－13
X123・124、

Yl40・141
100 100 36 円形 P－42X127、Yl47 50 46 37 円形

P－14Xl23、Yl41 44 42 38 円形 P－43Xl27、Yl41 96 86 29．5 円形

P－15X124、Yl40 47 42 28 円形 P－44Xl27、Y147 34 29 42．5 円形

P－16Xl24、Y141 86 78 15．5 円形 P－45Xl26、Yl41 28 28 17．5 円形

P－17Xl27、Yl42・143 88 75 25．5 円形 P－46Xl27、Yl47 48 38 45．5 円形

P－18X124・125、Yl40 84 58 30．5 楕円形 P－47Xl27、Yl41 （100） （50） 22．5
（隅丸

方形）

P－19Xl24・125、Y140 80 62 22 楕円形 P－48X127・128、Y142 （70） （44） 28．5 （円形）

P－20X126、Yl41 38 32 40 円形 P－49Xl27、Yl47 24 22 43 円形

P－21 Xl25、Yl40 50 37 25 （円形）

P－50X127、Y142 112 96 13 円形

P－22X125、Yl40 66 46 20．5 楕円形 P－51｝q27、Y149・150 55 49 26．5 円形
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VI考 容
示

　今年度で4年目を迎えた前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査は、元総社

小見内M遺跡を便宜的にA区とB区に分け、元総社小見V遺跡を含めて3箇所の調査区になる。調査の結果、竪

穴住居跡36軒（うち3軒が縄文時代の竪穴住居跡）、竪穴状遺構1軒、掘立柱建物跡9棟、溝跡8条、・井戸跡3

基、土坑22基、落ち浴み1基、畠跡2箇所を検出することができた・出土遺物をみると・諸磯c式期を中心とす

る縄文時代前期の土器片や石器から古墳時代・奈良時代・平安時代の土器片に至るまでの広い時期に渡ってい

る。中でも、9世紀初頭から10世紀後半にかけての遺物が、殆どの割合を占めていた。本遺跡は国府推定域の北

西側に位置し、調査区の北西側には国分僧寺、北側には国分尼寺が隣接する地域である。ここでは元総社蒼海遺

跡群で適用されている従来の時期区分に従い、1期（～7世紀前半、律令期以前）、II期（7世紀後半～10世紀

初頭、律令期）、皿期（10世紀前半～、律令期以後）の3期に大別して、竪穴住居・溝・竈構築材採掘痕につい

て述べたい。また今後、今回の調査結果を周辺遺跡の調査事例と合わせ、より詳細な総社・元総社地区の歴史解

明に寄与したい。

1　竪穴住居について

（1）縄文時代

　元総社小見V遺跡では3軒の縄文時代の竪穴住居跡と落ち込みを検出した。出土した遺物は、縄文時代前期後

半の諸磯c式から中期前半の焼町式、勝坂式、中期後半の加曽利E3式、後期初頭の称名寺1式までバラエティ

ーに富んだ土器片が出土した。

　J－1号竪穴住居跡と」一2号竪穴住居跡は加曽利E2・E3式の深鉢等が出土し、縄文時代中期後半のもの

であることが判明した。」一1号竪穴住居跡は、東側が調査区域外のため一部分のみの検出となった。確認範囲

で、壁現高43．5cm、面積約4．43㎡である。円形を呈する竪穴住居跡で、炉は検出されなかったが、おそらく調査

区域外の東側であると考えられる。この住居跡からは加曽利E2式の深鉢（出土遺物観察表Nd、Fig．42）をは

じめとする土器・石器が928点出土している。J－2号竪穴住居跡は、径約3，6mの円形を呈する住居で、炉は確

認できなかった。この住居からは加曽利E2式の深鉢、耳栓（出土遺物観察表NQ24、Fig．43）、石鎌等が検出され

た。この耳栓と類似したものがr上野国分僧寺・尼寺中間地域」からも出土している。J－3号竪穴住居跡は、

J－2号竪穴住居跡と重複しており、住居規模は長軸推定5．75m、短軸推定3，67mを測り、隅丸の長方形を呈して

いる。炉は検出されなかった。この住居はその形状等から考えると、縄文時代前期のものであると推測される。

　調査区南側の落ち込みからは、縄文時代の土器片や石器等が1，744点出土している。この中には、黒曜石片が

154点（重さ183g）も含まれている。確認範囲で、規模は長軸10．23m、短軸7．14mを測り、楕円形を呈している。

覆土は黒褐色土が主体を占めている。底面はほぼ水平で、壁はほぽ垂直に立ち上がっており、壁高は97．5cmを測

り、非常に掘り込みの深いものである。柱穴は大きいもので7個、小さいもので13個検出されている。この検出

された柱穴をみると、地山（総社砂層）を掘り込んでおり、穴の配置、穴の大きさ等からこの落ち込みには、縄

文時代の竪穴住居跡があった可能性が高いと考えられる。しかも、縄文時代前期後半の諸磯c式の土器片、中期

前半の焼町式の土器片、中期後半の加曽利E2式土器片等が出土していることから考えると、少なくても時代の

異なった3軒の住居が存在していたことも推測される。

　昨年度調査を実施した元総社小見II遺跡でも縄文時代中期の竪穴住居跡が2軒検出されており、また今年度調

査を実施した元総社小見IV遺跡からも縄文時代中期の竪穴住居跡が2軒検出されていることから、関連する集落
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である可能性が高い。この調査区は西側を染谷川、東側を牛池川に挟まれた台地上の陽当たりの良い土地の一画

である。近隣の耕作地では、土器や石器なども採集されており、この地で当時どのような集落形成が成されてい

たかについては、今後の調査に期待したいところである。

（2）古墳時代から奈良・平安時代

元総社小見V遺跡、元総社小見内VI遺跡A区における1期・II期・皿期に大別した竪穴住居について述べたい。

　初めに1期では、元総社小見V遺跡からは5軒（うち3軒は縄文時代）、元総社小見内VI遺跡A区からは1軒の

みの検出であったことが、時期別竪穴住居跡の軒数（Tab．16）や時代別の竪穴住居跡配置図（Fig．6）からも分

かる。この中で特徴のある元総社小見V遺跡H－7号竪穴住居跡は西側が調査区域外のため、・一部分の確認では

あるが、平面形状は方形と推測され、炉は検出されなかった。壁高は約43．5cmを測る。この住居内からは、ベヅ

ト状遺構（壁面側が一段高い状態）が検出され、石田川式の土師器器台、台付甕が出土し、古墳時代前期（4世

紀後半）のものであることが判明した。住居の床面には炭化材や焼土が散在していることから焼失住居と想定さ

れる。調査区内には同時期の住居はないが、昨年度調査を実施した元総社小見II遺跡から4世紀代の住居が8軒

検出されていることから、関連する集落である可能性が高い。今年度も1期竪穴住居跡の検出数が非常に少なく、

特に6世紀末～7世紀前半の遺構は元総社小見II遺跡を合わせても5軒のみの検出となった。これらの調査結果

は、過去2年間調査を実施した国府推定域北東側の調査同様、国府成立前には国府周辺には大きな集落は形成さ

れていなかったという見解の更なる裏付けとなった。

　次にH期では、元総社小見V遺跡からは5軒、元総社小見内M遺跡A区からは2軒のみの検出であったことが、

時期別竪穴住居跡の軒数（Tab．16）や時代別の竪穴住居跡配置図（Fig．6）から分かる。

元総社小見V遺跡からは8世紀代の住居は検出されなかった。H－3号竪穴住居跡は、平面形状は長方形で、

竈は東壁中央南寄りに配置される。長軸は4．2m、短軸は3．06mであり、凝灰岩質砂岩の加工材を袖石や天井石に

用いていた。出土遺物から考えて、これは9世紀中葉の住居であろう。H－5号竪穴住居跡は、壁現高約27．5cm

で、竈が東壁中央南寄りに付設され、壁面を掘り込んで構築していた。出土した土師器圷、大盤、甕、須恵器圷、

蓋、皿等の遺物から9世紀初頭の住居であると考えられる。この住居の竈には国分寺瓦が使用されていた。国分

寺周辺から発見される平安時代の竪穴住居跡は、破損し葺き替えられた国分寺の瓦を竈の構築材として再利用し

ている例が数多く見られる。この住居内からも瓦片が200点出土した。その中には、完形の平瓦（出土遺物観察

表Nα51、Fig．45）、ほぼ完形の玉縁式丸瓦（出土遺物観察表Nα52、Fig．46）も含まれていた。この他にも完形に

近い平瓦2点も含まれていたことを考えると、この住居は国分僧寺・尼寺の補修・修理を担当する職人など瓦を

簡単に持ち出せる立場の人たちと関連の深いものではないかとの見方もできる。

　元総社小見内VI遺跡A区からも8世紀代の住居は検出されず、9世紀中葉のH－1号竪穴住居跡1軒のみであ

った。

　7世紀後半から8世紀後半にかけて、国府創建期以前の竪穴住居跡は、元総社小見V遺跡、元総社小見内VI遺

跡A区・B区のどの調査区からも1軒も検出されなかったが、元総社小見内V［遺跡A区から北西約170m先の

元総社小見内皿遺跡A区からは、8世紀代の住居が5軒検出され、更にその中の1軒からは公共の施設であっ

たことも推測される程の多数の土師器圷が出土している。こうした極近い場所での住居の存在から比較してみて

も、今回住居の検出が認められなかった元総社小見V遺跡、元総社小見内V［遺跡A区・、B区の地区は、推定さ

れている国府域の縁辺にあたり土地利用上の規制が及んでいたことが想定される。今回の調査だけでは、根拠と

なる資料が少なく断定はできないが、この付近に当時、居住域とそうでない地域（居住が許されなかった地域）

との境界線があったのではないかと推測される。今後更なる調査によってこの地域周辺のそうした区画の実態が

明らかになることを期待したい。

　最後に皿：期では、元総社小見V遺跡からは2軒、元総社小見内M遺跡A区からは6軒の検出であったことが、
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時期別竪穴住居跡の軒数（Tab．16）、時代別の竪穴住居跡配置図（Fig．6）より分かる。

　元総社小見V遺跡からは2軒のみの検出であった。このうち特徴のあるH－11号竪穴住居跡は、調査区西側が

調査区域外のため一部分の確認に至った。竈は東壁南寄りに付設され、竈の両袖と支脚には自然石を用いていた。

壁現高約35・5cm・長軸4・33m・短軸は確認範囲でL18mを測る・また竃の南側には貯蔵穴が確課され・この中から

須恵器3点、高台境2点、羽釜の土器片が出土した。この出土遺物から10世紀後半の住居であると考えられる。

もう一つのH－9号竪穴住居跡からは、須恵器圷・高台塊、灰粕陶器皿・高台境が出土し、10世紀中葉であると

考えられる。

元総社小見内VI遺跡A区からは6軒検出された。H－8号竪穴住居跡で、平面形状はほぽ方形で、長軸は2．85m、

短軸は2，68mを測る。竈は東壁中央に配置され、黒褐色粘土質で構築され、焚き口に懸架石として使用されてい

たとみられる凝灰岩質砂岩が出土している。また竃の煙道は燃焼部からほぼ水平に長く延ぴ東側め調査区域外

に達していた。この住居は、出土した土師器甕等の遺物から10世紀後半のものと判明した。H－18号竪穴住居跡

からは竃の補強に転用された瓦9点が出土した。このうち、ほぼ完形の行基葺式丸瓦（出土遺物観察表Nα29、

Fig．60）と文字瓦（出土遺物観察表NQ25、Fig．59）が含まれていた。平瓦凸面にr多」と押印（刻印）された文

字が検出された。このr多」と類似したものが、上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中問地域からも出土してい

る。r史跡上野国分寺跡」報告書によれば、r多」は多胡郡を示すとみられる。これはおそらく多胡郡（現在の吉

井方面）で生産され、持ち込まれた瓦と考えられる。これら瓦に書かれた文字は、瓦に関わった地域や人々を明

らかにするもので、当時の地域社会の様相を知る上でも非常に重要な意味をもっている。

　　Tab．16　時期別の竪穴住居跡の軒数

時期区分 1　期 II期 皿　期

4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀 10世紀 11世紀

中以

葉前
後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中
葉

後
半

前
半

中以

葉降

小見V遺跡 縄文3 1 一 圏 1 一 閣 一 一 幽 一 一 一 閣 3 1 1 廟 1 1 一 －

小見内VI遺跡A区 一 一 一 － 一 一 一 － 暉 1 一 一 一 圏 一 1 － 1 1 3 1 一

　別の観点から、検出された皿期の住居をみてみると、元総社小見内V［遺跡A区については、全ての竪穴住居の

残存状況は悪く、住居上部は削平されていた。また遺構確認面の上にB軽石（浅間Bテフラ1108年）混じりで川

砂を多量に含んだ暗褐色土層が約80cmほど調査区全体に堆積していた。更に遺構内の微地形は北から南に向かっ

て次第に低くなっており、地山の土層は調査区北側は、黄褐色の砂質土で覆われ、南側は黒褐色の粘質土が厚く

堆積している。これらのことを併せて考えた時、調査区北側約llOm先を流れる牛池川の氾濫等、自然災害がこ

の地に起きていたと想定できないだろうか。

　以上、竪穴住居の残存状況が悪いことと検出資料が少ないことを踏まえて考えても、過年度の調査同様、元総

社小見V遺跡、元総社小見内VI遺跡A区・B区の竈の方向や住居の主軸方向などに規格に統一性がないことから、

この頃は国府機能の衰退と共に規制が緩和され、縁辺部の集落構造が変質したことが想定されるのではないか。

2　溝について
　今回の調査では、国府に直接関連すると思われる遺構は検出されなかったが、国府・国分寺造営に伴う地割り

に関連するとみられる溝跡が検出された。まず初めに、元総社小見内VI遺跡A区W－2・3・4・5号溝跡につ

いて、W‘2号溝跡の規模は、上幅1．36m、下幅1．14m、深さ0．6m、確認全長6．35mを測る。断面形は逆台形。

W－3号溝跡の規模は、上幅1．18m、下幅0．9m、深さ0。6m、確認全長6．32mを測る。断面形は逆台形。W－4号
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　Fig．6　時期別の竪穴住居跡配置図
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溝跡の規模は、上幅1．8m、下幅0．5m、深さ0，65m、確認全長24．6mを測る。断面形は逆台形。W－5号溝跡の規

模は、上幅L4m、下幅0．8m、深さ0．91m、確認全長27．3mを測る。断面形はこれも同じく逆台形。今回確認され

たこのW－4・5号溝跡は、昨年度調査を実施した小見内皿遺跡3区のW－3・4、号溝跡に繋がり、更に北側の

12区のW－3号溝跡につながると考えると、全長91．3mになる。また、W－4・5号溝跡の走行方位は、N－

10。一Wを示し、W－2・3号溝跡の走行方位は、N－80。～83。一Wを示すことから、それぞれの溝を延長してい

くと直交する可能性が高いと思われる。これらの溝は水が流れた形跡がないことから、当時の土地を分ける区画

の役割を果たしていたと考えられる。W－2・3・4・5号溝跡共に、覆土にFP、C軽石を含んでいたが、B

軽石は含まれておらず、このことから1108年以前の埋没であると考えられる己また、溝が埋没した後に10世紀後

半の竪穴住居跡が確認されていることから、10世紀中頃までには、溝としての機能は失われ、硬化面が数枚確認

されたことから、道として利用されていたと推測される。このことから、区画のための溝として機能していたの

はおそらく、10世紀中頃以前の国府が機能していた頃と考えられる。

次に、元総社小見内VI遺跡B区W－1・2・3号溝跡について、このW－1号溝跡の規模は、上幅L6m、下幅

0．62m、深さ0．58m、確認全長5．Omを測る。断面形はU字形。2号溝跡の規模は、上幅1．5m、下幅0．4m、深さ

0．72m、確認全長6，4mを測り、断面形はU字形である。北壁セクション（Fig．37）からW－2号溝跡はW－1号

溝跡より古い溝であり、通路を伴う溝であると考えられる。W－3号溝跡の規模は、上幅4．8m、下幅0．17m、深

さ0．62m、確認全長6．25mを測り、断面形はU字形。また、W－2号溝跡の走行方位はおよそN－47。一Wを示し、

W－3号溝跡の走行方位もおよそN－47。一Wを示すことから、W－2号溝跡はW－3号溝跡につながる可能性が

高いと考えられる。W－2・3号溝跡の下位層には砂利の水性堆積層があることから、水路としての機能が想定

できる。・溝が埋没した後に上位層にB軽石純層（浅問Bテフラ1108年〉が検出されていることから（セクション

から）、W－2号溝跡とW－3号溝跡はllO8年以前に構築された溝であることが判明した。また、W－2号溝跡

南側から溝を掘り込んだ土坑墓が検出された。この土坑墓の平面形態は長方形を呈しており、中から完形の須恵

器の高台椀、カワラケが出土した。これらの出土遺物からll世紀前半頃にはすでに溝としては機能していなかっ

たと考えられる。また、この溝跡と同様な所見が国分尼寺南辺を東西に走る溝跡からも得られている。おそらく

この溝跡も国府・国分寺造営に伴う地割りに関連するものであると考えているが、更に今後周辺の調査に期待し

たい。

3　竈構築材採掘痕について

　元総社小見内VI遺跡A区からは、竪穴住居跡に付設される竈の構築材（凝灰岩質砂岩）を採掘した痕が検出さ

れた。W－4・5号溝跡は当時の人が区画を目的に掘り下げたところ、良質な凝灰岩質砂岩を発見したため、竪

穴住居跡の竈の袖や天井石に利用しようと考えて切り出したのではないかと考えられる。溝縁から縦90cm、横45

cmのサイズで切り出した痕跡を検出することができた。また、溝の中には凝灰岩質砂岩の取り残し痕（何らかの

原因で構築材の切り出しを放棄したもの）や凝灰岩質砂岩を切り出した工具痕も検出された。（Fig．31）竈の構

築に必要な部材は、多くの場合、焚き口部を形成する左右の袖材とこれに架かる天井材が主である。また、支脚

や焚き口部の壁面を補強するために部材を用いる場合がある。構築材（補強材）としては、凝灰岩質砂岩以外に

粘土・土器・瓦・川原石を用いる例は、他の遺跡でもよくみられる。凝灰岩質砂岩を竈構築材に利用したのは、

川原石などに比べて、目的に応じて自由に加工できる点が最大の利点と思われる。また、被熱しても瓦・川原石

のように割れない点も利点である。しかし、瓦・川原石は遺跡地周辺にあるものを採集すればよいが、凝灰岩質

砂岩は採掘場所を選んで採掘するために、時間がかかる欠点もある。

　今までに大規模な竃構築材採掘痕の例としては、県内で3例検出されている。鳥羽遺跡O・L区（財団法人　群

馬県埋蔵文化財発掘調査事業団1990）、大屋敷遺跡皿（前橋市埋蔵文化財発掘調査団1995〉、稲荷塚道東遺跡
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（財団法人　群馬県埋蔵文化財発掘調査事業団2003〉である。

　そこで、本遺跡と過年度に検出された3遺跡の竈構築材採掘痕について比較してみたい。

　最初に採掘場所について（Tab．17）比較すると、4遺跡とも標高120m～125mの間の地点、ほぼ同レベルで採

・掘されている。本遺跡以外の3遺跡は、台地上縁辺部や溝縁、現表土下30cm位で凝灰岩質砂岩層に達するため

（場所によっては凝灰岩質砂岩層が露出している）検出しやすいので、最初から竈の構築材として使用する目的

で切り出したのではないか。本遺跡は、初めは溝を掘る目的で掘り下げたところ、良質な凝灰岩質砂岩が検出さ

れたので、竈の構築材として使用するために切り出したのではないか。このことからみても、本遺跡以外は、明

らかに竈構築材採掘する目的であったのに対し、本遺跡は溝を掘ることが主たる目的だったと想定できる。

　二つ目に採掘した時期（Tab．17）について比べると、4遺跡とも時代にばらつきがみられる。凝灰岩質砂岩を

採掘し始めた時期は大屋敷遺跡が一番早く古墳時代後期頃、次に稲荷塚道卑遺跡が奈良時代、本遺跡も4・5号

溝跡から出土した遺物から、奈良時代頃だと考えられる。しかし一方で、採掘を終了した時期は、溝の覆土上層

にB軽石（浅間BテフラlIO8年）が認められたり、溝埋没後10世紀後半の住居跡が検出されたりしたことから、

鳥羽遺跡以外の3遺跡はほぼ同時期の12世紀頃だと推測される。

　　　　　Tab．17　採掘時期・場所・方法（採掘工程）

採　掘‘時　期 採　　掘　　場　　所 採掘方法　（採掘工程）

小見内VI遺跡 8世紀後半以前～

10世紀中頃

標高約123m
溝縁、溝の中

まず垂直方向に切り込み、次に

水平方向に切り出す方法。

鳥　羽　遺　跡 7世紀代～ 標高約122m
台地上縁辺部

まず垂直方向に切り込み、次に

水平方向に切り出す方法。

大屋敷遺跡 6堆紀代～12世紀 標高約125m
溝縁

まず垂直方向に切り込み、次に

水平方向に切り出す方法。

稲荷塚道東遺跡 8世紀代～12世紀 標高約20m
台地縁辺部（溝の両端）

まず垂直方向に切り込み、次に

水平方向に切り出す方法。

　三つ目に検出数・面積・規模・掘り方（Tab．18）について比べると、掘り方（平面形）は4遺跡とも長方形

であった。規模については、鳥羽遺跡と大屋敷遺跡がほぼ同じ大きさであるのに対し、稲荷塚道東遺跡はやや大

きめである。本遺跡はW－4号溝跡北側から検出された工具痕を基に推定し、長軸0．55m、短軸0．23mの長さを

割り出してみた。この数値が正しいとすれば、今回の範囲からはおよそ97基の竈構築材採掘痕が検出された計算

になる。

　今回検出された竈構築材採掘痕から切り出した部材が、実際に遺構内の住居の竈構築材として利用されていた

という確認はなされなかった。また、過去に採掘痕が検出された遺跡でも、切り出した部材の用途については科

学的な証明（直接の証明）は得られていない。

　　　　　　　　Tab．18　検出数・面積・規模・掘り方（平面形）

検出数 面　　積 規　模．（平均値） 掘り方（平面形）

小見内VI遺跡 約97基
（推定）

約14㎡ 長軸0．55m、短軸0．23m
（推定）

長方形

鳥　羽　遺　跡 315基 約211㎡ 長軸O．61m、短軸0．17m 長方形

大屋敷遺跡 42基 約35㎡ 長軸O．64m、短軸0．19m 長方形

稲荷塚道東遺跡 130基 約93㎡ 長軸0．88m、短軸0．36m 長方形
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　元総社蒼海遺跡群調査分布

t①　　 元総社小見v遺跡

　　　　　　元総社小見内VI遺跡（R15）

，＼②

1③
1’

“、④
蕊
園　〆

『

’　一

元総社小見遺跡（H12）

元総社小見III遺跡（H13）

総社甲稲荷塚大道西遺跡・
総社閑泉明神神北II遺跡・
総社甲稲荷塚大道西II遺跡（H13）

厚⑤難羅馨難箋元総社小見内w遺跡（m4）

櫓　元総一遺一）
．，1ヨ1⑦　　 元総社小見III遺跡

＿．　　　　　　　　　元総社草作V遺跡（H14）
ノ

14⑧羅羅灘離朧騰）

⑩

ii元総社小見内VII遺跡（H：15）

元総社小見内VIII遺跡・
総社甲稲荷塚大道西IV遺跡（H15）

Fig．7　元総社蒼海遺跡群とグリッド設定図
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元総社小見V遺跡
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J－1号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4暗褐色細砂層
5　にぶい黄褐色細砂層

6暗褐色細砂層

7暗褐色細砂層

××

O×

O△

O×

○×

△×

○×

A＄B混じる、H卜FP2％、現耕作土。

A＄B混じる、H卜FP5％含む。

As－C2％含む。

ロームブロック含む。

A＄C1％含む。

A魯C2％含む。

A　　］L戸124．7m AU

髪5微％3　4

）

／

／
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㊥
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1
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＼α

＼
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　1

／

1
／
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J－2号住居跡　ベルトセクション

1灰黄褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

3黒褐色細砂層
4褐色細砂層

5　にぶい黄褐色細砂層

6暗褐色細砂層

B　L＝1242m　　　　　　　　　　　　　B

蕊難諺

CL＝124。2m
C’

○×　極小As－C2％含む。

○×　As－C10％含む。

O×　A魯C1％、炭化物1％含む。

O×　ロームブロック多量に含む。

Oム　　ローム漸移層。

○×　A＄C1％含む。

J－2号住居跡　柱穴・土坑　計測表

No。 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P1 円形 62 58 52．5

彪

D　L＝1242m　　　［γ

髪揚

」一3号住居跡　柱穴・土坑　計測表

＼
＼

＼
＼

＼ ／
＼

＼
＼ ＼

＼
／
／

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P■ 楕円形 65 45 54

P2 円形 45 29 69．5

P3 円形 56 53 72．5

P4 円形 62 53 54

＼
＼
＿ ノ

A　L＝124．7m 5
A’

1

　　　　　　2　6

獅磁微須
3
　　4
勿
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形
0 1＝60 2m

％勿

Fig．11　」一1・2・3号住居跡
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H－1号住居跡　ベルトセクション

1灰黄褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

3　にぶい黄褐色細砂層

4暗褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6灰黄褐色細砂層

2　　　　C響

物砺
L＝124．7m

D　　　　l　D響

××　As－B混じる、現耕作土。

○×　As－B混じる、HpFP5％含む。

○×　Hr－FP10％含む。

○△　Hr－FP5％含む。

○△　Hr屯P2％含む。

○×　Hr－FP5％含む。

A
6

3

4

2 　　　　A騨・

5グ←2理牛
H－1号住居跡　竈セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○△　As－C5％、焼土わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C1％、焼土・粘土5％含む。

H－1号住居跡P3セクション
1黒褐色細砂層　　　　　　○×　Hr－FP2％含む。

H－1号住居跡　柱穴・土坑　計測表

もD、

面1

A

醸

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P3 楕円形 49 41 30
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卜
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w
H－2号住居跡　ベルトセクション

1灰黄褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4暗褐色細砂層

5黒褐色細砂層

○×　As－B混じる、現耕作土。

○×　As－B混じる、H卜FP10％含む。

○×　As－B混じる、H卜FP10％、焼土1％含む。

O△　H卜FP5％含む。
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3
勿
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H－3号住居跡　ベルトセクション

1　にぶい黄褐色細砂層

2暗褐色細砂層
3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

○△　Hr－FP5％含む。

○△　H卜FP2％含む。

O×　ローム粒混じる。

○×

H－3号住居跡竈セクション

1　灰黄褐色細砂層

2黒褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4　にぶい黄褐色細砂層

5　にぶい黄褐色細砂層

6黒褐色細砂層

1：60 2m

○△　H卜FP5％含む。

○△　Hr・FP1％含む。

○○　焼土多く含む。

××　黄榿色粘土多量に含む。

○△　　焼土わずかに含む。

○×灰含む。

0 歪＝30 1m

Fig。12　H－1～4号住居跡
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％ 霧

陶

．旦L＝124。7m　　　　　B響

H－4号住居跡　竈セクション

1暗赤褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

㊨

OO　焼土・粘土10％含む。

○×　灰をわずかに含む。

○△　As－C5％含む。

ゆ
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辮撒霧諺

1：60 2m 0

　L＝124．4m

　C　　　C響
　　〃　　　1

2諺
　L＝124．4m

　D　　　D『

　L＝124．4m

　E　　　E’
2参1髪

　　　形

　L＝124．4m

　　F　　 P
　　須1

　2形
L＝124．4m

G　　　　G響

　　　　　　　　　レ124．7m
　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　 旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

織評＿S　・霧〃
2　暗褐色細砂層　　　　　　○△　H卜FP2％含む。

3黒褐色細砂層　　　　　△△　H卜FP1％含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　4

・H－5号住居跡竈セクション　　　　　　　　Bレ12生7m　　　旦
1　にぶい黄褐色細砂層　　O×　H卜FP5％含む。　　　　　　　　　　　　　　　　一

2褐色細砂層　　　　　　　○○　　にぶい黄榿色粘土・焼土含む、炭化物わずかに含む。

3　褐灰色細砂層　　　　　　×△　灰多く含む。

4黒褐色細砂層　　　　　○△　炭化物わずかに含む。

H－5号住居跡P1～P4号　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△△

2　にぶい黄榿色細砂層　　○×　ローム地山。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　4

　　　　　　　　　H－5号住居跡．柱穴・土坑　計測表

1：30 1m

NO． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P1 楕円形 52 40 78．5

P2 円形 46 40 71．0

P3 円形 43 40 72．5

P4 楕円形 30 32 80．5

P5 円形 87 83 23．5 貯蔵穴

Fig．13　H－4・5号住居跡
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H－6号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×

2　にぶい黄褐色細砂層　　O△

H－6号住居跡　竈セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　△△

2　暗褐色細砂層　　　　　　××

3　暗褐色細砂層　　　　　　○△

EpFP2％。
ローム混じる。

H整FP5％、焼土含む。

焼土・灰含む。

HpFP2％、にぶい黄榿色粘土含む。

刈

醸
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醸醸
醸

懸醸
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硲
o＼

鷲

H－7号住居跡　柱穴・土坑　計測表

4

NO． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P3 楕円形 55 44 32

P4 円形 40 35 81

A響

！

o　i

ヨ

o
寸
巽

山

Ol

H－7号住居跡　ベルトセクション

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

A’

絨

××

○×

△△

○×

O△

△△

△O

O△

△×

懸

黙

A象B混じる、H卜FP2％含む、現耕作土。

As－B混じる、HレFP10％含む。

As－C3％、Hr－FP2％含む。

As－C10％、ロームブロック含む。

ロームブロック含む。

As－C1％、ロームブロック、下部に粘土・灰含む。

焼けた粘土・灰含む。

A＄C2％含む。

粘土含む。

3
0 1：60 2m 4

徽彫 形 形
0 1130 1m

Fig。14　H－6・7号住居跡
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H－8号住居跡　竈セクション

暗褐色細砂層　　　　　××

黒褐色細砂層　　　　　△×

にぶい黄褐色細砂層　　O×

暗褐色細砂層　　　　　　O×

暗褐色細砂層　　　　　　○×

黒褐色細砂層　　　　　○△

黒褐色細砂層　　　　　○△

暗褐色細砂層　　　　　　○△

黒褐色細砂層　　　　　○×

H－9住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×

2　黒褐色細砂層　　　　　　○△

H－9住居跡　竈セクション

暗褐色細砂層　　　　　○△

にぶい黄褐色細砂層　　　○○

黒褐色細砂層　　　　　　×△

暗褐色細砂層　　　　　○△

1四

㊨

As－B混じる、Hr－FP2％現耕作土。

As－B混じる、HpFP10％含む。

As－C7％含む。

As－C5％含む。

As－C3％、粘土含む。（竈埋土）

A＄C1％含む。（竈埋土）

焼土・灰少々含む。（竈埋土）

ロームブロック含む。（竈埋土）

A魯Cわずかに含む。

H卜FP10％含む。

H卜FP1％含む。

Hr・FP1％含む。

にぶい黄褐色粘土ブロック含む。

灰20％含む。

A　L昌124．4m 2

勿

A’

2

A　L準124．4m
A’

3

A
！

／切

H－9

A’

！ B　レ124．4m
B騨

彪

0 1：60 2m 0 1：30 1m

Hg。15　H－8～9号住居跡
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H－10号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○×　A＄C15％含む。

2　暗褐色細砂層　　　　　　○△　A餅C1％含む。
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　　　　　　曾

　　　》 便

L＝124．5m　　　Ω：
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P5号　貯蔵穴セクション

　　　○×　As－C7％、HFFP5％含む。

0

　　　　　Aレ124．6m　　　　　　　　　　　　　　　　△

　　　　　彦

　　　　　　　慧　戯

　　避

　　　　　　　　　　　　　　　　旦L＝124．6m　　　　旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　麹l

H－11号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　　××　As－B混じる、現耕作土。

2　黒褐色細砂層　　　　　　△×　HpFP10％含む。

3　暗褐色細砂層　　　　　　O×　As－C7％含む。

4黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C5％含む。

5暗褐色細砂層　　　　　　○△　As－C2％含む。

H－11号住居跡竈セクション
1黒褐色細砂層　　　　　　△△　Hr’FP1％、焼土ごくわずかに含む。

2暗褐色細砂層　　　　　△△　焼土粒・ローム粒わずかに含む。

3黒褐色細砂層　　　　　△O　焼土多量に含む。

4黒褐色細砂層　　　　　△O　灰含む、焼土わずかに含む。

　　　　　H－11号住居跡　柱穴・土坑　計測表

NO． 形状『 長軸（cm）　短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P5 円形 93　　　　　73 29．5 貯蔵穴

1：60 2m 0 1：30 1m

Fig．16 H－10・11号住居跡

一62一



1田

7

醸
　　　陶

結

》

ぐ

H－12

／
∠

／
／

／

ヘ

シ

＼

＼

／

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

⑥

㊧

1
A　L翻124．Om 　　　　　　　　　　A

勿％砺
H－12号住居跡　ベルトセクション
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H－13号住居跡　ベルトセクション

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

××

△×

○×

△△

△×

As－B混じる、H卜FP2％、現耕作土。

A＄B混じる、Hr・FP7％含む。

A＄C5％含む。

As－C2％含む。

As－C1％含む。
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多 2
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笏
0 1：60 2m

Fig。17　H－12・13号住居跡
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　　　2黒褐色細砂層　　　　　△×　As－C10％含む。
　h（　　　　　3　にぶい黄褐色細砂層　　Oム　　ローム漸移層。

4　　1　　　　　　　4褐色細砂層　　　　　　△△　地山。
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l　　　r

照

B－2号　P4セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C15％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　　ローム漸移層。

B－2号　P5セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C15％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

B－2号　P6セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△△

2暗褐色細砂層　　　　　○×　凝灰岩ブロックわずかに含む。

B－2号　P7セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　　○ム　　ローム漸移層。

0 1＝60　　　 2m

Fig．18B－1・2号掘立柱建物跡
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1号畠跡　セクション

1灰黄褐色微砂層　　　　○×

2　にぶい黄褐色細砂層　　　△×

3黄褐色微砂層　　　　　○×

A餅B混じる、現耕作土。

As－B混じる、H卜FP5％含む。

As－C2％含む、ローム粒混じる。

、

Aレ124．3m

畠跡2

勿

1た

、

0 1＝60 2m

Fig．19　1・2号畠跡
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　　9
　　山

OD、

ml

L＝124．4m

1
A 2

A響

3

6

4

5

微
6

O－1号落ち込み　壁セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　××

2黒褐色細砂層　　　　　△×

3　にぶい黄褐色細砂層　　○×

4暗褐色細砂層　　　　　○×

5暗褐色細砂層　　　　　○×

6黒褐色細砂層　　　　　○△

7　にぶい黄褐色細砂層　　O×

8　暗褐色細砂層　　　　　　O×

9黒褐色細砂層　　　　　◎△

10黒褐色細砂層　　　　　◎0

11暗褐色細砂層　　　　　○0

12灰黄褐色細砂層　　　　◎×

13にぶい黄褐色細砂層　　△×

14灰黄褐色細砂層　　　　○×

As－B混じる、HやFP2％、現耕作土。

As－B混じる、HFFP10％含む。

As－C7％含む。（H－8号住居跡埋土）

As－C5％含む。（H－8号住居跡埋土）

As・C3％、粘土含む。（H－8号住居跡竈埋土）

A魯C1％含む。（H－8号住居跡竈埋土）

Hr・FP1％、ローム粒含む。

As－C1％、ローム粒、榿色軽石粒含む。

白色軽石3％含む。

白色軽石2％含む。

白色軽石1％、燈色軽石粒含む、ローム漸移層。

ローム粒2％、白色軽石3％含む。

ロームブロック含む。

白色軽石2％、ローム粒含む。

　　　　　　　　　　　　　　　Fig20

諺

0 1＝60

○

2m

0－1号落ち込み
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L旨124．3m

A　　A曹

膨

勿
　1
霧勿3彪

D－7④
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A甲

形1

勘

　　D－3④

や＠
L篇124．7m

　　2A　　
A’

D－1・④

・θ窒

L＝124．1m
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　2　～

影

㊤

A
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1

A

A7『

2

D－8

㊧
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　　　㊧

A鎗墨
L＝124．3m

A　21A・

L＝124．6m

　　lA　　A’／

諺
④

A
－D－9

L鵬124．4m

ム
A騨

　　勿
D－1号土坑　セクション

1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層

D－2号土坑　セクション

1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

D－3号土坑　セクション

1黒褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

D－4号土坑　セクション

1暗褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

D－5号土坑　セクション

1黒褐色細砂層

○×

1

2形

④

A署

D－11④

ゆ・
L罵124．Om

A　　A’　2

〆き

A D－12
A響

○△　極小As－C多量に含む。

L＝124．1m

A A冒

△△　As－C5％含む。

△×　As－C10％含む。

○△　凝灰岩ブロックわずかに含む。

○△　白色軽石1％含む。

○△地山。

A

L編124．1m

A　　左
　　1勿彪

　　　㊨

△ム　ローム5％含む。

○ム　　ローム漸移層。

P－2④

A◎A
レ124．4m

A　
A蟹

醗
　　D－6号土坑　セクション

　　1暗褐色細砂層
　　2褐色細砂層

　　D－7号土坑　セクション

　　1黒褐色細砂層
　　2黒褐色細砂層

　　D－8号土坑　セクション
　　1　にぶい黄褐色細砂層
　　2褐色細砂層

　　D－9号土坑　セクション

　　1暗褐色細砂層

　　　0

D－13

L＝124．1m

丑

A響

P－3㊨
A◎墨
レ124．3m

A　A’z1
繊

○△　極小As－C1％含む

○×　　ローム漸移層。

△△

○△　極小As－C1％含む。

○△　As・C1％含む。

○×　　ローム漸移層。

2AU

○ム　ロームブロック5％含む。　　1にぶい黄褐色細砂層

1：60　　2m

勿

　臼1勿

　　諺

　P－1号ピット　セクション
　　1暗褐色細砂層　　　　　　△×　As－C1％含む。

　　2暗褐色細砂層　　　　　○ム　　ローム漸移層。

　P－2号ピット　セクション
　　1暗褐色細砂層　　　　　△△　A＄C10％含む
　　2黒褐色細砂層　　　　　○△　白色軽石5％含む。

　P－3号ピット　セクション
　　1暗褐色細砂層　　　　　○×　H卜FP1％含む。

　　2黒褐色細砂層　　　　　△×

D－10号土坑　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△△　径10cmの凝灰岩ブロック、

　　　　　A3C5％含む。
2暗褐色細砂層　　　　　○×　A＄C1％含む。

D－11号土坑　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△△　As－C凝灰岩ブロック10％含む。

2　にぶい黄褐色細砂層　　○×　地山。

D－12号土坑　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×

D－13号土坑　セクション

　　　　○×　ロームブロック多量に含む。
2黒褐色細砂層　　　　　○×　ロームブロック5％含む。

　　　　O△　白色軽石1％含む。
2　にぶい黄褐色細砂層　　○△　地山。

1丑g．21D－1～13号土坑　P－1～3号ピット

　　　　ー67一



元総社小見内VI遺跡A区

Ioマ
　　旨
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　　QO
　　巳

障

＼o A響

愚
lQ

A

B
／

H－1

o

9
／

㊨

H－3

￥Q

L＝121．8m

A

B

∠

鴫
1

一

3

形勿
レ121．8m

2

2

A’

諺

B響

H－1号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　×△

2暗褐色細砂層　　　　　×△

3暗褐色細砂層　　　　　×O

H－3号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　×△

2暗褐色細砂層　　　　　×△

3暗褐色細砂層　　　　　×○

As－C2％、炭化物・焼土粒を含む。

As－C1％、焼土粒を含む。

ロームブロックを含む。

As－C2％、炭化物・焼土粒を含む。

As－C1％、焼土粒を含む。

ロームブロックを含む。

A
イ

レ121．8m
A A’

1

o 撚
2 S

勿
H－1竈

L＝121．8m

B Bl

4

H－3　竈

＼o
ぢ

／

＼ρ・

砦繊
L＝121．8m

C 　　C署
4　　一

旦
＼Ω

H－1号住居跡竈セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△0

2　にぶい黄褐色細砂層　　OO

3　にぶい黄褐色細砂層　　△O

にぶい黄燈色粘土粒少量含む。

にぶい黄榿色粘土主体。

にぶい黄榿色粘土・焼土粒・灰少量含む。

H－3号住居跡竈セクション

黒褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

△×

○×

O×

○×

A3C3％、ローム粒わずかに含む。

粘土粒5％、焼土粒わずかに含む。

粘土ブロック、焼土粒10％、ローム粒2％含む。

灰5％含む。

0 1＝30 1m 0 1：60 2m

Fig．22　H－1・3号住居跡
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＼oロ

ぺ
／

A　L＝121．7m
1

A響

％

纏
2

形 ⑩
！ 1 〆 1

A
／

H－2竈

￥㊤

L＝121．7m

B
∠

　　1　　2　　　　　旦

％薇
H－2号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　粘土ブロック5％、焼土粒3％、炭化物1％含む。

2暗褐色細砂層　　　　　　○△　焼土粒2％、ローム粒2％含む。

H－4

醸

q

懸

＼

1＞

ω

1た

沁 一

マ
旨
一
刈
目

B

i＞

b

B　レ121．6m B響

z

H－5

lQ

1

1≧

2 艦孝

／ ！

B’　　　C　L＝121．6m　　　　cu

ノ　　ー　　　 2　一 H－5号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

！

諺

1

○×現耕作土。

○×　As－B混じる、As－C5％、炭化物粒含む。

○△　As－C7％・H卜FP1％、焼土粒・炭化物含む。

△O　A3C3％、炭化物含む。

○◎　A＄C1％、炭化物・焼土粒含む。

H－5号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

○△　炭化物わずかに含む。

△△　焼土粒10％、炭化物わずかに含む。

△○　炭化物・粘土ブロックわずかに含む。

　1田

醸　7　　け　ω　bQ　　－
　　q　　ヨ

loo

沁

　　ω

熱
　　1辺

A

CL＝1215m　1 C蟹

H－6

C
A曹

ノ

、o

、o

ゆ

C騨

3

〃％
・諺

D　L富121．5m　　　D層

H－6号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C2％・Hr－FP2％、炭化物1％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　△×　As－C1％・H卜FP1％、炭化物ブロック1％含む。

3　暗褐色細砂層　　　　　　O△　As－C3％含む。

H－6号住居跡　竈セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○×　焼土粒わずかに含む。

2暗褐色細砂層　　　　　OO　As・C2％含む。

3黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C5％、焼土粒2％含む。

L＝121．5m

A 2　A’Σ
一

1　　　　　　　　　　13

勿形 勿
0 1＝60 2m　O 1＝30 1m

Fig。23H－2・4・5・6号住居跡
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旧
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t　q
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L篇121．5m

D D’

L＝121．5m

A　　　　　2

膨
A冒

H－7号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　　△×

2　暗褐色細砂層　　　　　　○△

3　黒褐色細砂層　　　　　　○0

4黒褐色細砂層　　　　　○0

5暗褐色細砂層　　　　　×○

H－7号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△

2　黒褐色細砂層　　　　　　△△

3　黒褐色細砂層　　　　　　○0

4黒褐色細砂層　　　　　○○

As－B混じる、現耕作土。

As－C2％・Hr・FP2％、炭化物わずかに含む。

As－B5％・As－C2％・Hr－FP2％含む。

As－C2％・Hr・FP2％、粘土粒2％、炭化物わずかに含む。

粘性強い、As－C2％含む。

As－C2％、粘土粒・焼土粒2％含む。

As－C1％、粘土粒・焼土粒3％含む。

粘土粒2％含む。

粘土粒・焼土粒1％含む。
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§一
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1四

彪
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H－8号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　△×

2　暗褐色細砂層　　　　　△0

3黒褐色細砂層　　　　　△0

4　暗褐色細砂層　　　　　△○

H－8号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○×

2暗褐色細砂層　　　　　OX
3暗褐色細砂層　　　　　○×

A’

As－B混じる、A象C1％、Hr－FP1％以下、炭化物粒含む。

As－C3％・H卜FP1％以下、炭化物粒・焼土粒を含む。

As－C1％含む。

As－C2％、焼土粒含む。

As－C1％、小粒わずかに含む。

焼土粒1％、ローム粒1％含む。

ローム粒3％含む。

レ121．1m
C　　　　　C響

劾

◎　　　　ム

回・

H－8　竈

襲

10・

1四

A’

レ121．4m

A

　　　S

微 繕
A騨

L＝121．4m

B　2　　　　B”

一熱一

H－8号住居跡　柱穴・土坑　計測表

NO． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P2 楕円形 27 28 27．5

0 1：30 1m 0 1：60 2m

Fig．24H－7・8号住居跡
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1 3　　　1　　1　　　1　　　　　　　H－9号住居跡　ベルトセクション

一

2　　2　　　2

　　　一勿％ 撒砺
△ 1黒褐色細砂層　　　　　○○　砂利5％、As－C1％・HFFP1％、炭化物1％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○○　砂利2％、炭化物1％含む。

3黒褐色細砂層　　　　　○O　As－C1％、Hr－FP1％、炭化物1％含む。

　　　　　　　　（A－1号道路跡埋土）

H－9号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　O×　A餅C1％、焼土粒1％、炭化物わずかに含む。

2黒色細砂層　　　　　　　△O　As－C1％。焼土粒5％含む

3黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、炭化物少量含む。

4　暗褐色細砂層　　　　　　○△　焼土粒1％、粘土粒わずかに含む。
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1田

L＝121．6m

皇
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lo

C箪
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旦
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諺

　D’1　 一

lq

△

牌

砺

L＝125．5m

A
z

笏獺1

　　　　　　　H－10号住居跡　ベルトセクション
　　　　　　　1黒褐色細砂層　　　　　○O　As－C2％、焼土粒含む。
　　　　　　　．2黒褐色細砂層　　○○船c・％・焼土粒・炭化物・粘土粒（にぶL欄色）含観’

　　　　　　　H－10号住居跡　竈セクション
　　　　　　　1暗褐色細砂層　　　　　O△　As－C2％、焼土粒わずかに含む。
　　　　　　　2　にぶい黄褐色細砂層　　　○△　As－C2％。焼土粒1％含む
　　　　　　　3暗褐色細砂層　　　　　　○△　As－C1％、ローム粒わずかに含む。

　　　　2　　　　　　　　　　　　H－10号住居跡　柱穴・土坑　計測表　　　　　　　△

％撒物磁

L＝121．4m

E　　　　　　
E響

NO． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P■ 円形 35 33 42

P2 円形 28 27 53

P3 円形 35 32 10

L＝121．4m

F　　　　　　　　　 F

Fig．25H9・10号住居跡
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・　　勿諺

愚
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i田7
　　旨
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i田

N》

Iuヨ

一

マ
旨
い
b
日

1切

C

l　o

に⊇

ム

C’

㊨

H－11号住居跡ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○0

2黒褐色細砂層　　　　　　○O

H－11号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△0

2暗褐色細砂層　　　　　　△◎

3　黒褐色細砂層　　　　　　OO

L誕121．5m

　B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B響

　　　　　2％撚…・〃

　　　　　　　　　　　　　　　L＝121．5m

　　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　　　C璽

　　　　　　　　　　　　　　　　暴

As－C2％・Hr・FP2％、灰わずかに含む。

As－C1％・H卜FP1％、灰・粘土粒わずかに含む。

にぶい黄褐色粘土・炭化物含む。

粘土粒・焼土粒・炭化物粒含む。

焼土粒・炭化物粒含む。

L＝121．3m

C　　　　　　　　　　　　　　　　　　C冒

L＝121．3m

D D響

A

　　　四

L＝121．4m

ム

H－12

懸

一

1甲

1田

A冒

A

H－12号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　　△×

2黒褐色細砂層　　　　　　○△

3黒褐色細砂層　　　　　　○0

4　黒褐色細砂層　　　　　　○△

5黒褐色細砂層　　　　　　○◎

H－12号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○0

2黒褐色細砂層　　　　　○◎

H－13

£

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C1％・HpFP1％含む、砂鉄分の多い砂粒を多量に含む。

As－B混じる、As－C1％・H卜FP1％含む。

As－B混じる、As－C1％・HpFP1％含む。

粘性強い。炭化物わずかに含む。

焼土粒わずかに含む。

焼土粒・炭化物わずかに含む。

L＝121．1m

C C賢

AI

！o

10

C’

、
H－13号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○◎

H－13号住居跡　竈セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○◎

國

L＝121．1m

D

A＄C1％、粘土粒2％、炭化物わずかに含む。

粘土粒3％、炭化物1％含む。

L＝121．1m

A　　　　　1 且

％勿笏形
0 1：60

Dじ

2m

Fig．26 H－11～13号住居跡
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醸
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醸
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L＝121．5m

螢

勿　12
　　　　勿

8

勿

C　　　　　　Cじ

懸

①

掌

の

＼

H－15号住居跡　セクション

1
2
3
4
5
6
7
8
9

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

10褐色細砂層

11暗褐色細砂層

12暗褐色細砂層

△×

○△

○○

○△

△△

○×

○△

○△

○×

○△

○△

△×

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C2％・Hr－FP2％含む。

As－B混じる。

As－C2％・H卜FP2％、炭化物1％含む。

As－C3％・H卜FP1％、炭化物わずかに含む。

As－C3％・Hr・FP2％含む。

A象C2％・Hr・FP2％、炭化物わずかに含む。

As－C2％・Hr・FP1％含む。

As－C1％・粘土粒3％含む。

粘土多量に含む。

As－C1％・H卜FP1％、ローム粒1％含む。

炭化物わずかに含む。

H－15号住居跡　柱穴・土坑　計測表

NO． 形状 長軸¢m） 短軸¢m） 深さ（cm） 備　考

P2 楕円形 43 33 36．5

A

副

H－16

m！

A’

9
①
プ
9
ム

F

副

o

寸

N　　　　く◎

mi

卜

醸

H－16号住居跡　セクション

レ121．7m

A
8 7

％

A甲

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

△×

○△

○○

○×

△△

○×

○△

○×

0

As・B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C2％・H卜FP2％含む。

As－B混じる。

As－C2％・H卜FP1％、焼土粒1％含む。

As－C3％・H卜FP1％、炭化物わずかに含む。

As－C3％・H卜FP2％含む。

As－C2％・H卜FP2％、炭化物わずかに含む。

As－C1％・H卜FP2％、炭化物わずかに含む。

　　　　（A－1号道路状遺構埋土）

1：60 2m

Fig．27　H－14～16号住居跡
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A 1　A響

％

H－17号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C3％・HFFP1％含む。

H－17号住居跡　竈セクション

1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4暗褐色細砂層

○△　粘土ブロック5％、焼土粒4％含む。

○O　As－C2％、焼土粒4％含む。

○△　焼土粒3％・炭化物1％・粘土粒1％含む。

◎△　As－C3％・Hr・FP1％含む。
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A
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C

5
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A’
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　　7撫
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8491……
L＝121．2m

D
－　

13

微

B－1

　D霊
10一

15　　16　　17　　　19

　　　　　H－18号住居跡　ベルトセクション
　　　2　　A曝　1黒褐色細砂層　　　　　○△　As・c5％・H卜FP2％・炭化物わずかに含む・
　　　　　”一　2黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％・H卜FP1％、焼土粒1％含む。

％微勅撲綴藩醐　勧　　軌
　　　　　H－18号住居跡　竃セクション
　　　　　1褐灰色細砂層　　　　　○○　粘土ブロック10％、灰2％、焼土粒1％含む。

　　　　　2明赤褐色細砂層　　　　○○　焼土多量に含む。
　　　　　3黒褐色細砂層　　　　　○△　A＄C3％・Hr－FP1％、焼土粒1％含む。
　　　　　4暗褐色細砂層　　　　　○△　As－C1％、粘土多量に含む。
　　　　　5褐色細砂層　　　　　　OO　粘土多量に含む。

φ／　倒
♂◎

P2

◎氏
の／

　　6黒褐色細砂層

黛灘1
・欝　　　　11極赤褐色細砂層

　　　　12暗赤褐色細砂層
　　　　13黒褐色細砂層
　　　　14暗褐色細砂層
　　　　15黒色細砂層
　　　　16黒褐色細砂層
　　　　17黒色細砂層

1勲　唇
山mI

12

○△　　粘土5％・焼土ブロック2％含む。

○O　As－C1％、粘土5％含む。

OO　灰多量に含む、炭化物2％、粘土粒3％、粘土ブロック1％含む。

O◎　粘土20％、焼土ブロック5％、炭化物1％含む。

O△　焼土ブロック3％含む。

OO　As－C2％・焼土ブロック2％、粘土粒5％含む。

O◎　焼土多量に含む。

○△　As－C1％、粘土粒3％、灰2％含む。

○○　　粘土粒10％、焼土粒3％含む。

△○　灰多量に含む。

○○　灰10％、焼土粒3％含む。

△○　焼土粒2％、灰多量に含む。

OO　焼土粒5％、灰2％、焼土多量に含む。

○○　灰と粘土の混土層。

L＝121．5m

A
z

1岨膨
A響

0 1：60　　2m

Hg．28　H－17・18号住居跡、B－1号掘立柱建物跡
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懸

辻
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ヨ
⑦
ぱ
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山

w N

司

く1

T－1号竪穴状遺構　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　△×　As－B混じる、現耕作土。

2黒褐色細砂層　　　　　O△　As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む、

　　　　　　　　砂鉄分の多い砂粒を多量に含む。
3黒褐色細砂層　　　　　○△　As－B混じる。

4黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％・H卜FP2％、炭化物わずかに含む。

5暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C2％・Hr・FP2％含む。

6　暗褐色細砂層　　　　　　○×　As－C1％・ローム粒2％含む。

捧毒
　9
　山＜1

B－2・3号掘立柱建物跡、T－1号竪穴状遺構

　　　　　一75一
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W－1

A曹

B璽

£

レ121．2m

A 1
　　A曹
2　　一

ρ

　3

砺
L＝121．2m

旦　　　　　　　　B’

W－1号溝跡北側ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○△

2黒褐色細砂層　　　　　　○△

3　暗褐色細砂層　　　　　　△△

L＝121．1m

C　　　　　　　　　C冒

㊨

As－C2％、炭化物わずかに含む。

As・C・焼土粒わずかに含む。

As－C1％、砂利含む。

W－1号溝跡　中央ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　○O　As－B混じる。

2暗褐色細砂層　　　　　◎O　粘土粒わずかに含む。

W－1号溝跡南側ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　　◎○　砂利混じる、As－Cわずかに含む。

ミ

QO

①

刈

　　㎝co

i＞

轟　　　ω

　　　①

態。。

　　　　　　　　　　匡

N “

7
旨

奏
ヨ

＞

と

W－2

　　　＼
　　　　＼　　　　　　＼一、　　　　　　　　　　　　＼
　　　＼　　　　　　　　　、、
　　　　　、　　　　　　　＼　　　　　　　　　、

W－1
、　　＼
　　　＼

　　　　＿　　1　一　　～

一　　　＿　　　一　　　一　　　一

W－3

～
セ

W－2・3号溝跡
1暗褐色細砂層

2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7暗褐色細砂層

8黒褐色細砂層

ベルトセクション

△×

○△

○O

O△

○○

○◎

○◎

○○

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C1％・Hr－FP1％含む、砂鉄分の多い砂粒多量に含む。

As－B混じる、As－C1％・H卜FP1％含む。

As－C3％・H卜FP2％、炭化物わずかに含む。

砂利5％、粘土わずかに含む。

As－C3％、地山の粘土5％、砂利5％、炭化物わずかに含む。

As－C2％、地山の粘土ブロック5％含む。

地山。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig。30w－1～3号溝跡
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W－1

1160 2m
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㊥
L＝121．4m

A
4 S

AI

　［
　戸一

2 1

5
12

W－4　5号溝跡　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　◎△

2灰黄褐色細砂層　　　　　O△

3　黒褐色微砂層　　　　　　○×

4　にぶい黄褐色細砂層　　○×

5　にぶい黄褐色細砂層　　O×

6暗褐色細砂層　　　　　○△

7褐色細砂層　　　　　　　○×

8　褐色微砂層　　　　　　　△×

9　黒褐色細砂層　　　　　　△×

10にぶい黄褐色細砂層　　○×

11灰黄褐色細砂層　　　　OO

12暗褐色細砂層　　　　　　○△

13暗褐色微砂層　　　　　　○×

14暗褐色細砂層　　　　　　O△

15にぶい黄褐色細砂層　　○×

　　　6　　　　8　　　13

7　　　　　　　9

伯11影

As－C2％、Hr－FP1％含む。

As－C3％・H韮FP1％m砂利5％、ローム粒2％含む。

As－C2％含む。

地山ブロック多量に含む。

ローム漸移層。

As－C3％・H卜FP1％、ローム粒5％含む。

ローム混土層、灰2％、炭化物わずかに含む。

H卜FPわずかに含む、サラサラの砂利層。

As－C2％・HFFP1％含む。

As－C1％、砂礫層。

地山ブロック含む。

As－C3％・Hr・FP1％含む。

As－C2％・HFFP1％、ローム粒1％含む。

As－C1％・Hr－FP1％、ローム粒1％含む、砂礫層。

As－C2％・H卜FP5％含む、砂礫層。

　へ
一δ

円 一5

馬ノ

饗 A’

A

一4

W－5

W－4

芯

1－1

0

哲

1：60 2m

Fig．31w－4・5号溝跡
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A響

製ぴ㊤
L冨121．5m

1

L＝121．5m

A14A’
　　2髪砺

D－1号土坑　セクション

1暗褐色細砂層
2暗褐色細砂層

3暗褐色細砂層

D－2号土坑　セクション

1暗褐色細砂層
2暗褐色細砂層
3暗褐色細砂層

2

一△3A

L＝121．7m

A2A・薩寵

AP－6双④
一◎一
L＝121．7m

A　△！

勃

○×　As－C1％・Hr・FP1％、炭化物2％含む。

△×　As－C3％・H卜FP3％、ローム粒2％、

　炭化物わずかに含む。
△×　A3C2％・Hr・FP2％、ローム粒2％、

　炭化物わずかに含む。

P－11④

ム◎△

P－15
丑◎旦
L＝121．4m

A　登1

笏

レ121．5m

A　
A響

冊

㊨・雛㊨
L置121．5m

A　
A’

1

繕

　P－2㊨
・①）・

L謂121．7m

　　　lA　2　A蟹

須彪
4

廼
ム◎ム
L＝121．7m

A2△
髪。膨

物
P－13㊨

丑◎ム

L＝121．5m

A　
A響

彫

P→7㊨

ム◎」蛋

L＝121．4m

AIA’一筋

P－4号ピット　セクション　　　　　　　　　　　　　　　P－11号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△×　As－C1％、炭化物わずかに　　1暗褐色細砂層　　　　　△×　As－C1％、炭化物わずかに含む。

　　　　　含む。
P－5号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○△　炭化物わずかに含む。

2暗褐色細砂層　　　　　O×　ローム粒1％含む。

P－12号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3褐色細砂層

4褐色細砂層

○△　As－C2％含む。

○×　灰多量に含む。

O×　ローム粒5％含む。

○×地山。
P－6号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C2％、ローム粒1％含む。　P－13号ピット　セクション

　　　　　　　　　　1暗褐色細砂層　　　　　　××　にぶい黄褐色土ブロック混じる。
　　　　　　　　P－7号ピット　セクション
○×　As－C2％・H卜FP2％、炭化物1％含む。　　　　1黒褐色細砂層

△×　A＄C3％・HFFP1％、ロームブロック5％含む。　2暗褐色細砂層

×ム　ローム粒3％、As－C2％含む。

D－3号土坑　セクション

1灰黄褐色細砂層　　　　　○×　焼土・粘土多量に含む。

2暗褐色細砂層　　　　　△×　As－C2％・Hr－FP2％、ローム粒3％含む。

P－1号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○×　As－C2％含む。

2暗褐色細砂層　　　　　　△×　　ローム粒2％含む。

P－2号ピット　セクション

1黒褐色細砂層
2灰黄褐色細砂層

3暗褐色細砂層
4褐色細砂層

○×　As－C2％含む。

○△　粘土多量に含む。

○×　As－C3％、ローム粒わずかに含む。

○×　ローム地山。

．P－8号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2　にぶい黄褐色細砂層

P－9号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2暗褐色細砂層

P－10号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2褐色細砂層

3黒褐色細砂層

0

○×　灰5％、ローム粒5％含む。

○×　As－C2％、ローム粒2％含む。　1黒褐色細砂層

○×　　As－C1％含む。

△×　　ローム粒3％含む。

P－14号ピット　セクション

2暗褐色細砂層
3黒褐色細砂層　．

4黒褐色細砂層

　　　　　P－15号ピット　セクション
　　　　　1黒褐色細砂層
○×　　　　　　　　　　　　　　　2暗褐色細砂層

○×　A＄C2％、ローム粒2％含む。

　　　　　P－16号ピット　セクション
　　　　　1黒褐色細砂層
○×　As－C1％含む。　　　　　　　　2黒褐色細砂層

○△　As－C2％、ローム粒3％含む。

O×　As－C1％、ローム粒2％含む。　P－17号ピット　セクション

　　　　　1黒褐色細砂層
　　　　　2黒褐色細砂層
1：60　　2m

××現耕作土。
○×　A魯B混じる、As－C3％含む。

△×　　As－C5％含む。

○O　As－C1％以下。

○×　炭化物わずかに含む。

△○　ローム粒5％含む。

○△　As－C2％含む。

○ム　　ローム粒5％含む。

○×　炭化物わずかに含む。

○△

P－3号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C1％、炭化物わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　◎×　As－C2％含む。

Fig．32D－1～3号土坑、P－1～17号ピット
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諺
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2

影

L＝121．3m
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　1
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A　　A層

獅
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％形

1レ121．1m
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一鵜

P－18号ピット　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－27号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、炭化物・焼土わずかに含む。　1黒褐色細砂層　　　　　○0

　　　　　　　　　　　　2黒褐色細砂層　　　　　○×　地山。
P－19号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　灰5％、炭化物5％、As－C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　　○△　As・C1％、炭化物わずかに含む。

3黒褐色細砂層　　　　　OO　　ローム粒わずかに含む。

P－20号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△○　炭化物ブロックわずかに含む。

P－21号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○○・、As－C2％、粘土粒3％含む。

P－22号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○○　炭化物わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C2％含む。

P－23号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As．C1％、焼土粒わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○○　地山。

P－24号ピット　セクション

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3黒褐色細砂層

　○△　As－C2％含む。

　○O　As－C1％含む。
．　○×地山。

P－25号ピット　セクション
1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C2％、焼土粒わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　OO　炭化物わずかに含む

P－26号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○×
2褐色細砂層　　　　　　　O×　　ローム粒10％含む。

P－36号ピット　セクション
1暗褐色細砂層　　　　　　OO　砂利混じる、As－C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　OO　砂利混じる。
3　暗褐色細砂層　　　　　　○◎　　焼土粒・As－C極少量含む。

P－28号ピット　セクション
1暗褐色細砂層　　　　　○△　A3C1％含む。　　　　　　　　　P－37号ピット　セクション
2黒褐色細砂層　　　　　OO　As－C1％、炭化物わずかに含む。　　1暗褐色細砂層　　　　　○O　A＄C2％含む。

3　黒褐色細砂層　　　　　　○×　地山。　　　　　　　　　　　　　2黒褐色細砂層　　　　　　○◎　地山。

P－29号ピット　セクション
1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、炭化物1％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○○　炭化物2％含む。

P－30号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　OO

2黒褐色細砂層　　　　　　O×　地山。

P－31号ピット　セクション

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層

O△　As－C2％、炭化物1％含む。

P－38号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　OO　As－C2％含む。

2　黒褐色細砂層　　　　　　○◎　地山。

P－39号ピット　セクション
1暗褐色細砂層　　　　　　○O　As－C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○◎　地山。

P－40号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
O◎　砂利混じる、粘土わずかに含む。　2黒褐色細砂層

OO　As－C2％含む。

○◎地山。

P－32号ピット　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－41号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○○　炭化物わずかに含む。　　　　　　1暗褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○○　砂利混じる、粘土わずかに含む。　2黒褐色細砂層　　　　　○◎　地山。

P－33号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　A餅C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○◎　炭化物・焼土粒わずかに含む。

P－34号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　A餅C2％含む。

2黒褐色細砂層　　　　　○◎　炭化物・焼土粒わずかに含む。

P－42号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○O　As－C2％含む。

2　黒褐色細砂層　　　　　　○◎　地山。

0 1：60　　2m

P－35号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○△　As－C2％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○△　砂利混じる。

　Rg．33　P－18～42号ピット
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A　　　　A’
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L＝121．5m

A

〆㊧
P－55

　　L＝121．5m

A’　A

A響

P－43号ピット　セクション

1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5暗褐色細砂層

　　　　㊧

・鯉ム
　　　L＝121．5m

　ムA　　八

A

L＝121．2m

A

3

4
1

△×　As－B混じる、現耕作土。

○×　砂利混じる、A餅C2％・H卜FP2％含む。

○△　As－C3％・H卜FP2％含む。

○△　A＄C4％・H卜FP1％含む。

○△　As・C3％、ローム粒3％含む。

P－44号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C1％・H卜FP1％含む。

2暗褐色細砂層　　　　　　○×　　ローム粒3％含む。

㊧

髪

　　5髪
髪・

藻彪

A響

　　　㊨

△◎A
　　L寓121．Om
A・　 A

P－45号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％・Hr－FP1％、炭化物わずかに含む。

2暗褐色細砂層　　　　　　O×　As－C2％、Hr・FP2％、ローム粒3％含む。

z

A’

卜1号井戸跡　セクション

多，

1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色微砂層

5黒褐色微砂層

6黒褐色微砂層

笏4

◎O　As・C10％、焼土粒・炭化物粒含む。

○O　As－C7％、焼土粒含む。

◎O　As－C2％、焼土粒含む。

○◎　灰黄褐色粘土ブロック含む。

○◎

○◎　砂利混じる、As－C1％、焼土粒極少量含む。

1－2号井戸跡　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△O　As－B混じる、A3C3％、炭化物粒、焼土粒極少量含む。

P－47号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C1％、Hr．FP1％含む。

2　暗褐色細砂層　　　　　　○◎　地山。

P－48号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○O　A＄C2％含む。

2暗褐色細砂層　　　　　　○◎　地山。

0 1：60 2m

Fig．34P－43～57号ピット、1－1・2号井戸跡
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L＝124．4m

A 嘘 Al

2
3

形
H－2号住居跡　セクション

にぶい黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒色細砂層

暗褐色細砂層

○×

○×

○×

○×

◎△

○×

A＄B混じる、現耕作土。

As・B混じる、As－C2％、HrfP2％含む。

As．B混じる、1憾C5％、Hr－FP2％含む。

As－C2％、HFFP1％含む。

As－C5％、H卜FP2％含む。

A餅C1％、Hr－FP1％、ローム粒2％含む。

H－1号住居跡　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×

2にぶい黄褐色細砂層　　○×

3　黒褐色細砂層　　　　　○△

As■混じる、現耕作土。

As－B混じる、A餅C2％、H卜FP2％含む。

As－C5％、Hr－FP2％含む。
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B－1号掘立柱建物跡　P1セクション

にぶい黄褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

褐色細砂層

B－1号掘立柱建物跡　P2

1　にぶい黄褐色細砂層

2褐色細砂層

B－1号掘立柱建物跡　P3

1にぶい黄褐色細砂層

2褐色細砂層

○×

○×

○△

○×

○×

A＄B混じる、現耕作土。

As－B混じる、A魯C2％、H卜FP2％含む。

A＄B混じる、As－C2％、Hr－FP2％含む。

AsB混じる、As・C2％、Hr・FP2％含む。

ローム漸移層。

セクション

○×　A魯B混じる、A蝕C1％、H卜FP1％含む。

○×　ローム漸移層。

セクション

○×　　As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。

O×　As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。

　　　ローム漸移層。
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ヘ

シ

恥

Hg．35H－1・2号住居跡、B－1・2号掘立柱建物跡
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Fig．36B－3・4号掘立柱建物跡
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W－1・
1にぶい黄褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5暗褐色細砂層

6暗褐色細砂層

7黒褐色細砂層

8黒褐色細砂層

9暗褐色細砂層
10黒褐色細砂層

11黒褐色細砂層

12暗褐色細砂層

13暗褐色細砂層

14黒褐色細砂層

15暗褐色細砂層

16暗褐色細砂層

17黒褐色細砂層

18黒褐色細砂層

19黒褐色細砂層

2号溝跡　南壁セクション

醸，

oo

o
①

“、
　　　　　一

吋
卜⊃

卜⊃

轟

聾

ぐ

沁
ω

線

0

お

i＞

お

α

刈

轟

お

三

お

誌

ま

匡

ω

O×

O×

○×

◎×

××

××

○○

○○

○○

○×

××

△×

△×

○△

○×

O◎

○×

○○

◎△

㎝

お

沁

尋

貸

郊

て

沁

一

己

1：60

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C2％、Hr・FP2％含む。

As－B混じる、As－C3％、H卜FP1％、硬化面。

As－B5％、極小As－C5％、Hr－FP1％、硬化面。

As－B純層。

灰含む、As－B純層。

As－C3％、HレFP2％含む。

As－C2％、H許FP2％含む。

As－C1％、H鈴FP1％、地山粒5％含む。

川砂・砂利層。

灰含む、砂利層。

砂利多量に含む。

11層より多量の灰含む砂利層。

As－B混じる、As－C2％、Hr－FP1％含む。

砂利混じる、As－C1％、HpFP1％含む。

地山漸移層。

As－C2％、H卜FP2％、粘土粒3％、灰1％含む。

地山粒3％含む。

As－C3％、HレFP1％、硬化面。

（A－1号道路跡埋土）

マ
旨

N
癖
ヨ

1＞

◎

妙＼
　　7

鰺

由1

西
“

　　　　／
　　　／／
　　／／
　／／
／／
／

／

1》き

2m

　＼
／

マ

〃
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鰺

／
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m

9
ゆ

Nヨ
調

W－1・2溝跡北壁セクション
1　にぶい黄褐色細砂層　　　○×

2　にぶい黄褐色細砂層　　　○×

3暗褐色細砂層　　　　　○×

4　暗褐色細砂層　　　　　　○×

5暗褐色細砂層　　　　　　O×

6　暗褐色細砂層　　　　　　○×

7暗褐色細砂層

8暗褐色細砂層

9暗褐色細砂層
10暗褐色細砂層

11暗褐色細砂層

12暗褐色細砂層

13暗褐色細砂層

14暗褐色細砂層

15黒褐色細砂層

16黒褐色細砂層

17黒褐色細砂層

18黒褐色細砂層

19暗褐色細砂層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20黒褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21黒褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22黒褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23灰黄褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24暗褐色細砂層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25暗褐色細砂層

Fig．37w－1・2号溝跡、A－1号道路状遺構

OO
O×

○△

○×

○△

××

△△

××

◎△

◎△

○△

○△

○×

○○

○×

OO
△○

○△

△◎

w

醐
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寸

ool
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寸

卑

卑

㊤

γ
w

卜

孚

の

草

孚

①

　　　　　q　　　醸“

卑 r

醸懸

A魯B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C2％、H卜FP2％含む。

As－B混じる、A3C2％、Hr’FP2％含む。

3層より多量にAs－B混じる。

As－C1％、Hr・FP1％、砂利多量に含む。

As－C1％、Hr・FP1％、砂利多量、地山ブロック

わずかに含む。

地山漸移層。

As－C5％、H許FP1％含む。

As－C2％、Hr－FP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

As－C3％、H卜FP1％含む。

As－B純層。

As－C2％、H卜FP2％含む。

灰含む、As－B純層。

極小As－C3％、H卜FP2％含む。

As－C3％、H卜FP1％。硬化面。

（A－1号道路跡埋土）

As－C3％、H卜FP2％含む。

As－B混じる、A魯C2％、H卜FP1％含む。

砂利混じる、As－C1％、H卜FP1％、

地山ブロックわずかに含む。

As－C2％、H卜FP2％、砂利わずかに含む。

砂利多量に含む。

As－C1％、H芦FP1％、のろ層。

As－C1％、H卜FP1％、地山漸移層。

砂利多量に含む、地山ブロック含む。

地山漸移層。
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Fレ121．7m
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髪懸嚢
G響

W－3号溝跡西壁セクション
にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色微砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

10黒褐色細砂層

11暗褐色細砂層

12暗褐色細砂層

13黒褐色細砂層

14暗褐色細砂層

○×

○×

○×

○×

O△

××

○△

◎△

O×

○△

O×

O△

○△

O×

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、A晋C3％、Hr・FP3％、炭化物極少量含む。

As－B混じる、As・C2％、H卜FP2％含む。

As－B混じる、As－C1％、｝hFP1％含む。

As－Bアッシュ。

As－B純層。

As－C3％、H1㌧FP1％含む。

As－C2％、Hr4FP1％含む。硬化面

As・C3％、H卜FP1％含む。

As－C2％、H卜FP1％含む。

As－C2％、Hr・FP1％、ローム漸移層。

ローム粒3％含む。のろ層。

As－C1％、Hr・FP1％、ローム漸移層。

川砂、砂礫層。（水成堆積）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　0 1：60

W－3号溝跡東壁セクション
にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色微砂層

暗褐色粗砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

10暗褐色細砂層

11暗褐色細砂層

12暗褐色細砂層

13黒褐色細砂層

2m

○×

○×

○×

○×

○×

○△

××

○△

○△

O×

○×

○×

○×

As－B混じる、現耕作土。

As－B混じる、As－C3％、H卜FP2％含む。

As－B混じる、A魯C3％、H艶FP3％、炭化物極少量含む。

As－B混じる、A魯C2％、H卜FP2％含む。

As－B混じる、A魯C1％、H卜FP1％含む。

As－Bアッシュ。

As－B純層。

A魯C3％、Hr・FP1％含む。

ローム粒3％含む。のろ層。

As－B混じる、As－C2％、｝聾FP1％含む。

As－B混じる、As－C3％、Hr－FP1％含む。

As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。

As－B混じる。

Fig．38w－3号溝跡
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A　L＝122．2m　　A・　　　A　　　　　A’ 　　A’A

－32一
勿
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A　　A璽A　
A・
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茎1雲・
A
　1

勿諺

AU

Aレ122．4m　A雪 A　L罧122．4m　　A’

レ122．4m

A　
A’

梛

L＝122．4m

A　△：

彫

レ122。2m

A　　
Aサ

11

2

形

L冒122．4m

A　　A’一2　 一

　　　　レ122．4mムレ122・4m　　　　　A　　A　　　　　　双

D－1号土坑　セクション

レ122．4m

AIA・噛寧一

P－3号ピット　セクション

1にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。　　1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層　　　　　○×　ローム粒3％含む。　　　　　　　　　　　2褐色細砂層

　　　　　　　　　　3暗褐色細砂層D－2号土坑　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色細砂層

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C2％、H卜FP2％含む。
2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。　　　　　　　　　　　　P｝4号ピット　セクション

　　　　　　　　　　1黒褐色細砂層
　　　　　　　　　　2暗褐色細砂層D－3号土坑　セクション

1にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、A象C2％、HトFP2％含む。

　　　　　　　　　　P－5号ピット　セクション
　　　　　　　　　　1黒褐色細砂層D－4号土坑　セクション

　　　　　　　　　　2黒褐色細砂層1にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる・As－C2％・H卜FP2％含む。　　3暗褐色細砂層

D－5号土坑　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　A3B混じる、自色軽石ブロック5％、

　　　　As－C1％、H卜FP1％含む。
2暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

D－6号土坑　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、白色軽石ブロック5％、

　　　　As－C1％、Hτ」FP1％含む。
2褐色細砂層

レ122．4m

A　　2A畢
1形

A　L＝122．4m　　　A曾

2

z　1　形
O×　As－B混じる、A魯C2％、H卜FP2％含む。　P－11号ピット　セクション

○×　A餅C1％、H卜FP1％含む。
○×　　As－B混じる。

○×　　As－C1％、H卜FP1％含む。

○△　　As－C2％、H卜FP2％含む。

○◎　粘性の強い地山漸移層。

O△　As・C2％、H卜FP2％含む。
○O　　As－C1％、H卜FP1％含む。

○◎　粘性の強い地山漸移層。

P－6号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○△　As－C2％、HpFP2％含む。

2　暗褐色細砂層　　　　　　○◎　粘性の強い地山漸移層。

P－7号ピット　セクション

AL＝122．4m　2　A”

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、白色軽石5％、

　　　　As－C1％、HトFP1％含む。
2暗褐色細砂層　　　　　○×　ロームブロック5％含む。

P－12号ピットセクション

1暗褐色細砂層　　　　　○△　As－C1％、Hr・FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－13号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○△　As－C1％、Hr－FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－14号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○△　As－C1％、Hr－FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－15号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
1　にぶい黄褐色細砂層　　O×　As－B混じる、As－C1％、Hr・FP1％含む。　2褐色細砂層

○×　ローム漸移層。As－C1％、Hr．FP1％含む。　P－8号ピット　セクション

P－1号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、HトFP2％含む。

P－2号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、Hr－FP2％含む。

　　0　　1：60　　2m

2　黄褐色細砂層　　　　　　○×　　ローム漸移層。

1暗褐色細砂層　　　’　○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－9号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－10号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As・C1％、HFFP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－16号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2褐色細砂層

P－17号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2褐色細砂層

P－18号ピット　セクション

1暗褐色細砂層
2褐色細砂層

○×

○×　ローム漸移層。

○×　A＄C1％、Hr－FP1％含む。

O×　ローム漸移層。

○×　As－C1％、Hr－FP1％含む。

O×　ローム漸移層。

○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

○×　ローム漸移層。

Fig．39D－1～6号土坑・P－1～18ピット
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z

膨形

L＝122．4m

A　
A’

勃
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嘘
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A　　
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A　　
A層
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L＝122。4m

一△　 A

繕
L＝122．4m

A　　A’
2

き紬

L＝122．4m

A　
A’

一1　一

形
レ122．4m

．A　 2Aサ
ー織一

L＝122．4m

A　　
A’

L＝122．4m

A
＿1

霧

A響

　　　　　　　　　　　　　　　P－33

L寓122．4m

A　　　A量
L＝122．4m

A　　　
Aロ

L＝122．4m

A
－　1

霧擁

　　L翻122．4m

A響　A　 Al

粥

L＝122．4m

A　　
Aロ

磁

L＝122．4m

A　
A’

一1　『

薇

ぞ逸
L＝122．4m

A　　A’
一確　 『

麓
　P－19号ピット　セクション

　1暗褐色細砂層
　2褐色細砂層

　　　　　　　P－39

黛態9癒
A　 A響　　A　　A層一　　 一　　　 ＿　 2一

○×　As・C1％、Hr－FP1％含む。

○×　　ローム漸移層。

P－21号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　O×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2　にぶい黄褐色細砂層　　○×　ローム漸移層。

P－22号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－C1％、Hr－FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－23号ピット　セクション

1　暗褐色細砂層　　　　　　○×　A魯C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　　○×　　ローム漸移層。

P－24号ピット　セクション’

1暗褐色細砂層　　　　　　○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　　○×　　ローム漸移層。

P－25号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　　○×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－26号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。

2黄褐色細砂層　　　　　○×　ローム漸移層。

レ122．4m　　　　　　　　　L＝122。4m　　　　　　　L＝122．Om

A　　A響

彫
P－28号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　O×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　O×　ローム漸移層。

P－29号ピット　セクション

1褐色細砂層　　　　　　　○×　As－C1％、Hr－FP1％含む。

2黄褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－30号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　O×　As－C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－31号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○×　A＄C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－32号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○×　As－C1％、Hr・FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　　O×　ローム漸移層。

P－33号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○×　As－C1％、HpFP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－34号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○×　As－C1％、Hr・FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

A　 A”

麺
A　　A曹

縄
P－36号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　O×
2暗褐色細砂層　　　　　○×　ローム粒5％含む。

P－37号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる。

2褐色細砂層　　　　　　O×　ローム漸移層。

P－38号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－C2％、H卜FP2％含む。

2褐色細砂層　　　　　　O×　ローム漸移層。

P－39号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、H卜FP2％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－40号ピット　セクション

1にぶい黄褐色細砂層　　○×　A＄B混じる。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－41号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○△　As－C2％、Hr－FP2％含む。

P－42号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　　○×　As－C1％、Hr－FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－27号ピット　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P－35号ピット　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○×　As－C2％、H卜FP1％含む。　　　　　　　　　1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　A＄B混じる、As－C1％、

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム粒混じる、A3C1％、H卜FP1％含む。　　　　　　　　　　　　　　　　　H卜FP1％含む。

0 1＝60 2m

Fig．40　P－19～42号ピット

一86一



　　　　　㊨
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霧
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A　
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笏
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A
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L＝122．Om

A　　A’

短
L＝122．3m

　　　茎

△．　38

P－47

L＝122．4m

1

A冒

A
3

2
3

　　4　　　　　　4Z　5雛吻6諺

AI

勿69

㊨

　．㊧
　　￥￥
P－50月窒
　　ノノ
　　ノノ

A　L＝122．4m　　　　A冒

P－43号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　AsB混じる、As・C1％、H卜FP1％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　As－C2％含む、ローム漸移層。

騨．

笏灘

㊨

A層

A

B

A　L＝122．1m　　　　　　　　　2

痂勿織

B’

L＝122．1m

A曽

B

2A’

形

B賢

P－44号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　O×　As－B混じる、A＄C2％、Hr－FP2％含む。

P－45号ピット　セクション

1にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－46号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○△　As－B混じる、As－C1％、HpFP1％含む。

P－47・48号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層

2　にぶい黄褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3暗褐色細砂層

4暗褐色細砂層

5暗褐色細砂層

6暗褐色細砂層
7褐色細砂層

○×　A＄B混じる、現耕作土。

○×　A3B混じる、As－C1％、HrFP2％含む。

○△　As－B混じる、A3C1％、H卜FP2％含む。

○×　A魯B混じる、As－C1％、H卜FP2％含む。

O×　As－C1％、H卜FP1％含む。

O×　As－C1％、H卜FP1％、ローム粒3％含む。

O△

○×　　ローム漸移層。

1－1号井戸跡　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×　As－B混じる、現耕作土。

2にぶい黄褐色細砂層　　○×　A＄B混じる、A＄C2％、H卜FP2％含む。

3暗褐色細砂層　　　　　○×　As－B10％、As－C2％、H卜FP2％含む。

4黒褐色細砂層　　　　　OO　As－B混じる、粘土粒3％含む。

5灰黄褐色細砂層　　　　○◎　As－B5％、粘土層。

6　にぶい黄褐色細砂層　　　△◎　砂利（As－Bか？）と粘土の層。

7灰黄褐色細砂層　　　　OO　砂利（As－Bか？）混じる、粘土粒5％含む。

8　にぶい黄褐色細砂層　　○◎　粘土層。

9灰黄褐色細砂層　　　　○○　粘土多量に含む砂利層。

10にぶい黄褐色細砂層　　○◎　灰わずかに含む粘土層。

1号不明遺構　周溝ベルトセクション

1暗褐色細砂層　　　　　O×　As－B混じる、A3C2％、H卜FP2％含む。

2褐色細砂層　　　　　　○×　ローム漸移層。

P－49号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×　As－B混じる、A3C2％、HFFP2％含む。

P－50号ピット　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　　○×　A餅B混じる、As－C1％、H卜FP1％含む。

P－51号ピット　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

1にぶい黄褐色細砂層　　○×　A魯B混じる、ローム粒2％、A＄C2％、

　　　　　　H卜FP1％含む。
　　　　　　　　　Fig。41P－43～51号ピット、1－1号井戸跡、1号不明遺構

1＝60 2m
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フリガナ フリガナ コ 一　ド 位 置

調査原因
所収遺跡名 所　在　地 市町村 遺跡番号 北　　緯 東　　経

調査期間 調査面積

モトソウジャ

オミゴイセキ マエバシシモト 前橋都市計画事業

ソウジャマチ 10201 15AIl8 36．23’31” 139。Ol’33”
20030520

約1，195m2 元総社蒼海土地区

元総社 前橋市元総社町
20030623

画整理事業

小見V遺跡

モトソウジャ

オミウチロクイセキ マエバシシモト 前橋都市計画事業
20030723

ソウジャマチ 10201 15A114 36。23’34” 139．01’55’） 約1，034m2 元総社蒼海土地区
20031014

元総社 前橋市元総社町 画整理事業

小見内VI遺跡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 竪穴住居跡3軒 縄文土器、石器
一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　冒　一　q　一　一　醐　哺　一　 層　噂　一　卿　幅　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

古墳時代 竪穴住居跡2軒 土師器
元総社 噛　目　岡　需　一　鰯　隔　一　隔　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　一　 一　一　一　 一　一 陶　一　一　一　騨　噌　一　嚇　一　胃　剛　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　口　口　璽　目　一　一　一　一　一　一　一　一　韓　鱒　鱒　り　”　鴨　 回　層　一　一　一　一　 一　一　一　ロ　 一　曽　一　一　n　一　噌　ロ　ー　一　隅

小見V遺跡
集落跡 平安時代 竪穴住居跡11軒

一　噌　庸　一　扁　閑　冒　一　 一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　鴨　顧　一　剛　需　一　 一　口　輔　胃　一　”　一　一　一　一

土師器、須恵器、瓦、石器、鉄器他
一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　噌　一　幽　幽　一　一　一　一　隅　一　一　一　一　一　胴　一　一　 一　隔　一　閂　 一　一　一　圃　一　一　一　一　一　一　一　一　一　需　冒　一　一　冒　一　一　一　”　一　剛　一　一　一　一　需　一　旧

な　し

中世以降 掘立柱建物跡1軒、畠跡、

土坑13基　　他
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小見内VI遺跡 一　一　一　ロ　ー　 噂　一　一　榊　一　胴　一　一　剛　需　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一

中
世 以降 井戸跡3基、土坑ll基　他
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元総社小見V遺跡
元総社小見内W遺跡

2004年3月11日　印刷
2004年3月18日　発行

編集発行

印刷所

前橋市埋蔵文化発掘調査団

前橋市三俣町二丁目10－2
　　　　　とヨドヤTEL　O27－231－9531

上越印刷工業株式会社












	目次
	序
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	１　遺跡の立地
	２　歴史的環境

	Ⅲ　調査の方針と経過
	１　調査方針
	２　調査経過

	Ⅳ　基本層序
	Ⅴ　遺構と遺物
	１　元総社小見Ⅴ遺跡
	２　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区
	３　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区

	Ⅵ　考察
	図版
	口絵１　元総社小見Ⅴ遺跡全景
	口絵２　元総社小見Ⅴ遺跡出土遺物
	口絵３　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－４・５遺跡全景
	口絵４　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区出土遺物
	ＰＬ．１　元総社小見Ⅴ遺跡Ｈ－３・５号住居跡重複全景、Ｊ－１・２号住居跡、Ｏ－１号落ち込み全景
	ＰＬ．２　Ｈ－１～４号住居跡
	ＰＬ．３　Ｈ－５～８号住居跡
	ＰＬ．４　Ｈ－９～13号住居跡、Ｂ－１～３号住居跡
	ＰＬ．５　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区全景、Ｈ－１～３号住居跡
	ＰＬ．６　Ａ区Ｈ－５～８号住居跡
	ＰＬ．７　Ａ区Ｈ－９～12号住居跡
	ＰＬ．８　Ｈ－13～17号住居跡
	ＰＬ．９　Ｈ－18号住居跡、Ｂ－１号掘立柱建物跡、Ｔ－１号竪穴状遺構、Ｗ－１～５号溝跡
	ＰＬ．10　Ｗ－４・５号溝跡、Ｉ－１・２号溝跡
	ＰＬ．11　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区全景、Ｂ－１～４号掘立柱建物跡
	ＰＬ．12　Ｗ－１～３号溝跡、Ｉ－１号井戸跡
	ＰＬ．13　元総社小見Ⅴ遺跡Ｊ－１・２号住居跡出土の土器
	ＰＬ．14　Ｊ－２・Ｈ－１～３・５号住居跡出土の土器、石器
	ＰＬ．15　Ｈ－５号住居跡出土の土器、瓦、鉄器
	ＰＬ．16　Ｈ－５～８号住居跡出土の土器、瓦
	ＰＬ．17　Ｈ－５・８号住居跡出土の土器、瓦
	ＰＬ．18　Ｈ－５・８・９号住居跡出土の土器、瓦、勾玉、石器
	ＰＬ．19　Ｈ－９・11・13号住居跡、Ｏ－１号落ち込み、Ｄ－11号土坑、Ｐ－14号柱穴出土の土器、鉄器、石器
	ＰＬ．20　Ｏ－１号落ち込み、グリッド、遺構外出土の土器
	ＰＬ．21　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－１・３・６・８～10・15・18号住居跡出土の土器、鉄器、瓦
	ＰＬ．22　Ａ区Ｈ－８・18号住居跡、Ｗ－１・２・４号溝跡出土の土器、瓦
	ＰＬ．23　Ａ区Ｗ－４・５号溝跡出土の土器、瓦、鉄器
	ＰＬ．24
	Ａ区Ｗ－５号遺構、Ｄ－２・３号土坑、グリッド、遺構外出土の土器、鉄器、石器
	Ｂ区Ｗ－２号溝跡出土の土器、瓦


	挿図
	Ｆｉｇ．１　元総社蒼海遺跡群位置図
	Ｆｉｇ．２　周辺遺跡図
	Ｆｉｇ．３　元総社小見Ⅴ遺跡基本層序
	Ｆｉｇ．４　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区基本層序
	Ｆｉｇ．５　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区基本層序
	Ｆｉｇ．６　元総社小見Ⅴ遺跡、元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区時期別の竪穴住居配置図
	Ｆｉｇ．７　元総社蒼海遺跡群位置図とグリッド設定図
	Ｆｉｇ．８　元総社小見Ⅴ遺跡全体図
	Ｆｉｇ．９　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区全体図
	Ｆｉｇ．10　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区全体図
	Ｆｉｇ．11　元総社小見Ⅴ遺跡Ｊ－１～３号住居跡
	Ｆｉｇ．12　Ｈ－１～４号住居跡
	Ｆｉｇ．13　Ｈ－４・５号住居跡
	Ｆｉｇ．14　Ｈ－６・７号住居跡
	Ｆｉｇ．15　Ｈ－８～９号住居跡
	Ｆｉｇ．16　Ｈ－10～11号住居跡
	Ｆｉｇ．17　Ｈ－12～13号住居跡
	Ｆｉｇ．18　Ｂ－１・２号掘立柱建物跡
	Ｆｉｇ．19　１・２号畠跡
	Ｆｉｇ．20　Ｏ－１号落ち込み
	Ｆｉｇ．21　Ｄ－１～13号土坑、Ｐ－１～３号ピット
	Ｆｉｇ．22　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－１・３号住居跡
	Ｆｉｇ．23　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－２・４・５・６号住居跡
	Ｆｉｇ．24　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－７・８号住居跡
	Ｆｉｇ．25　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－９・10号住居跡
	Ｆｉｇ．26　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－11～13号住居跡
	Ｆｉｇ．27　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－14～16号住居跡
	Ｆｉｇ．28　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区17・18号住居跡、Ｂ－１号掘立柱建物跡 
	Ｆｉｇ．29　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｂ－２・３号掘立柱建物跡、Ｔ－１号竪穴状遺構
	Ｆｉｇ．30　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－１～３号溝跡
	Ｆｉｇ．31　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－４～５号溝跡
	Ｆｉｇ．32　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｄ－１～３号土坑、Ｐ－１～17号ピット
	Ｆｉｇ．33　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｐ－18～42号ピット
	Ｆｉｇ．34　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｐ－43～57号ピット、Ｉ－１・２号井戸跡
	Ｆｉｇ．35　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｈ－１・２号住居跡、Ｂ－１・２号掘立柱建物跡
	Ｆｉｇ．36　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区３・４号掘立柱建物跡
	Ｆｉｇ．37　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｗ－１・２号溝跡、Ａ－１号道路状遺構
	Ｆｉｇ．38　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｗ－３号遺構
	Ｆｉｇ．39　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｄ－１～６号土坑、Ｐ－１～18号ピット
	Ｆｉｇ．40　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｐ－19～42号ピット
	Ｆｉｇ．41　元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｐ－43～51号ピット、Ｉ－１号井戸跡、１号不明遺構
	Ｆｉｇ．42　元総社小見Ⅴ遺跡Ｂ区Ｊ－１号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．43　Ｊ－２・Ｈ－２号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．44　Ｈ－３・５号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．45　Ｈ－５号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．46　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．47　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．48　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．49　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．50　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．51　Ｈ－５号住居跡出土瓦
	Ｆｉｇ．52　Ｈ－５～７号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．53　Ｈ－７～９号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．54　Ｈ－９～11号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．55　Ｈ－11・13号住居跡、Ｄ－11号土坑、Ｐ－14号ピット、Ｏ－１号落ち込み出土遺物
	Ｆｉｇ．56　Ｏ－１号落ち込み出土遺物
	Ｆｉｇ．57　Ｏ－１号落ち込み出土遺物、グリッド、遺構外出土遺物
	Ｆｉｇ．58　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－１～４・８・９号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．59　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－10・15・16・18号住居跡出土遺物
	Ｆｉｇ．60　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｈ－18号住居跡、Ｗ－１・２号溝跡出土遺物
	Ｆｉｇ．61　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－２・４号溝跡出土遺物
	Ｆｉｇ．62　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－４・５号溝跡出土遺物
	Ｆｉｇ．63　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｗ－５号溝跡、Ｄ－２・３号土坑出土遺物
	Ｆｉｇ．64　元総社小見内Ⅵ遺跡Ａ区Ｄ－３号土坑、Ｉ－１号井戸跡、グリッド、遺構外出土遺物、元総社小見内Ⅵ遺跡Ｂ区Ｗ－２・３号溝跡

	表
	Ｔａｂ．１　元総社蒼海遺跡群　周辺遺跡概要一覧表
	Ｔａｂ．２　元総社小見Ⅴ遺跡住居跡一覧表
	Ｔａｂ．３　元総社小見Ⅴ遺跡竈跡一覧表
	Ｔａｂ．４　元総社小見Ⅴ遺跡土坑、ピット計測表
	Ｔａｂ．５　元総社小見Ⅴ遺跡出土遺物観察表
	Ｔａｂ．６　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区住居跡一覧表
	Ｔａｂ．７　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区竈跡一覧表
	Ｔａｂ．８　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区溝跡計測表
	Ｔａｂ．９　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区土坑・井戸跡計測表
	Ｔａｂ．10　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区ピット計測表
	Ｔａｂ．11　元総社小見Ⅴ遺跡Ａ区出土遺物観察表
	Ｔａｂ．12　元総社小見Ⅴ遺跡Ｂ区住居跡一覧表
	Ｔａｂ．13　元総社小見Ⅴ遺跡Ｂ区溝跡計測表
	Ｔａｂ．14　元総社小見Ⅴ遺跡Ｂ区出土遺物観察表
	Ｔａｂ．15　元総社小見Ⅴ遺跡Ｂ区土坑・井戸跡・ピット計測表
	Ｔａｂ．16　時期別竪穴住居の軒数
	Ｔａｂ．17　採掘時期・場所・方法（採掘工程）
	Ｔａｂ．18　検出数・面積・規模・掘り方（平面形）



